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乾燥地帯匠分布するアルカリ土壌の

開発利用

日商岩井最上 章

〔I〕概説

1 -1 はまじめに

以前は，大陸の塁業開発，現在は開発途上国の農業開発が，いろいる話項陀な

っているが）私達が大学を出た頃は，満州開発計画というのが，若者の情熱のむ・けどころであった3

． 

そのような事で私は中国東北部（旧満州）へ行ったのだが，満州は，温帯から

冷温帯というような所であり， （年平均気温はハルピンで 33'C ，長春で 4.4℃ 

重 要農業地帯である中央乎原地帯の年降水祉は 50 0~6  0 0 1/1711で，所謂広義の

乾燥地帯匠該当し，作物の成長期は雨期の比較的に少ない雨量を有効に利用して

おる。地城的に 言 うと，満州の西半分は，年雨量が 4o onまたはそれ以下の乾

燥 地帯である。こういう所は，局部土壌でない所は帝状た草原土壌，非常に雨

が少ない地方には栗色土壌や半砂漠土壌がかなり分布している。

当時はこの地城をいかに開発するかという事が大きな命題花なっていた。何と

いつても， 日本 と違つ て， 日本の場 合は 雨祉 が1.5 0 0~2, 0 0 0 H あって（東

京は 1,5 0 0 H 位）乾燥地帯でなく半渥潤塁業地帯なので，日本と違い，満州の

アルカリ土壌の開発をやる場合に，日本ではほとんど行なわれていなかった為，

我々が取り組む場合に，いろいろ苦労した。

当時アメリカのユクあるいはオレゴン・アリゾナ等の文献を集めたり，又ソビ

エトの「チエルノゼム」という乾燥草原土壌＾ンガリーの「シック」というアル

カリ土壌その他種々文献をいろいろ集めて開発に取組んだ訳である。年限として

は終戦前まで約 10年近くやった。乾燥地の塁業を論ずる場合に，乾燥地である

がゆえ匠，単匠水さえやれば良いのだという解釈が一般的たされがちであるが，

アルカリ土壌等の乾燥地土壌を考える場合l'C'そこに水があると，若干なりとも ：

いろいろな塩類が水たとけて，それが灌漑をすることたよって水にとけて，蒸発

が非常化さかん死なる。

ゆえl'C'毛細管現象てこれらの塩類が地表面花上がってきて，それが地表部匠
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非常に隕度の濃いアルカリの層 ，あるいはクラストができるという事などがあっ

て ，乾燥しているから単た水さえやればそれで良いのだという訳のものではない

という経験 をいろいろしたのであるっ

これは北米のユクあたりでも同じような経験があり ，水をやると同時 K ,ドレ

イネ ー ジー （排水）を考えねばいけないというように，一見乾燥地で水をやった

場合匠，それで良いではないか ，という事だけではかたづかない問題が有る訳で

ある。 満州に於いても ，このようないろいろな経験をしたのである。

当時いろいろ論争もあったのだが，要は乾燥地の塁業を考える場合K ,ィリゲ

ーションを伴う場合に は ， ドレイネ ー 、；； （排 水）の問題を兵剣に考えねばならな ・
い（水を考えない場合は別だが） ，という経験をいろいろした訳である。 満州で

経験した一つのポイントは ，いろいろな塩類が水をやる事によってとけて ，乾燥

期vr:,蒸発が盛んであるから ，ちょうど鍋匠塩水 を入れて下からポイルしてだん

だん水が蒸発して無 くなる事によって ，鍋の底に塩分が残るというような現象が

アルカリ地帯たはあるという事をまず理解したことである。但し，地下水位が低

い場合は別である。次vr:,陸地面積を年降水量たよって大別して，その面積と夫

々の割合を示すと ，次の通りである。

． 

＇

鼻
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1 - 1 年降水量別陸地面積

全陸地面積 ＝ 1 4 8. 8 9 o k、
全海洋面積 ＝ 361.059 lei 
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さらに乾燥地帯の分布を地城的に見ると，北米合衆国の約 60 %,ォースト

ラリアの約 2 0 %は年 75 0 mm以下。 Africaの北部，中東の全域，ソ連，

印度，及び中国の西北部， Canada,南米等の一部匠も広大な乾燥地帯が分布

しておる。

世界におけるアルカリ土壌の分布地方の主なものは，

亜細亜・・・アラピヤ・メソポクツア・イラン・アフガニスクン，トルキスク

ン。パキスクン・北部インド・中国・の北東部その他中央アジア

アフリカ・．東北部の沿海地方

東南アジア

濠州｝

欧 州・

北米大陸。

。東南部海岸地域を除く，ォーストラリヤ・大陸，ジャワ東部

ソピエト裏海附近 その他チェコ，ハンガリー•伊太利

ロッキー山脈以西の中央平原より太平洋岸

南米大陸・。アンデス山脈の西部（チリー，ぺ Jレー）プラジルの北東部，

・ アルゼンチンの北西部平原

乾燥地帯を世界的匠みると，これの占める面積という の は非常に広い。年間

の降水星が 2 5 0 111711をきる地城が前表で明らかなよう匠全陸面積の約 25，，，匠

該当している。このような地城は，ァラビア方面のイラン。イラク。エ ジプト

その他いろいろな地城匹あり，相当の面積を占めている。 2 5 0 1/11/1,から 50 0 

111震の地城が 3 0，，，位であり。即ち 50 0 111霞以下の地城が，全陸地城面積の約

5 5，，，匹該当している。だから地球の約半分は乾燥地帯といって差支えない3

過疎地城であるので，人口密度からいうと，このよう花はならない訳だが，

面積からいくと，約半分強は乾燥地帯であると 言 える。 50 0~1, 0 0 0 711711の

地城—一部は亜乾燥地城（セミ・アリデドエリア）と 言 えるかと思うが，これ

が大体 2 0，，，である。地中海沿岸ではこれ位の雨鑓の地城が案外多く，ローマ

が 70 01fl1II位，スペインも同じ位である。日本では，大体瀬戸内が雨が少ない

と言われるが， 1,0 0 0 111111位である。 1, 0 0 0 111711から 1,5 0 0 111況の雨量の地城

が大体 1 1，，，である。東京は 1,5 0 0 111711である。

従って日本匹割合近い気象条件（雨量）の所は大体一割であるという事が言

える。 1, 5 0 0~2, 0 0 0 111111の地城は，約 9'1Jである。東南アジア匹はこの位

の雨 量 の所が多い訳で，もちろん日本たも有る が バンコク，ジャカルク（ 1,8 
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． 

． 

o o m位）もこの地域である。 2,0 0 0~3, o o o mm(/)地域が大体 4%である。

インドネツアのある地域や｀ンンガポール。マレージア方面匠もこれ位の雨最の所

がある。 3, o o o mm以 上が約 1%である。日本で，今さかん匠東南アジア開発の

話題匠なる所は ，2,o o o mm以 上あるいは 3,o o o mm~ 4, o o o mmまたは以上と

なる所が 相当ある訳で， Rrai m F or e s t a r e a （熱帝雨林）などは 4,o o o mm以

上の所たある訳だが ，こ のあたり匹対する開発の意向というのが最近は東南ア、ジ

アで割合出ている訳である。

ただし乾採地帯は ，成近は石油の間題を中心 vc'又 ，アフリカのいろいろ報導

された食糧不足の問題などをめぐり ，乾採地での塁業をどうするかという問題も

非常匹大きな関心事となってきておる。笥者は幸 vc'昨年と一昨年の 2回匠わた

り Saudi arab i a と Abu Dhabiの開発現場を調査することが出来たので ，そ

の際の写頁集を御覧願いたい。これらの諸地区の概要仄ついては ，何れ後述する

次第であるが，油田地帯で有名なアラピア湾岸の Al Hasa (Hofuf) の Oasis

利用やQ.atif の濯漑排水事業並に試験圃場 ，Abu Dhabi(1)畑地灌漑や Ref-

oreshation 植林市業 ，または同国匹ある Orig;ona 大学の 海水淡水化匠よる

Vegetablesの砂耕栽培施設園芸は現在実施中の乾燥アルカリ地帯匠おける

最新の事業地区で ，貴重な参考事項を提供するものである。また ，遊 牧 民である

Betnin を営炭匠定苅させる こと を 目的とする King Faisal Settlement Pr 

o j e c t (H a r a d h 所在） の現場は，車の都合匹より視察することが出来なかった

が ，将来の Beduinの運命を左右する King Faisalの偉大な構想の現われであ

ろう 。

更VC:,Saudi Arabia 国内の紅海岸の南部匠近かい ，目下壌灌排水路等の設

計が進行中である Wadi Jizan の湘漑用溜池は，雨絨が比較的匹多い山地の

(3 0 0耗または 1以上）地表水を利用する野心的な事業である。

1 - 2 乾燥炭業の特徴特匠炭耕作業匹ついて

年降水贔が概ね 5o o mm以下の地域で，土壌水分の欠乏に直面しながら営まれ

る農業が所謂乾燥農業で ，土壌中の水分は上層匠向って移動する。これ匠対し ，

豊富な降水祉の下で営されるのが湿潤農業で，士壌中の水の運動は上層から下層

土匹向うのが一般的である。
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1) 乾燥農業地域の一般的分類

年降水量 37 5 71!震以上の地域．．．．．．乾燥農業の地域で，何んとか安

全作物の栽培が可能な地城

年降水量 250-375Hの地城．．....作物の栽培が不安定な地域

例えば隔年匠休閑する等

年降水量 2 5 0 m以下の地城．．．．．．灌漑なし匠は作物の栽培が困難

な地城

この Dry Farming Area は大小の差はあっても， Wind Erosion が見ら

れるもので，例えば旧満州では春期匹は連日のよう匠強風が吹き，播種作業匠支

障を来すばかりか，既に播種された表土をも飛散させて再播を余義なくされるこ

とがある。土壌水分の少ない表土は風速 7m/sec前後より飛び始めると言われ

播種作業の実施は困難となり， 10 m/  8ec以上となると一般花は作業は中止さ

れる。従つて，防風林や Cover CropsV(よる Wind Erosion Controlが絶対

に必要となる

2) 乾燥農業

乾燥農業では水が生産の限定要因であるが，人工灌概を行なわないで営農する

場合匠は，雨水を如何陀無駄なく土壌中匠貯蔵するかが Key PQJ intとなる。そ

のため匠は，

a 年間の降水量だけで作物の栽培が出来ない場合花は，休閑すること

匠より土壌中匠水分を貯溜するが，雑草の繁茂は禁物である。

休閑の回数と雨量との関係については，次のような事例があると言

． 

゜
た
ノ ． 
年降水量が 2 5 0 - 4 0 0 mの地城．．．．隔年休閑

年降水量が 4 0 0 - 5 0 0 mの地城・・.. 3 - 4年vc:1回休閑

b 畑の周辺に水田のよう匠畦畔を昨り，雨水を貯溜または地下匠浸透

させる。この例は Saudi Arabia ;rizan地方でも見られた。また，

傾斜地では所謂等高線耕作で水を土中陀貯蔵する。 （北米。イラン等）

あるいは，深耕や有機物の補給により雨水の貯溜範囲の拡大，貯溜能

カの増大を区る。

C 土壌被覆の形成
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高温。強風など土壌面からの蒸発が促進される条件の下では，土壌はそれ以上

の水分損失を防ぐ自己防衛策として自然の被覆 Crustを形成するものである。

この自然の被覆形成を助長するためvc'表層直下にあり水分上昇の機能（水分

損失）を持つ毛細管による連絡を切断する作業即ち表土かく乱作業が行なわれる。

例えば，北米の乾燥地帯匠おける Tillage や Cultivation, 更に華北，

旧満州匠おけるリー、；；ャン農法は，この Principle を採用しておる。

d 鎮圧

前述の表土の攪乱が土壌の毛細管による連絡を切断するのに対し，鎮圧は人工・的に土壌の毛細管連絡を完全匠して，播かれた種子への水分の供給を促進するも

のである。

． 

例えば華北匠おける各種の転圧器（石頭コンヅ），米国の心土鎮圧機等は，

これ匠該当する。

c註〕 旧満州の在来乾燥農法は，春先きの播種時侭少ない土壌中の水分を有効

匠活用するため，土壌水分の loss を極力警戒し，耕起，播種，鎮圧等

の一連の作業を時を移さず同時匹一貫して迅速匠行なうものである。

即ち，梨丈匹より畑を耕す扶梨的（馬夫兼）と，その直ぐ後を種子を

播いて歩る（下種的（播種者）と，粒子（石頭硝展子）によって覆土と鎮

圧を行な罪西溝子的の 3人が常匠 1列匠接して一団となって作業を行な

っている。

また，鎮圧作業だけで放置すると毛細管が下層と連絡し，水分の損失

につながること匹なるから，鎮圧した耕地の表面を箱ではくように攪拌

して毛細管を切断しておる場合が多い。

また，播種をする個所を梨丈で起耕した低畦の部分（高畦または乎畦

でなく）を選び，中央がふくらんだ太鼓のような形をした石頭i展子で鎮

圧し，その後に表土攪乱i乍業で毛細管を切断しておる地域があるが，こ

れは特匹乾燥が甚しく，土砂の飛散が甚しい所匹見られる。

〔2〕 乾燥地帯の土壌について

冷温帯から熱帯匠わたり広く分布する半乾性及び偏乾性地方匠は，草原。乾燥

草原・半砂漠等が存するが，その主なるものは次の通り。
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1) 草原黒色土 (Steppe Blact Earth) A - C庖

この土壌中有名なのは ，チェルノ ーゼム (TschernC'sem 黒土） で，欧亜 ー

ボ ー ランド・プルガリヤ・ソピエ トの南部を経て中央アジア・南部、ンペリア匹わ

たり ，また米国匹も発達する。欧亜の Tschernosem地方では ，夏期と冬期の気

候差が若しく ，冬は数ヶ月間土壌が深 く凍結し多位の水が Soil 中匹停滞貯蔵さ

られ ，春匠なるとその水を利用して草がよ く繁茂し ，一帯の草原となる 3 然し ，

その后は乾期匠なり 5月から 6月中旬匠なると水は欠乏し ，乾燥甚しく草は枯死

する。夏の乾期匠下層から上昇する水は士階の一定深所匠石行や炭酸石灰の沈殿

を生成せしめ ，偏乾性土壌の性竹を帯びしめる。夏を過ぎ 10月頃匠は雨悶を増

し，土壌は偏混性となる。夏期匠枯死した植物は乾燥のため分解がおくれ ，また

冬期も低温多盤なるため匹分解が進まないから，腐楢含屈が多い草原土壌が出来

る。土壌は A • Cの 2庖よりなり ，A Hor は平均 8- 1 0弔の腐梢を含み暗黒

色を呈し ，この腐植及び膠質粘土は石灰で抱和されされ団粒構造が頻る顕若で ，

可溶性塩類は大部分表陪から洗い去られるが ，植物根の届く範囲匠多砧匠存する。

炭酸石灰も表層から洗脱せられ ，通常麿植層の下部，鉱歿土壌の上部匠糸状ま

たは粒状の沈積を認める。

2) プレ ー リー土 (Pra i r i e S o i 1) A - B - C陪

米国中部の丈け高い草原下の生成土壌で ，退化 Tschernorem または草地土

壌とも云われ ，その成因に諸説がある。

AHo r •· •· Humus を含み ，暗黒色 ，一見 Tschernosom VC似ているが ，

固粒構造が若しくない。

BHor • ·.。 Humus 少なく ， 褐 ー 黄色

CHo r •• •• A 。B 両 Hor から洗脱された炭酸石灰が存し，塩基匠割合に宮む

が ，通常中性。

3) レグア (Regua)

印度の中部及び南部の半乾性黒色土壌。厚い腐楢庖を有し，その腐植含砒は

1 0 $ VC達するものがあり ，その下層匠は炭酸石灰の結核が出来ている。乾くと

容易匠細紛匠なり ，湿めると捏ねることが出来る。

印度の分布面積は 20万平方哩匠達し ，棉作地として殷業上重要な位置を占める。

モロッコの大西洋岸の黒土チルス (Tirs) 米国加州の黒色アドープも Re.gua類

-8 -

． 

． 



． 

． 

似土壌である。

4) 栗色土 (Chestnut Broum Soil) 

Tschernosem地方よりも乾燥度が強く，従って多贔の植物が生産されないか

ら腐梢の含屈少なく，僅か匠土色が栗色を呈する匠過ない。その分布は， Tech-

ernosem 地帯の東南部，欧亜たまたがり，満州匹も存する。

AH or ·• • • Humus 3 - 5'1J,黄褐色ー暗褐色，緻密，炭酸石灰及び硫酸石灰

の斑点集積がある。

BHor •· ・・欠ぐ

CHor •·・・淡色 ― 白色

各層位を通じて ，垂直の割目（角柱状構造）がある。

5) 灰白土 (Gray Earth) 

栗色土壌地帯よりも一層乾燥させる草類粗生地の Soil で，トルヰスクン ，コ

ーカサス，スペイン中部，米国西部等た分布。

Humusの含紐が栗色土よりも少なく ，灰色乃至褐色を呈し，炭酸石灰及び石

の陪が土層内匠顕れ，表同の塩類は大部分洗われておる。

AHor . 。•• しばしば褐色を帯びる。多く板状構造

BHor •• •· BHor の上部は最も緻密，黄色―褐色，その下部花は厚さ／ m 内

外の炭像石灰の硬化層があり，その下匠はしばしば石膏層を交う。

6) 皮穀土 (crusting soi 1) 

半乾燥草原地帯と乾燥砂漢地帯との中間に存在するもので， Soil 中の水が急

救化上昇して直ち匠地表で蒸発し，その中匹含まれている炭酸石灰や石膏等を折

出するので，地表及びその直下に堅い皮殻を生じ，皮殻の色は白，灰，褐等種々

でおり ，その厚さは半米乃至数米に達する。

モロッコ ，ァルゼリア，チェニス，エ ジプト，パレスクイン ，ツリヤ ，メソポ

クミア等匠分布する。

7) 砂漠土 (De s e r t S o i l) 

大別して，岩陪砂淡土または礫漠と砂砂漠土と匹なる。砂砂漠土は大降雨匠よ

り一時的匠出来た湖水の乾いた後匠出来たもので，細かい土砂よりなり亀裂を生

ずる。土壌の粒子が小さい砂漠を土漠と称しておることがある。

砂漠土の成分は岩屈，角礫，砂及びちりで，砂漠では大気が乾燥せるため， 1
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日間の混度の変化が烈しく，霧，露，霜等が下り，理化学的に風化作用が顕著た

進捗する。

一般化塩類に宮み，それが皮穀となり，或は土粒と混じ，または地下に愧をな

して存在する。 石膏の皮穀は常に砂漠地方に認められ，場所たよってはナトリウ

ムの硫酸塩等が塩花又は皮穀となって顕われる。

各地の砂漠土の状況については，調査した各地の記載の際た述ぺるが，一般匠

Sand Storm で表現されるよう匠風速が大なる時期が多いから移動性の砂丘が

見られるのは勿論であるが，飛砂による耕地の埋没，道路や水路の機能障害等の

現象が諸所に見られる。 ● 
Abu Dhabiでは植林事業に熱を入れておるが，国家百年の大計として当然の

と評価されよう。

ただ，砂漠地帝では表土が菱散される一方であるから，岩盤や石礫が露出して

おるところ，逆た地形等の関係上この飛砂が推積する部分とがあるが，表土が不

安定であることたは間違いない。

8) アルカリ土壌

一般た大陸た分布するアルカリ土壌は砂漠乃至半砂漠地方から風たよって運積

されて来た風積土に由来するものである。この砂漠及び半砂漠土は前述のようた

理化学的に風化作用を烈しく受けて各種の塩類（炭酸石灰。石膏及び曹達の各種

塩類を多伍匠含むものである。この塩類た宮んだ土壌が，本来の砂漠地方よりも

水混の多い状態で風化分解されると，可溶性塩類は水た溶けることたなる。

この砂漢地方よりも水混の多い状態というのは，雨址のより多い状態や，人工

または天然の濯漑による水分の供給を受ける状熊，さらに雨旦の少ない砂漠地帝

．
 

ではあるが，この少ない雨且が地形的に低い部分匠停滞して水分の多い状態とな

る等のことが考えられるが，一見広漠たる太平原でも，地形的に見ると完全た平

担なものでなく，程度の差はあるが波状形の地形を 呈すものである。 従って，

この波状形の地形の低位部匠は，降雨の際には少ないながらも地表水が誘導集水

されることとなる。

この停滞水は，地形の関係上，容易に他の地点や河川た流出されることが比較

的た少なく，その結果塩分の含祉が非常た高い灌漑湖や内陸湖を形成することに

なる。これを要する応アルカリ土壌は一般の砂漠と異なり，何等かの理由で水の
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影響を受ける低位部匠分布するものである。

次化 ，ァルカリ土壌の本論に入って若干の解説を試みることにする。

元来 ，ァルカリ土壌は多位の可溶性塩類に富み，種々の程度に塩基性反応を呈

するものである。含まれる塩類は主に Na ゃ， Mg Ca等の塩化物，硫酸塩及び炭

酸塩で，主に附近の岩石の風化よって生成せられたものが ，低地や窪地た渠積し

たもので ，場所によっては Oasis や温泉・鉱泉さらたは海水から供給されたも

のである。これらの塩類中炭酸曹達が土壌化塩碁性反応を呈せしめるものである。

このアルカリ土凜は次の二種匠大別される。

即ち ，アメリカ方式の White Alkali , ソビエット方式の Solonchak と，

他の一つはアメリカ方式の Blak Alkali ,ソビエット方式の Solonetz で

ある。

i) 白色アルカリ土壌 (Whita Alkali Solonchak) 

可溶性塩類としては ，Na, Ca, Mg,及び K等の塩化物及び硫酸塩を含むが ，

炭徴曹達の含伍が少な く， 塩基性反応も弱く ，下層土が A • Bの両層た分化せず

柱状構造を示さないから ，無構造塩類土とも云われる 。これ が ，狭義の塩類土壌

である。乾期には中性塩類が地表匠顕れて白般を作るが ，こ の土壌でも Na2 COg 

を含む屯合たは腐植質を溶解して，土壌は暗色を呈するから ，米国式の White

Alkaliと云う用語は適当でない。但し ，腐 植を含まないと愚色を呈しない。

ii) 黒色アルカリ土壌 (B1 a c t A 1 k a 1 i So 1 one t y) 

他の塩類と共匠多屈の炭酸曹達や重炭酸曹達を含み強い塩甚性反応を呈するも

ので ，これが狭義のアルカリ土壌である。 多祉の炭酸曹達を含むから，腐植質の

アリカリ溶液が暗色を呈し ，乾燥期妬なると黒色の推積物が残置さ れること化な

るから ，黒色アルカリ土壌とも云 われ る。

この土壌は，表層た近かい部分の塩類が分散して水と共に下層匠移動し，これ

らは塩類の多い下濯土にいたって再び沈殿疑固し ，次第に A 。B両層た分化され

B /Iの上部は明らかに柱状構造を呈するよう化なる ，特長としては ，通常 B層匹

多祉の炭酸門達が含まれて強いアルカリ反応を呈し ，柱状構造を示す ことである。

（註） Wtite Alkali Soil と Black Alkali Soil との相関関係

White Alkali Soil の塩類が雨水や壌灌用水によって溶脱される）顧

序は次の通り。
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1. 先づ ，最も水匹溶け易い Nealや Caclz などの塩化物が流れ去る。

2. 次 VC, Ca So4や Na2 S o4(/)硫酸塩が溶脱される。

3. 最後まで Na2 C 03 C a C °'.3 t N a H C °'.3 が残る。

即ち，土壌粒子化結合しておる Na などの塩基を残し ，溶液中の塩類が流失し

たものが Black Alkali Soilである。

なお，調査した各地の Alkali土壌の状況は，夫々の部分で説明することにす

る。

9) アルカリ地帯の指標作物の 1例

アルカリ地帯の土壌の性質を概察する方法として，その土地匹自生している植 ・
物の状況を指標として利用することは極めて有効であるので，参考のために満州

• (/)アルカリ地帯の植生の状況を例示すること匠する。

(1) 乾燥草原（排水良好）

優先種 ．．．．．．．．．ノゲナカハネガヤ ・キバナイトコエギ

随伴種•••…•••トダ、ンバ o‘ンバムギモドキ。トウカリヤス・

ステプヨモギ。クカアザミ

(2) 塩性草原 (PH 8内外）

地下水位が比較的匠高く，表層は塩類匹富み， PH 8内外

優先種•••…••• ・ンバムギモドキ

陣伴種……••• トダ、ンバ。ホソバヨモギ・ケジョウヨモギ

(3) 塩性荒原（含塩蘭大 ，PH= 9~1  0) 

アルカリ土壌の特長的な植物生育相で，ァルカリスポットや乾涸し

た湖沼等に見られ，植物の生育は非常匠悪る＜，地表は裸出又は半裸

出の状況を呈する。

優先種………モウコマツナ

随伴種…......モウコハハキギ，スナヂクデ。ハマヨモギ

モウコマツナ・・・．．．．．． 1年生，草丈 20~6  o cm,分岐多く多肉の細葉

密生，多数叢生する。夏季は緑色，秋季は兵紅色

枯れると濃褐色匠変はる。塩類濃度の 高 い土壌匠

も良く適応して生育する。

-12-
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〔3〕 植物の生育と土壌の反応及び塩類濃度の関係

3 - 1 土壌の反応と植物生育との関係

多 くの梢 物は中性近 くの反応を好み， 強い酸性やアルカリ性反応は生育妬不適

である。元来 ，作物はその種類匠よって最適 PH を異尻し，低抗性に強弱がある。

たとへば，大・小麦などは中性乃ギ微塩）い性を好み ，階性匠弱い。 ところが ，水

陸稲は酸性匠強く，水稲は水耕法で試験した結果では， PH 4 - 7で最も良く生

育する。

．
 

殷作物と蚊適 PH

作 物 敲適 PH 研究者 作 物 最適 PH 研究者

陸 稲 1 6 -5 5 JII l, 9 :J ル—ピン 4.0 -6 0 Arrhenius 

秋蒔小麦 6 3 -7 6 Arrhenius ル ーサン 7. 3 -8 1 
I 

春蒔小麦 6 6 -7. 3 I セラデラ 5 4 -6 5 I 

大 及 7. 0 -7. 8 I チモツ ー 4. 9 -5 5 I 

ラ イ及 5 0 -6 8 ， 馬鈴悦 4. 9 -5 6 I 

燕 よ 5. 0 -6. 8 Hiltner カプラ 5. 7 -6. 6 I 

ゾ ノ‘． ` 6 0 -7. 0 Ol ll en サトイモ 4 7 -5.0 JII 島

エンドウ 5 5 -6. 4 Arrhenius クパコ 5 0 -5 5 奥 出

赤クロ ーパ 5 8 -6 5 ． 杉 苗 5 5 -6. 5 大 政

． 但し ，乾煤地の土壌匹は酸性上壌は存在しないことが一般であるから ，上表から
見ると ，大小及，ライ麦 ，ァルハルハ ー， 上表花はないが，甜菜等が中性から塩基性

ft土壌化適するものと判断される。但し ，水稲は掛流し淮漑を行なうと ，相当の

アルカリ反応匠も適し得るものである。

3 - 2 アルカリ上壌~と植物生育との関係

アルカリ土壌は塩店性反応（主匠炭酸曹達の影特）を呈することと ，可溶性塩

類を多は匠含むため虚産物の生育が 、悲い。

一般匠，植物はその培投液の濃 度が高くなると ，植物根を構成しておる細胞膜

内外の浸透圧の均衝が破れて Plasmolysis原形竹分離を起し ，細胞は枯死 する
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たいたると云われ，その限界濃度は植物や塩類の種類匠よって同一でないことは

勿論であるが，その限界濃度は約 0.4，，，と云われる。

以下，塩類の種類の差 匹よる主なる作物及び果樹の塩類の限界濃度と，植物の

種類 (Field cro.ps Vegetable crops Forage Crops Fruit Crops) 

別匹見た耐塩性の強弱を表で示すこと花する。

アルカリ土壌中農作物の生育匠対する塩類の限界濃度（その 1)

(Louridge ー川村土壌学）

塩 類 限界濃度，，， 作 物

0. 7 5 -0. 5 サルドプッジュ，老アルフアルファ

0. 5 0 -0 2 5 菜，向日葵，大根，サルトグラス

Na2 So4 0. 2 5 -0. 1 0 人参，大小麦，

0. 1 0 -0.0 5 アルファルファ，ライ麦

0. 0 5 -0. 0 1 ライグラス，スイートクローバ，セロリー

0. 4 3 サルトグラス

0. 1 0 -0.0 5 サルトプッジュ， 甜菜， セロリー

Nacl 0. 0 5 -0.0 1 玉葱，馬鈴薯，向日葵，大麦，スズメノエンド
ゥ，人参，大根，ライ麦

0. 0 1 -0. 0 0 5 小麦，飼料用本科

0. 0 0 2 5 -o. 0 0 0 5 スイートクローバー

0.8 4? サルトグラス

0. 1 2 サルトプッジュ

0. 0 7 5 -0. 0 5 0 大麦，クローパー 大根
N a2 C o3 

0. 0 5 0 -0. 0 2 5 甜菜

0.0 2 5 -0. 0 1 0 アルフアルファ，玉葱

o. 0 1 0 -0. 0 0 5 小麦，人参，ライ麦

0. 0 0 5 -0. 0 0 1 スイートクローバー

．
 

．
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塩 類 限界濃度％ 果 樹

0. 0 6 2 葡萄

0. 0 5 -0. 0 1 オリープ，柑檎，桑

Nacl 0. 0 1 -0. 0 0 5 梨，リンゴ，梅，桃， レモン，無花果

0. 0 0 5 -0. 0 0 1 葡萄，柑檎，ォリープ，梨

Na2 C o3 0. 0 0 1 -o. 0 0 0 5 梅，無花果，巴且

0. 0 0 0 5 -0 0 0 0 1 リンゴ， レモン，桑

．
 

〔註） 水稲の生育と塩分濃度

水稲の生育は灌漑用水中及び水田土壌中の塩類全量と密接な関係があっ

て，塩類の濃度が一定の限界以上匠なると健全匹生育することが出来な

い。日本匹おける各種の試験結果を要約すると次の通り。

イ 水稲が健全に生育する塩分の範囲は概ね Nad 0. 0 8'1, 

(d 0. 0 5'1,)以下

ロ Nad 0.3'1,以上となると水稲は萎潤し，遂匹は枯死する。

植物の塩分低抗性 (M,Simons) 

．
 

Field Crops Vigetable Crops Forage Crops Fruit Crops 

Lamon 

Field beaus grun beans Ladino dover Peach 

Celovy White Clover Plum 

Sensitue Radish Grapefruit 

Orange 

Apple 

Pear 

Corn Cantalcupe Vetch Grape 
Sorghum Cucumber Orchard Olive 

Moderately Oats Peas gra88 Fig 
tolerant Wh88t Onion TallFescue Pomegranate 
Crops Rye Carrot Alfalfa 

Sguash Sudan grass 
Peppers Dallis grass 
Swut Corn Sweet Clover 
Lattuce 
Cabbage 
Tomato 

Cotton Spinach Barmuda grass Date 
Tolerant Beats Asparagus Salt grass 
Crops Barlg Kale 

Gautan Beet 
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Relative Salinity Tolra.nce o:f Various Crops 

(by M, s imons) 

Digree of relative salt tolerance 

Crops 
good Maderate Poor 

Cereals Barlsy rye Wheat Oots Corar Fingar 
穀 物 Ltatiar milbr Sorghum millet 

Alfalfa Strawberry Clover Be (Ph, vulgar is) 

Ladino Clover Bersene shaftol Pees gramエジプトマメ

Legumes Hubarn Clover Pigeor Pea 

White and yel1.ow Ph,aconitifdius 

Sweet Clooers Ph,aureus 

Bread Bean Ph,munge Cowpeas 

Brasica Campest Brassica Cumpest- B Campastris var 

rs taramira ris var paraou toria 
Oil seeds Castor Linseed 

sesame niger 

Sugar Crops Sugar Cane Sugar Beet 

Fiber Crops Sann hemp Cotton jute 

Sesbania acleate duatar Bean 

Phassolus Trilobus 

graen Manure Sesbania speci sa 

Crops 

Cynedon decty Chloris guayana Giant star grass 

Napier grass 

SporobOlUS app Bracharia mutica 

Ora88e8 and Distichlis - Fodder Sorghum Sudan hrasR 

Fodder crops spicata AAgropyron smith- Teosinte sindicus 

Pucinelia l.．l. ． Cenchrus species 

Cristallina Paspalum vaginatum 

3 - 3 乾性地帯の作物の具体例

乾燥乃至半乾煉地帯の土壌は前述のよう匠一般匹塩類の含：i：が高いものである

が ，この塩類匠対する低抗性は作物の種類匠より耐塩性が異なるものである。た

とえば ，ァルカリ反応匹も耐塩性匠も強い Alfalaは原充地が中東地域 (Med-

ia) と言はれるもので ，サウジアラピアでは湘級すると，初年 Hは年 8 - 9回， 2

年目は年 1 2 - 1 5回の収穫が可能な深根性多年性登科飼料作物で，址も直要な

作物のひとつで，生草のまま市販されておるほどです。

Alfalfa はアラビア語で Barsim と称し ，Egypt '1Cある Egyptian もBe-

rseem と称しまぎらわしいが ，Egyptianc1over は学名 Trifolium Clex-

-16-
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andrium で， Barsim (1) Ma d i c a g. o S a t v a とは異なる。

小麦も中性から弱塩碁性に生育するから，相当広く灌漑によって栽培されてお

り， Saudi Arabia 政府はロックフェラー及びフォード財団たよって設定され

た Interna、tional Maize and Wheat Improvement C 、ter で交雑育成

された !'exipak 及び Super xの増殖匹努めておる。

大麦も相当面積栽培されておるが ，やはり耐塩性が高いから ，新開拓地たおけ

る先駆作物として有望視されておる。

Dates ナツメヤンは Saudi Arabia の Arabia 湾沿岸の oa818地帯にお・ける中束最古の栽培樹木作物で ，重要な食用作物で ，耐塩性が大である。

その他 SaudiArabia には Sorghum Pearlmillet等が栽培され ，また灌

摂するとトマト，西瓜 ，キウリ ，ナス，大根，ニンジン，テープルビート ，マメ

類等も生育するが ，及期は高混である関係上 ，短期作物は何れも冬作物となっ て

いる。水 稲は徴性匠もアルカリ性たも強いから ，Al Haeaの灌漑排水 Project

たは台湾チームが以前 3ケ年匠わたり試験を行なっており，相当な成禎をあげて

いたとのことであるが，調査当時は全員帰国し近く帰任するとのことであった。

Iran国の Sistan地域 (Afganiatan 国との国境河川である Hilmand

River の流城を調査した時 R ,最初非常匠奇異花生じたことは Alfalfaの畑が

路上から全然認められなかったことである。ところが詳細匠調査したところ ，1

metor 或いはそれ以上の高さの土壁に囲まれた畑たはほとんど Alfalfaが栽培

されており，放牧中の羊その他の家畜類の浸入を防ぐため匹開放されていないこ

とが分った。なお ，との地方の主なる作物としては Alfalfa の外 Wheat,Ba-

● rley, Sugar Beat, Sunflower, Safflower ペニバナ ， Sudan grass 

等があげられ，土壁内匠は灌漑葡菊園やメロン ，西瓜等が見られた。°

〔4〕 灌漑用水の水質

濯漑用水の水質は ，主匹・ンルトの含品と塩類の組成及びその含祉たより異なる

ものである。

4-1  Silt 

灌漑用水中の Silt(1)好影響は一般匹顕若なもので ，例えば乾燥地である Ari-

z on a や Egyptの濯概地その他妬その事例が多い。
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然し ，Siltが有害な事例もあり，それは Siltの推積匠よって土壌の透水性

を低下させたり，或は肥沃な表土の表面に Siltが推積される出合などである。

4 - 2 Total Salt 

a) 初期の分類（塩類の濃度花よる分類）

初期の印刷物匹よると，水質の評価は主妬 P • P • m VCよる塩類の全濃

度匹よって ，塩類の組成が白色アルカリ（中性塩） か焦色アルカリ塩類）

の何れかによって次の通り区分される。

（介 白色アルカリの場合

可溶性固形物の全羅が 1.000P。P.m 以下・・・......水質は浩足

2,0 0 0 P。P.m 以上•••…•••明らかに水質不良

（⇒ 黒色アルカリの場合
幾分でも含む水は••• … … 灌漑不適

b) 最近の分類 （電気伝導度匹よる分類）

塩類の濃度を重祉で示す方式よりも，確実性が高く，測定も容易な電気

伝導度（滲透圧匠よる評価）が ，灌漑用水の全塩類を評価する標準方式と

なって来た。

即ち ，合衆国の Salinity Labaratoryの多数の分折結果たより ，次

の 4階級匠区分された。各階級の発生頻度が，，，で示されておる。

1. 250 mioromhse /cm …•••・ ・・ 全水質の 9 ，，，…● ●●・・・完全匹安全

2. 2 5 0 -7 5 0，，，／ ●・ ・ •… • • •.. .. ..… 1 の 4 8，，，………実際上は安全

3. 7 5 0 -2, 2 5 Q I / I … …… •• •・・・ 1 の 3 3，，， ●●●……透水性が良く ，相

当匹脱塩さ れ てお

る土壌 匹限 り安全

4. 2, 2 5 0 -5, 0 0 0 I / I … ••• .. . ••• I の 10，，， …… …一般匹灌漑た不適

当。

但し ，現在の傾向は ，2,2 5 0 micro mho/cm以上のgroupの水も灌

漑用水匠使はれておる場合があるから細分すること匠なっておる。

なお ，p。 P o m VCよる表示を ，電気伝導度及び当絨匠よる方式匠換算

する花は ，次の概算式が有効である。

EC  X 1 06 
m 。l / litre=  - = 

P。P • m 

1 0 0 6 4 

-1 8-
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4 - 3 Sodium  

a) Sodium Percentage 

土壌膠質物の置換性隔 イオンは，土壌溶液中の蔭イオンと平衝状態匹ある。従っ

て，灌漑用水中の陽イオン匠対する曹達の割合が増加する匠従って ，土壌アルカ

リ化の傾向が増大することは，次の通り明白である

2Na++ca 言~ Na圧＋Ca++

U 。 S Salinity Labaratoryの若干の ReporfVC:よると ，Na の百分率は用水

水中の Na 問類を論議する基準 vcなるものと提案しておる。

．
 

Na X 100 

Sodium ，，，＝ 

Ca+  Mg+  K + Na 

，”ヽ 止率が 1を超過すると Na の推積が問題となる）

b) Sodium Adsorption Ratio (SAR) 曹達吸収率

I 9 5 3年匹 U o S • Salinity Labortoryは Sodium Adsorption Ra-

tio を灌漑用水中の Na の被害を評価する確実な標準となることを提案した。

Na+ 

SAR  

(ca++ + Mg++) / 2 

この比率の計算は相当復雑であるが ，Salinity Labaratoryで発表された次

図の早見表を利用すれば ，容易匠推定することが出来る。

． 
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Feg 28 Nomogram for determi-nig the Sodium adsorption rati-

o of irrigation waters and for estimating the correspondin-
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r um w i t h t h e w a t e r (R e d r e u n f r o m D i a g n o s i s a n d I mp r o v e m en t -

of Saline and alkeli Soils CT S Salinity LaboratoryStaff1953) 

〔5〕 植物の生育と土壌水との関係

ある植物が生育期間中匹どのくらいの水を必要とするか，即ち生育期間中の吸

水量を全乾物量で割った値である要水 量を見ると次の通り。

-20-
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生育期間中の吸水ね

要水

全乾物贔

この要水 且 の研究は米国やソ連の乾燥地帯で行なわれておるが ，その概要は次

の通り 。

一般に，要水益は甚大であって，混潤地方では，その乾物 1gr am を生産する

ため VL,300~50 0 gram の水を要し ，乾燥地方ではその倍祉を要すると言

゜
と
ノ

．
 

各種作物の要水蘇

作物名 要水枇 作物名 要水 祉

水 稲 690-710 そ ば 540-580 

野菜類 500-800 小 麦 460-550 

たいま 600-800 大 麦 510-530 

きうり 690 あまま 400-500 

牧 草 類 500-700 わ た 300-570 

馬鈴薯 490-650 とうもろこし 230-380 

ひまわり 400-600 あ わ 260-370 

要水 紐 は光合成と蒸散作用の比であるから，両作用を増減させる外界の条件匠

よって移動する。即ち ，前述の如く，乾燥地方では湿潤地方の約倍砒の要水盤と・なる。

また ，湿度が高いほど要水巌は大となり，土壌の肥沃度が低いほど要水品は大

きくなる。逆 K,適当な肥料を施せば要水紐は低下する。

要素欠乏と祉水祉

区分 I標準 I無 N I無巧 0s I無恥 o I無 cao

要水 1

同上比率

347 

100 

2,025 

580 

2,060 

590 

1,522 

440 

928 

270 
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文た，日本の晨中試験垢の研究妬よると ，水 稲の蒸発水祉及び水稲の全収iii:1 

gram に要する水祉は次の通り。

水稲 1gramを生産するた最する水 P

早稲．．．．．．．．．．．．．．．29 0. 2 gram 

中稲．．．．．． ．．．．．．．．． 25 3.8 I 

晩稲．．．．．． ．．． ．．．．．． 23 8. 9 I 

．
 

以上のようvr.'作物の生育期間中の吸水量を全乾物品で割った要水枯の値は，

作物の種類たより異なり，乾燥地帯妬強いとされるトウモロコ、ンはアメリカの例

匠よると 23 0~3  8 0,麦類だと 50 0内外 ，あわ 26 0~3  7 0,薩菜類は

5 0 0~8  0 0という具合た作物の種類代よって要水益は異なる。従って，乾燥

地染業を考える場合陀，要水 批 の観点から如何なる作物を取り上げるかたついて

は検討を要することたなる。

この際匠注意すぺきことは，この要水贔はたとえば肥料が充分匹ほどとされて

いると，要水位は少なくてすむという例が，いろいろ紹介されていることである。

極端な例だが，無窒素でやると，標準肥料を使った場合の，約 6倍位の水が要る

という実験例もあり ＼やはり地力と要水量は関係がある訳で ，この点は肥培管理

の場合匹注意をした方が良いと 言 われている。

〔6〕 地形の高低の差及び地下水位とアルカリ土壌の性質

及ぴ土地利用について

本項は箪者が中国束北部（旧満州）匹おいてアルカリ土壌の開発調査に従事し

ておった頃に蒐．染調査したものであって，特にその性質上西部満州匠関するもの

である。

6 - 1 高低の差とアルカリ土壌の性質

元来，アルカリ土壌は，水匠関係の深い地下水型の局部土壌であるから ，地形

の高低の差はアルカリ土壌の性質匹大い匠影響するもので，これらの関係を要約

すると ，次表の如く花なる。

． 
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． 

． 

満州西部アルカリ土壌の高低の差匠よる性質の差異

水 溶 性

地 名 高低の別 ・高低の差 PH 備 考

Cl '1, so4 劣 He o3'1, C o3 ，，， 

高所 8.1 8 0.0 0 2 0.0 0 7 0.195 

゜安達 1.6 5m 
低所 10.65 0.0 51 0.0 5 8 

゜
0.311 

高所 8.1 8 

゜
0.00 6 0.1 4 7 

゜,1t南 2.3 5m 
低所 1 0.1 3 0.0 31 0.00 8 0.188 0.0 31 

高所 8 1 1 

゜゜
0.11 6 

゜チチハJレ 0.5 4m 
低所 938 0 00 6 0.3 0 2 0.197 0.0 31 

泰来 高所 754 

゜゜
0.0 16 

゜5.3 9m 
四家子 低所 10.35 0.0 1 2 0.0 3 9 0.3 21 0.018 

上表について説明すると次の通り。

1. 反応

高所は比較的低くて弱アルカリ性 (PH = 7. 5~8. 2) である 匹対し，低

所は何れも強いアルカリ反応 (PH = 9. 4 - 1 0. 7) を呈しておる。

2. 塩素

高所はほとんど含んでないのに対し ，低所は割合匠多くて o.0 1~0. 0 5，，， 

の含量である。

3. 硫酸

高所 においては頻る少なくて痕跡程度である匠反し，低所は 0.0 1~0. 3，，， 

を割合匠多い。

4. 重炭酸

安達の低所では例外的と思はれるが含んでいないの化対し，他の地点は何れ

も相当含醤を示しており，ァルカリ反応を呈する理由の証明となっている。

5. 炭酸

高所は何れも含んでいないが，低所は o.0 2~0. 3 %を含んでおり，局部的

な地下水型土壌であることを立証しておる。
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6 - 2 地下水位と土地利用の関係

アルカリ士壌の性質が ，上表のように高低の差陀より異ることは ，これは当然

地下水位の高低が土壌の性質匹も同様匠影響しておるもので，これは土地利用性

についても影響を及ぼすもので ，現地を調査した結果は次の通り 。

地表面から地下水位までの垂直距離が 6 o cm未満 …… …草生不良，未堅

6 0~ 1 0 0 ⑰ • • • …草生良放牧地

一 部耕地化

1 0 0 ~ 以上……… 農耕地又は放牧地

従って ，逆説的に言えば ，地下水位を測定する こ と匹より ，土地利用性の現況 ・
を判定することが出来る。 即ち耕地として利用するためvc'地下水位が ／m以下

匠あることが望ま しく ，6 o cm程度では不安定である。

〔7〕 砂漠特に アルカリ 土 壌 の改良開発 と除塩

7 - 1 概説

乾燥地帯た分布する砂漠の開発改良には水の供給が必要であることは勿論であ

るが，これと同程度匠重要な課題は塩類の害を如何に克服するか花ある。

元来，砂漠は 0.2~0. 5，，，の塩類を含んでおるもので，それらの塩類は既に述

ぺたよう VCCa S o4 や Na2So4 (1)ような硫酸塩 ，NaCl。MgC 12 及び Cacl2の如

き塩化物 ，次いで問題の Na2C o3 等の炭酸塩であるが，特に最後の重炭酸曹達や

炭酸曹達は強いアルカリ反応を示すばかりでな く， 土壌の粘性を大にして透水性

や通気性を阻止し ，植物の生育匠障害を与えるばかりでなく，耕地を荒廃匠導く

ものである。 従って ，砂漠特たアルカリ土壌の農業は塩類との戦いとも考える。 ● 
PakistanVCは「土壌の肋膜炎」という表現があるとのことであるが ，これは

運河。水路及び水田から漏水で失なわれる水量が意外匠多くて ，全 水 量 の 3 0~ 

5 0 %の水 羅 匠も達し ，この漏 水 が地下水の水位を上昇させること匠なり， この

地下水は塩分を含んでおるものであるから，乾燥気候下の盛んな地面蒸発の結果

毛細管現象で地表匠上昇し，塩分のみを残留析 出せしめて ，表土は裔濃度の塩類

を含むこと匠なり，地表面は積雪したよう 匹塩類で白 <Coverされて，作物の生

育は阻害され，遂匹は荒廃することを意味するものである。 従 っ て ，灌漑する匠

当っては周到な注意を必要とする。
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また，砂漠には Wind Erosion がつきもので，貴重な畑の表土が飛散するば

かりでなく ，耕地や水路さら匹は道路なども埋没され，なか匠は移動性の砂丘と

なって諸種の被害を与えることたなる。

7 - 2 灌漑と排水

灌漑水の水質を検討する必要性があることは勿論であるが ，地域匹よっては高

い塩分濃度の水しか得られない場合がある。例えば ，al Hasa Projectの項で

説明するように ，塩類の多い水を灌漑すれば塩類を自然匹供給累積させること匹

なるから ，少なくとも塩類の増加蓄積を招かないようにする必要がある。

また ，例え灌漑水は塩分を含んでいなくても ，灌漑すること匠よって水の供給

を受ける範囲の土壌匹元来含まれておった塩類が水に溶け，蒸発する際た地表匠

上昇巣積され，局端な場合は皮穀形成すること花なる。

植物は元来その環境た順応する性質を有するものではあるが，その適応性の範

囲匠は自ら限界があり，例えばある植物の細胞の原形質分離と土頃の塩分濃度の

間匠は自ら一定の範囲の限界があるもので，これらのこと匠ついては既匹述ぺた

ところである。

特vc'注意しなければならないことは，植物が健全な生育を達成をするため匠

は一定範囲の根群域を培養するに足る土壌の深さが必要なことである。

よって ，参考のため匠，米国の Oregon 州 Portland で発表された各種作物

の根群城の範囲に関する汽料を引用することたする。但し，この成績は土陪が深

く，排水も良い灌漑作物の正常根群城匠ついてのものである。 本表に示された根

群城がそのまま乾燥地匠適用されるとは思はれないが，要は一定範囲の根群域の

土壌の性質を改良正常化することが必要なことである。

西部満州のアルカリ土壌地帝匹おける土地利用と地下水位の関係匹ついては既

匠述ぺたよう vc'地下水位は 1而以下，少なくとも 6o cm以下であることが望ま

しいことを参考匹されたい。

このことは， Saudi Arabia の Q,atif VC:ある Experimental Farm でも

末端排水路の配置は地下水位を 1m以下たすることを目標にしておる こ とと通ず

るものであり ，さらVC:al Hasa Project の排水路の断面特たその深さを念の

ため化記載したい。
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Lateral drainage Canal ••• ••• ••• ••• 1.0~l. 5 m 

Sub drainage Canal ••• ••• ••• ••• ••• ••• 1.5~2.5 m 

Main drainage Canal... … ••• •••… •••2. 5~3. 5 m 

Oregon州 Portlandたおける灌漑作物の根群域

作 物 米 吋 作 物 米 吋 作物 米 吋

アルフフルハー 15-3 5-10 スイートコーン 0.9 3ft エンドウ 0.9-12 3-4 

クキイモ 12 4 トウモロコジ 1.2-1.5 4-5 アイルランド 0.9-1.2 3-4 
馬鈴薯

アスパラガス 1.8-3.0 6-10 棉 12-1.8 4-6 甘薯 1.2-1.8 4-6 

インゲ巧豆 0.9-12 3-4 ツJレコケモモ 0.3-0.6 1-2 カボチャ 1.8 6 

甜菜（糖） 1.2-1.8 4-6 落葉果樹 1.8-2.4 6-8 ハッカ大根 0.3 1 

甜菜（食用） 0.6-0.8 2-3 穀 類 1.2 4 ホウレン草 06 2 

ハナヤサイ 0.6 2 本科牧草 1.2-1.8 4-6 トウナス 0.6 3 

キャヽ ッ 0.6 2 ホ ツ プ 0.9-12 3-4 イチゴ 0.9-12 3-4 

カンクーロープ ラジノクローバ 1.5-2.4 5-8 トマト 1.8-30 6-10 

〇ロ;/rT)) 1.2-1.8 4..: 6 レクス 0.6 2 カプラ 0.9 3 

砂糖イチゴ 0.9-12 3-4 ハッカ 0.3-0.45 1-1.5 クルミ 36 12 

人 参 0.6-09 2-3 玉ネギ 0.9-12 3 -4 スイカ 1.8 6 

ハナキャ ッヽ 0.6 2 オランダボウフウ 03 1 

セロリ 0.6 3 0.9 3 

積i 12-lB 4-6 

．
 

． 
(Instr u c t i on and c r it er i a for Prep er at ion of Irr i go t ion 

Guides) 

Eagiauering and Watdrshed Planning unit 

Portland Oregon May 195 9 

次vc'運河や水路の構造であるが， Pakistan等では，これら水路からの漏

水が非常た多くて 30~5  0'I, VCも達するとのことであり，これが地下水の上

昇ひいては塩類の集積を促す原因となっておるから，水路のライニングが必要
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匹なる。

7 - 3 アルカリ土壌の化学的改良

灌漑排水の場合(I[_'排水 が良く行なわれると ，ま づ水匠溶けやすい中性の塩類

ほど速か匠洗い去られるが，炭酸曹達コロイドは水匠溶けにくく，土壌中匠残留

して強いアルカリ性を呈し，下層土が柱状構造を呈する。即ち狭義のアルカリ土

壌である Solonetz （黒色アルカリ土壌）が生成され， PH 償は 9~1  0或いは

それ以上の強いアルカリ反応を呈するようになる，

このような強いアルカリ反応を示す土壌の改良方法としては，石膏や硫酸，石． 灰岩等を混ぜて，アルカリ性の曹達コロイドを中性で水匠溶けやすい Na2So4 や
解膠しやすいカリシュームコロイド等に変化させて洗浄脱塩させることが広く行

． 

なわれる。

例えば 2Na乙こフ＋ CaSo4 。2H2o ~ Ca乙二I+Na2 S o4 
アルカリ性の曹達コロイド石膏 還元解膠しやすい 中性。可溶性

即ち，土壌粒子匠結合しておる Na が残ると ，強 いアルカリ反応を呈するから ，

土壌粒子匠結合しておる Na を Ca 等で置換させようとするものである。

石膏 CaSo4 。2恥 0 の施用量は当然土壌のアルカリ化の程度匹よって異なるが

一般匠は Acre 当り 3~5  ton位が必要とされる。

参考のためvc'各種改良資材を石膏 1加匠相 当する盤匠換算すると次の通り。

石膏 CaS o4 • 2 均 0..—••……••• 1加

硫酸 s •• •••••••••••••••••••• •• •••••••• 0.1 8 0伽

石灰岩 Ca C o3 ・・-・・・・・・・・・ •••••• ••••• •• ••• 0.5 8加

Iran 国の Sistan Plain や PakistonVCは PH=9~1  0またはそれ以上

侭強いアルカリ反応を呈する土壌が分布しておるが， Saudi Arabia 匹は石灰

岩を母材とする地域が広いから，風化分解の過程匹おいて石灰匠よる土壌改良が

行なわれておると推定され ，PH 1面は 8内外と言った具合vc'割合たアルカリ反

応が弱い。但し， Saudi Arabia の場合に注意しなければならないことは， 0.

4 ~1. 7 m の下層土 VCCa C o3を多く含む不透水性の Hard Pan が存在し，排水

阻害の原因となっておることである。

7 - 4 灌漑用水の水質

灌漑用水の水質匹ついては，既に述ぺたところてあるから，ここでは曹達吸収
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率 Sodium Adsoption Ratio が U• S • Salinity Labo.rat or y灌摂用水中の

Na の被害を評価する標準として 1 9 5 3年匠提案されておるので ，この Sodi-

um Adsorption Ratio (SAR) を中心匠説明することにする。

S -1  (SARの値が 1 0以下）

Na に乏しい水であるから ，如何なる土壌匠でも利用される。

S - 2 (SARが 1 0~1 8) 

Na がある程度含まれておるから ，粘度分が多く ，有機物匠乏しい土壌

の場合匠は曹達の被害が相当現われる。特匠除塩が進んでいない状況で

，石行が含まれていない場合匠は ，この傾向が強い。

S - 3 (SARが 1 8~2  6) 

Na が多く含まれておるから，石行を含まない土壌では有害な曹達が堆

積する原因となり，特別な土壌管理が必要匠なる。排水を良好花し ，除

塩を強度匹行ない ，土壌の理学性を改良するため匹有機物を施用する必

要がある。

S - 4 (SARが 2 6以上）

Na VC非常に富むから，灌漑用妬は一般に不適当である。但し，石百や

その他の改良資材匠恵まれておる場合はこの限りではない。

〔註〕 Na+ 
S AR  

(Ca+ r 十 Mg++) /2 

7 - 5 肥料

Saudi Arabia のQatif Agriculture Experiment Farmでは，そ菜作

を中心匠した栽培試験が行なわれており ，特匠着目し度いのは肥料試験の結果で

ある。即ち鶏糞の肥効が非常匠高くて， N•P • Kの 3 要素と Ch i cken Manure 

施用区との比較が行なわれておるが，鶏糞を混ぜた区の肥効が非常匠高い （詳細

たついては後述 C8〕を参照）

元来鶏糞は糞と尿の混じたもので，鶏糞の Nの大部分は尿酸 Nであるため匠

常花酸性を示し，風乾しても揮発による N分の損失が殆んどない。

参考のため匹鶏糞の一般的な肥料成分を見ると ，水分 5 6. 0 '1,, N = 1. 6 '1, , P2 

05 = 1. 2'1, , 恥 O = 0. 8 となっ て おり ，鶏糞の肥効は杷肥よりもはるか匹大で
殆んど大豆粕の如き金肥と大差がないので ，鶏糞中の Nの効果は硫安に匹敵する

．
 

． 
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ものがあり ，また燐酸の肥効も大き く．． ，過燐酸石灰の 75'1, VC達し ，k2oの含

肥効も高いものである。

以上の如き理由と砂漠土の性質から見て ，鶏糞の肥効が非常に若しいQ,atif

の試験塁場の試験 成績 となったものと判定されるが ，施肥の碁準としては ，

ha当 り， N =I 8 okg, P205 =I 8 okg Chicken Manure = 5 0加

が勧告されている。

鶏肉，鶏卵等匠よる動物蛋白の供給と相侯って ，鶏糞の効果は重視すぺきもの

がある。

●. 7 - 6 アスフアルト阻水盤の利用たよる改良

日本でも海浜の砂丘地帝の砂地等で ，士壌の水分保持の手段として ，ピニー ル

膜を地下 4 0~5  0 cm.に敷いて稲作を実施しておることは象知の通りである。

米国のミンガン州立大学と American Oil 社及び International Harv-

eBtor社では ，砂地の地下 6 0~ IO 0cm.のところ匹厚さ 37117/l程度のアスファル

ト盤を地下阻水盤として敷 く研究が過去 7年間行なはれ ，米国内その他諸所の砂

漠地方で実験が繰り返えされた。

乾燥砂漠地で塩害が多い Arizona の砂淡で行なわれた結果匹よると ，塩分の

1 1 
leach i ng用水を含んでも ， 必要な用水は阻水盤のない場合の— ー ーで良く ， 肥

2 3 

科の肥用益もーで足りることになり，作物の生育た対する効果は図り知れないも
2 

のがあると言う 。

．
 

この阻水盤の意義匠ついては ，今までの記載で理解されたと思うが ，その要点

を繰り返えすと次の通り。

1． 乾燥地帯で灌漑する場合に ，特匹漏水の大なる砂土地帯等では阻水盤た

より地下浸透が阻止される。

2. 塩類を含んだ地下水の上昇たよる表土の塩類化を，阻水盤で地下水の上

昇を阻止することにより ，塩類の集積，土地の荒廃を防止する。 （後述の

Pakistanの項を参照されたい。）

3. 阻水盤を地下化敷く機械的作業匹より， 一 種の心土改良作業が行なわれ

る。

4. 阻水盤は畑の全面に敷きつめるのでなく ，その作業の関係上 ，1回の行

程では 1定の幅員（例えば 3m) の阻水盤を作ることになるから ，適当の
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間隔匠排水溝を設けるよう匹機械の稼動を Control することができる。

現在日本たおいては ，通 産省の補助金によって砂漠開発協会が設立され，既に

3年余匠いたり烏取の砂丘地と静岡県磐田の砂礫の多い砂質土地帯で，この阻水

盤の実験が行なわれ，それと同時 VCPakistan Srabib や Abu Dhabi等の砂

漠地帯を対象として予備調査が行なはれ，その結果先づ Abu Dhabi(T)Al-ain 

地区 VCPilot Farmを建設すべく，目下具体的な準備が進行しておる。

また， Pakistan等では運河や水路の漏水が問題匠なっておるが，この場合に

漏水防止のライニングの材料としてアスファルトまたはアスファルトのエマルジ

ョン等を利用すると効果が期待される。

さらvc'砂丘の移動防止と風蝕の controかため匹防風林を設定するとか
Sudan grass等で草生被覆を設けることと併行してアスファルトエマルジョン

で control する方法もある。

以上の諸種の方法 ，特化アスファルト阻水盤を敷く技術的方法や作物の栽培経

営等たついて，現地で実験改良を行なうことたより，一層効果的なものにする必

要があるが，何れにしても砂漠地帯緑化化大い忙寄与するもものであることは勿

論である。

〔8〕 サウジ・アラビア国の農業と土地及び水の利用

8 - 1 はじめに

中東のうちでも最も中東らしく．アラビア半島の乾燥した砂漠のなかにある有

史以来の遊牧民族の社会であるっ宗教的には勿論．生活全体が最も戒律のきびし

い宗派のィスラム教で祭政一致の建国が達成されたのは 20世紀それも昭和年代

に入ってからで．近々この 25年のうちに 世界有数の産油国となり ．莫大な石油

収入により，急速に近代的な社会建設が進んでなる国である。

この国の面積は 21 5万加（日本の約 6倍）と 推定されるが．国境線が確定 し

ない砂漠地帯があり．住民の主体をなすのはセム族に属するアラビア人で．正確

な人口統計がないので，目下国勢調査が準備されておるが ． 33 0万人から 700

万人までの諸説がある o 即ち

．
 

． 
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農村部

1..96  3 年

1. 8 0 0千人

1 9 2 0年

2,5 0 0 - 2,6 0 0千人

都市部 8 0 0 1. 7 0 0 - 1, 7 5 0 

遊牧民 700 800- t>CO 

計 3,3 0 0 5, 0 0 0 - 5, 2 0 0 

国土の南端から北端までは北偉 16 °から 30 °までにわたり，西端から東端

までは東径 37 °から 56 °までに及び，半島の西半部は西のアフリカ大陸にま

で延びてなる Arabian Nubian Shie].d （楯状地）と呼ばれる変成岩及び火成・岩の台地で，紅海はここに生じた大きな地溝である o 南西部ではこの地形の変化

は顕著で．標高 2,00 0～べ!,0 0 0 met erの ABBir山脈が海岸に平行して走り．

． 

この AsBir山脈は比較的に降雨が多く．この国唯一の緑に覆われた地万であるが．

この山地以外は全くの禿山で裟谷も降雨時にだけ水が流れる wadi涸谷で．河床

は幅の狭い平らな地形の堆積物に覆われておる o 国士の残余は．この Arabian

Nubian Shieidを取り囲んだ Cambria紀から近生代にわたって堆積した水成岩に

蔽われ．東に行くに従って地団は若く，標高は低くなる。

砂漠の分布は，国の南部に世界最大と云われる Rubal Khali砂漠（無人地帯

だから EmptyQ,uater とも云われる）が約 40万加の地積を占め．国の北部中央

には Nefud砂漠があり．この両者をつないで東に弧状妬湾曲した細長い Dhahna

砂漠があり，このような砂丘砂漠は全士の 22 1'（約 50万如）を占めると言わ

れる。

各時代の砂岩及び亀裂のある石灰岩／白雲岩が地下水の貯溜層となっておるほ

か，東部のゆるやかなムード構造地帯（深部における岩塩の衝上げに甚因すると

考えられておる）でいくつもの大きな石油貯溜層を形成しておる o 現在のところ．

この国は．アメリカ・ソ連に次いで世界第 3位の石油産出国で．その産油量は世

界の 9 ，，，を占めるだけでなく．その埋蔵量は全世界の約 25，，，を占める最大の埋

蔵国である。

8-2 農業．水．牧畜

砂漠遊牧の国と思われておる SaudiArabia も古くから農業の発達が知られ．

イエメンから地続きの紅海沿岸低地及びその東に連なる ABBir地万は古来営農が
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行なわれていたし．東部の AlHasa及びQ.atifのオアシス地帯は中東最古の．有

史以前からの Datesを始めとする農挙地帯であったと言われ．また Riyadh 北方

のQ.asim地万では1.0 0 0年以上も前から在来種の小麦が栽培されてきたと言わ

れる。

元来．アラビアの遊牧民の食生活は楽なものでなく．夏には Datesと羊．ラク

ダの乳だけと言う食事に耐えて来たと言われ．ある賢科 (Asfour瓦Y,.)妬よれば．

1 9 5 0年頃は 1人 18当りの摂取カロリーは1.4 0 Uカロリー位であったと言

われるが．これが 19 5 0年頃より石油収入で国が冨み．伝統的な生活に変化が

始まり．食生活も改善され． 1 9 6 0年には 1人 1日 2,2 4 0カロリーとなって

なる。

世界銀行の勧告に従がい， 19 6 2年には農芋ならびに社会経済全体の発展の

基本となる水資源について FA0が概要調査を行なったが，その結果は，この国

に予想以上に地下資源があり，塁芋生産を倍増出来るだろうとの結論であったの

で，政府は大いに力づけられ． 19 6 5年以来 RubBl Khali (Empty Q,uater) 

だけを残して，全国を 7 地区に分け，英•仏・伊の 3 コンサルクントによって

1 9 7 1年までに，総計 80億円を投じて，ほぼ水資源の調査を完成した。さら

に海水の淡水化事革にも着手または完成し，政府の機構も塁水省となっておる。

次に，統計的に，この国の塁革の内容を全体的に紹介し，検討することにする。

地域別作物別耕作面積

単位＝ ha

作 物 北部地域 東部地域 南部塁雙 西部地域 屯 Q,a8娼乱
南 ムロ 計

永 デーツ，果樹 2320 n. a. 6347 4,712 6,124 2jj49 203 22355 

雷 a1:fal:fa 443 1,484 29 15 318 7,489 7,847 163 21,659 
作 ヒナ．コーヒ＿ 1 6 14 33 54 物
(a) 計 2,764 1.4 9 0 10276 5,063 13613 10,496 366 4 4JJ 6 8 

I 
冬作物 6,960 26644 15;5 6 0 2 5p91 1 7289 3A80 9 5,6凶
夏作物 633 878 9959 1,092 72 33 1340 259;,84 280,719 

計 7593 878 36fj 03 16652 32~24 18629 263,064 37 6;34 3 
--— 1, 9 --- | ・--- - - --. 

そさい類 (C) 777 889 1.411 4.010 152 31 8,300 2tl4 30!:J02 
合計(a)+(b)+ (c) l ll 34 3,257 48,290 ~5.725 61,768 3 7;125 263,714 451,313 
（註）1. 冬作物．夏作物は特に南西部地城のJivzan地区に多い。

2. 冬作物としては．コムギ．オオムギ．フェヌグリーク．豆類

夏作物としてはミレット．ソルガム．ゴマ．イネ等が主なもの。

．
 

． 
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Saudi Arabia の耕地面積は，非常に雨量が少ない条件でも栽培されるものである

から．灌漑面積と作物栽培面積とは，その間に大きい差はないものと推定される。

よって．月別降雨の状況について検討することにする。但し．雨量の資科観測年は

僅かに 19 6 7~、69年の 3ケ年分しか蒐集できなかったことは残念であったが．こ

れら 3ケ年の平均値を表示することにする。

平均月別降雨量 （単位＝皿n)

．
 

Jeddah Jizan 
Khamis 

QaBeem Rigadh IDhahran Jabuk 
Mushdit 

1月 4 1.6 11.0 2 0.0 3 7.0 1 9.4 2 8.3 

2 7.3 4 2.6 7.7 6.9 296 1. 7 

3 0.3 14.2 2.7 3 6.2 2.5 3.7 

4 0.7 6 3.5 1 1. 7 3 7.0 3 2.9 1.8 

5 3 1.0 4 2.8 1 5.8 3 6.9 1.2 1 4. 7 

6 8.8 

7 8.7 3 8.4 

8 0.7 2 2.9 0.3 

， 1 0.3 

1 0 2.7 6.0 

1 1 2 4.2 3 8.5 3 6.2 9. 2 6.8 5 7.7 

1 2 1 4. 3 1.7 1.8 1.5 

計 1 1 2.1 1 6.7 2 8 5.8 9 8.6 165.0 9 9 1 1 U 2.8 ． 上表のうちで． kmmiB MUBhaitのみは降雨量が多い Asair山中の観測結果であるが．辛うじて 30 0 mm を示すに過ぎない。

Jizanは．この 3ケ年当は異常な旱天の連続に見舞われたとのことである。

その他のJeddah, Riyadh, Dhahran等の諸地点は．何れも概ね 10 0 - 1 5 0 

mm の年雨量とみて差支えない。特に注目すべきことは夏期に雨量が殆んどない

ことである。

次に．順序として．上記 3地点の月別平均気温の 3ケ年乎均を見ると次の通り o
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平均月別気温 （単位 0° C) 1 9 6 9年

J"cddah Jizan khamiB Q,aaeem Riyadh Dhahran Jabuk Muahai t 

1月 2 3. 4 2 6. 1 1 4.9 1 3.4 1 4.2 1 7.1 1 0.5 

2 2 3.6 2 7. 1 1 3. 9 1 3.8 1 4. 9 1 5. 7 1 3. 3 

3 2 5.4 2 8. 1 1 7. 0 2 1. 3 2 l. 9 2 1.7 1 7.4 

4 2 8.4 3 0.7 1 6.9 2 2.9 2 4.3 2 4.6 2 1. 1 

5 2 7.6 3 2. 8 1 9 4 2 8.9 3 0.4 3 0.5 2 5.8 

6 3 1. 1 3 3.8 2 4.3 3 2.8 3 3. 2 3 3.1 3 o.u 

7 3 1. 9 3 5. 1 2 3.9 3 4.5 3 5.0 3 5. 6 3 1. 4 

8 3 2.2 3 3.2 2 3.4 3 3. 1 3 4.0 3 5.0 3 0. 5 

， 3 0.6 3 2.6 2 3.2 3 l. 6 3 2.0 3 2.5 2 8.3 
1 0 2 9.6 3 0. 9 1 9 8 2 6.2 2 7.2 2 9 0 2 4. 0 

1 1 2 7. 3 2 8.7 1 9. 5 1 9 4 2 2.4 2 3.2 1 7. 6 

I 2 2 5. 7 2 6.5 1 4.3 1 4.2 1 6.3 1 8.2 1 3.4 

計 2 8. 1 3 0.3 1 9 7 2 5.3 2 5.5 2 6.4 2 l. 9 

この気温は気象凶内における観測値の月平均であるから．直射光線下では

4 0 ° C 以上に達することが通例である。

上表地区のうち月別平均気温が 20 ° C 内外の土地は山地地帯であり．

2 5 o C 内外の土地は内陸の積高標高地 (Riyadh は標高約 600m),他の

高温地帯はアラビア喬または紅海の沿岸地帯である。

次に，作物の生育に重大な関係を有する平均相対湿度（'1,)により混度の状

況を見ることにする。 （観測年は同様に 3ケ年）
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平均月別相対湿度（1,)

．
 

Jeddah :fizan 
Kahmis 

Q,asesm Riyadh Dhahran Jabuk 
Mushait 

1月 6 1 7 2 6 0 5 1 49 6 6 5 5 

2 5 6 7 3 6 5 4 8 4 3 6 3 4 3 

3 5 8 7 9 5 6 2 9 34 5 6 3 6 

4 57 6 9 5 5 38 35 49 39 

5 5 6 62 44 32 3 1 4 1 3 3 

6 6 1 62 3 5 1 6 1 5 29 2 5 

7 60 62 3 9 1 4 1 3 35 2 7 

8 5 9 64 40 1 4 1 5 3 6 28 

， 66 6 8 26 1 4 16 43 22 

1 0 67 ti 7 32 1 7 20 60 3 8 

1 1 6 0 6 6 5 7 46 43 6 1 6 1 

1 2 62 7 1 55 4 8 43 64 5 1 

年平均 6 1 6 8 45 3 9 30 5 3 38 

以上のように，混度が比較的に高いのは沿海の諸地万で．内陸及び山地帯は低

い。この混度を．笞て塩田が多数存した日本の高松地方の平拘滉度で比較例示す

ると・年平均 76 $,最低 1- 2月の 69 $, maxは 9月の 82 $となっておる。

問題となる WindErasionや SandSta.rm等に関係する各月の平均風速を表示す

ると次の通り。

． 
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月別平均風速

風速はノット／時 即ち1.9 Km／時（約 30 m ／分）

Knamis 
QaBeem Jabuk Jizan Dhahran Jeddah Riyadh Mushait 

1月 1 0 7 6 8 ， ， 7 
2 8 5 4 8 ， ， 7 
3 ， 8 1 0 8 ， 6 7 

4 1 0 ， 8 8 1 1 1 1 1 0 

5 7 8 7 8 1 1 8 8 

6 8 6 6 7 1 0 8 7 

7 ， 8 6 8 1 1 8 1 0 

8 8 6 5 7 1 0 7 8 

， ， 5 6 7 1 0 7 5 

1 0 7 6 7 7 7 5 4 

11 6 8 7 8 1 2 6 7 

1 2 6 6 6 7 ， 5 6 

上表は月別平均風速であるが．次に若干の地点の月別岐高風速を m/ sec l'C換

算して示すと次の通り。

最高 風 速 1 9 6 9年 風速は m / sec 

Riyadh Jeddah Dhahran Jizan 

1月 1 2. 9 m / sec 1 4. 4 m / sec 1 4. 4 m / sec 1 2. 9 m / sec 

2 l 2. 9 1 4. 4 1 1. 3 1 3. 4 

3 1 8. 0 1 3. 4 1 2. 9 1 4. 4 

4 2 6. 6 2 6. 6 1 5. 4 1 5. 4 

5 1 5. 4 1 7. 5 1 3. 4 1 4.4 

6 1 2. 9 1 3.4 1 2. 3 1 o. 3 
7 1 5. 4 1 2. 9 1 2. 3 1 4. 4 

8 1 2.9 1 I. 3 1 3. 4 1 4.4 ， 1 o. 3 1 1. 8 1 2. 3 1 0.2 

1 0 1 8. 0 9 2 1 2. 9 1 0. 3 

1 1 1 o. 3 1 2. 9 1 0. 3 9 2 

1 2 1 o. 3 1 o. 3 1 o. 8 8. 2 

．
 

． 
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1 9 6 9 年一年のみについても•月別の最高風速は，各月とも 1 O m / sec以

上となっており． （Jizanのみが月廻ある月がある），月別には 4月～、5月の最

高風速が高い傾向が認められるo 砂漠の標砂の移動や移動性砂丘の多発する地域

が当然予想されるばかりでなく．各地でこの現象が認められるから， WindErosion 

を大いに警戒しなければならない。

以上の如く降雨量が非常に少なく，また WindErosion も大であるので，各種

の畑地灌漑が小規模ながら行なわれ．その面積は総耕地面積に相当しておること

が．次表から判定される。

．
 

水賢源別 面積 単位： ha 

I 
(a)井戸による 面積 (b池水源による 面積 ムロ 計

自噴井
エンジン エンジン

計 泉 雨 計 (a) + (b) 
付き なし

北部地城 243 55 13 2,621 8,377 403 1,688 2,091 10A68 

東部地域 n・ a. n. a. n. a。 n. a。 n・ a。 n. a. n. a。 n. a. 

南部内逹地域 14524 12,725 27249 115 10,833 10,948 38l97 

Q,as i叫也域 30,959 787 217 1JJ 04 31,963 

西部地域 330 5376 4/J31 9'J 3 7 1,884 13589 15.423 25210 

中央部地域 5.436 43;, 15 938 4 9S~9 510 1.114 1.624 51513 

南西部地域 16 12 57 20 1293 126 260/310 260~36 2 62229 

うち 16 81 97 183;;0 5 183/) 05 262229 
J訟

合計 12 7p04 3~25 288251 2 921)7 6 419;,80 ． 本表には．東部地域の 面積について n. a. (not availakla) となり．面

積については記載がないが．同地域匹は alHaBa地区とQatif地区に約 10,000
(80 OOha) 

m の耕地がある。

従って．前掲 8-2の地域別作物別耕作面積の計＝ 45 1, 3 1 3 ha と．本表

の東部地域を加算した面積 4 3 0, 0 0 0 ha は．非常に近似した数値と言うこ

と匹なる。即ち耕作面積即灌漑面積と断ぜられる。

この国の畜産は遊牧と定着牧畜とに大別され．遊牧の対象はメン羊，山羊．ラ

クダで．定着塁業は乳牛と鶏で．農水省の推定によれば，全体の飼育動物数は次

表の通り。
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塁水省推定による総家畜頭数

（単位：1,0 0 0頭）

羊 2, 8 0 0 

山 羊 I, 4 0 0 

ラ ク ダ 6 0 0 

牛 2 7 0 

ロ ノく 1 0 0 

墨 2 0 

遊牧は草を追って移動する業であり．草の生育が雨に左右されるサウジアラビ ・
アでは雨を求めて追うことを意味する o 旱魃に遭遇すると大量の家畜は餓死する

ことになる。また，放牧も人為的に controlすることなく過放牧の傾向妬ある。

F A 0の調査によれば．サウジアラビアの牧野（？）の状況は次のようである。

優．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 5%

良（再生産力の植物の残存率 50-75'/J) ・・・・・・10劣

可（

否（

’
 
’
 ’

 
’
 

25-50'1,) ·····•25% 

2 4 %以下）…•••6 0'1, 

専門家は，家畜の飼養為理（輪換放牧を含む）及び牧野改良妬よる飼料の増殖

を提唱されておるが．種々な困難が予想される。

これに対して．定着牧畜では．水源を確保し． Al:fal:faなどの栽培飼科による

飼養が合理化されるから．政府は遊牧民 (Bedluin) の農業への定着生活への指

導に努めておる。後述する KingFaisal Setllement Projsct はその現われであ

る。 ． 
8 - 3 調査各地の状況と乾燥地帯の開発改良

Saudi Arabia 国の農業及び土地利用の全般的な状況匠述ぺてきたが，これか

らは調査した Projects について．その特長と問題点を中心に述ぺることにする。

8 - 3 - 1 Al Haaa Project 

3 - 1 - 1 概要

アラビア湾の東岸約 70 Km, Damman の南万約 15 0 Km 妬位し，油田地

帯の中心に近く，道路は完全に舗装せられ．社会施設も着々整備せられ．新生

サウジアラビアの理想郷の建設妬向かって．一路邁進中の地区である。
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面漬約 20, 0 0 0 ha !T)Al Hasa地区は巨大 Oasis群に忍まれた中東最古の

農業地帯で．古来ナツメヤ｀ン Datesの特産地として有名である。

多数のオアシス群の水による灌漑が行なわれたことにより ．最盛胡の耕地面

積は約 16, 0 0 0 ha までに拡大されたといわれるが，排水不良のため地下水

位が上昇し，灌漑水中の塩類が地表または地表近くに集積して塩害を生じ ．また

砂丘の移動によって耕地が直接埋没した外．河川の流出機能が阻害されたため

に湿草塩生原に荒廃し．現在は当時の半分の 8,0 U O ha が耕作されておるに

過ぎない。このよう妃 ．本 Projectは経済立地的妬恵まれておるばかりでなく ．

● oasie群による貴重な水にも恵まれておるので．政府 当局は灌漑排水 System

． 

を合理化し ．耕地面積を 20, 0 0 0 ha 程度にまで拡大する事業に着手し ．工

事は 19 6 6年から開始され．ほぼ完成しつつあるが， 注目 すぺきことは西独

の Braunsch・Fleig大学．英国の Wales大学．及び台湾チーム（当時全員一時帰

国中）と SaudiArabia 当局による農業研究所 (HofufAgricultural Research 

Canter) が．一部は 19 5 5年から創設せられ．専門の研究者によって煤業

技術の改善 ，営染の合理化対策が既に始まっておることである。このことにつ

いては後述の事項を参照され度い。

3 - l - 2 

地区内た大小 16 0余の自噴泉があり．大きなものは西 南部た多く ．南部の

主要 地域では．夫々 3 ／秒の 湧水盆があ る Khudud 及び Hagl の 2大オ

アシスを含め 22のオアンスが水 源 として利用され．全湧水凪は 12. 9加／秒

（日 11 0万 ．年約 4億ton) に達する と報 告さ れており．水 温 は 35~~4 0° C 

と 高 く．塩分含籠は平均 1,5 0 0 ppm と多く．この 4憶ton／年の水・品が全部

灌漑用水として利用されるとすると．年当り実に 60万tonの塩類が染地妬供給さ

されることになる。

水質の 1例として． Aim---al→Iaradh湧泉の水質を例 示 すると次の通り。

PH = 7. 9 2 水温 38 o C 

Salt Content = 1. 5 0 0 mg/  l 

S. A. R = 4. 3 1 mval / (Sodium Adsorptim Ratio) 
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陽 イ オン 陰 イオ ン

Ca 1 3 5:ng/ Cl 462mg/ 

Mg ts 0 ＇ so 3 2 7 ’ 
Na 2 5 6 I 

K 7 0 ＇ 
この水質を前述の 9 灌漑用水の水質 9 の基準により判定すると． Sa1 t Co ntBllt 

は梢々 森きに夫 し． （塩類の種類は WhiteAl tali), Sodinm Adsorption Rat:!. o 

で示される値は 4.3 1で低く，従って Salininity Hhzardは低い。反応は所謂

弱アルカリの範囲にあるが，水温が 38 ° C で，云わば温泉程度で．湧水源になっ ● 
なっておる滞水陪は地下約 15 0 m余の第 3紀中新世の層から始新世の図また

は上部白亜紀の屠にまでも及ぷものがあると言われる。

3 - 1 - 3 土壌

Al HaBa QaBiB地帝は東西南の 3方向は割合忙平担な丘陵地忙囲まれておる

が．北は比高差 10~、2Umの砂丘が連なる地帯の南端に位し，数世紀にわた

って．この砂丘地から砂が移動堆積してきて． 耕地が荒廃した o 約1,000

年前には．この Oasis&l.耕地帯の中心地であっtr:..Juwasah村は．現在では砂丘

によって埋没されておるぽどである。 WindErosion control の被害が如実に

現われてなる次第である。

このため政府は．約 10 Km の間にわたり．幅員 2Km の防風林を設定した

が．既に 3~、4mに成長してなる。

元来．不庖士に caco を多く含む不透水層があり，塁耕地の排水が悪い所に．

北万から砂丘の移動により塩類を含む標砂が堆積して盛んな蒸発により．この

塩類の溶液が表面に上昇し．土壌の塩類化を引き起して．このような荒廃を招

いたものと判断される。

風速が大で．雀度に乾燥した風により．水分の激しい蒸発にさらされると塩

類化が促進され．表庖部は含塩紐 48 'fJにも及ぶ皮穀士となっておるところも

あると言う。

土壌の理化学的性質について．西独の Braunschweig大学の現地研究員 Peter

Ohlmeyer 氏から聞き取った内容は次の通り。

．
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土性＝ Sandy Loam P H = 7. g,__, 8. 2 （水 1: 5) 

有洩物＝ 1. 0 %または以下 N = ° と 02~0. 0 4弔（未墾地）°・ 15佑（既耕地，若干施肥）
K 2 0 = 0. 0 4 5，，， 有効燐酸＝ 0.0 4 3'1J 

可溶性成分の含益

．
 

隔 イ 才 ン 陰 イ 才 ン

Na 6 4 2 mag/  7 4. 5 i HC03 1 meg / o. 1 ~ 

K 1 6 6 1. 4 Cl 7 7 0 9 2. 5 

Mg 1 1 6 1 3.4 S04 5 8 6. 9 

Ca 9 3 1 o. 7 NO 4 o. 5 

計 8 6 7 1 0 0.0 計 8 3 3 100.0 

上表のように． Na. Mg. Ca の塩化物が圧倒的に多く．アルカリ反応を強

＜呈する原因となる重炭酸塩は殆んど含まれていない。

以上は表土の性質であるが．地表下 0.4~、1.7 mのところに CaCO3を主成分

とする不透水屈があり，庖位別の Cac03の含益は以上の通り。

0 ~2  0 cm ••• • • • • • • • 

2 0~5  0 cm ••· •••• ••• 

5 0~1 0 0 cm • • • •• • • • •• 

Ca CO 3 

’
 ’
 

1 9'1, 

2 7，，， 

4 0'1, 

． 
この不透水庖の存在によって．湖漑水はその下層の地下水と遮断さ れ，排水

が不完全であれば下陪土に向かっての 水除塩は行なわれないことになる。

現在灌漑されておる 8,0 0 0 ha の地域の Sandy Loam 乃至 SiltyClayの

深さは 60~1 5 O cm で，電気伝導度は 5mmhoa / cm で低いのに対し ．除
(E C) 

塩湘漑されていない土地は EC=35-40と極めて高く，このままでは耕地

として利用され難い。

除塩 (leaching)について Braunachwaig大学の実験によれば，

E C = 1 4. 6 mmhoa / cm. (Salt Content 3. 5 fの地域に，数週間に

7. 2 4 0 ¢ / ha の 水を行なったとこる， EC = 4. 0 mmhoa / cm 

(Salt Content 0. 3 ~)になり．このあと Alfal fa を栽培したとこる•

年 12回の刈取りで計 80 - 1 0 0 tonの収益を上げることが出来．またレク

スや塩分に対し鋭敏な薩菜の栽培にも適することが明らかになった。
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3 - 1 -4 Al Ha8a地区の農業の現況

前述のような気象・水及び土壌の条件に対し．次のような臭業が行なわれて

なる。但し．この地方は ARAMCOの油田地帯に近く．また Damman 化は肥科工

場やセメント工場もあるので．生鮮食科品の需要が盛んであるが．それと同時に

若年労慟者の需要が多く．塁業労働者の増加は期待出来ず，将来は農業の機械

化による省力を考える農挙とならざるを得ないだろう。

1 9 6 3年の調査によれば． AlHaea地万の主要栽培作物の状況は次の通り。

デイツ .......... 4. 7 5 0 ha 
イ ネ .......... 1. 1 5 0 " 

ア）レファルファ .......... 8 8 0,  

そ 菜 ．．．．．．．．．． 1. 1 2 0,  

計 7. 9 0 0 6 

L の地万はデイツの産地として古来有名であり． 4 0種からの品種が約15 0 

万本栽培され．年に 1回 9月頃に 1株当り 70 - 1 U O Kgの実 が熟し．乾燥

してそのまま袋詰めにして乾燥食品として販売される。これはかつてはアラピ

ア人の主食に近い食品として多用され．また主な輸出品でもあった。

これらデイツの樹間に稲や野菜を栽培しており．デイツは防風林であると同

時に余り匠も強い直射日光に対する庇陰樹の役割をも果しておる。

そさい類の需要は地場消性も多いが．アラビア満沿岸の諸国妬も輪出されて

なるので．栽培そさい類の主なるものは次の通り。

冬作物：ニンジン ． レクス ．キャベッ．カリフラワー．ネギ

夏作物：ナス， トマト，メロン．西瓜．キウリ．オクラ， トウガラジ

本池万塁家の規模は 1- 5 ha (1)ものが多く， 5ha 以上のものは少ない。

なお．本地方はQ,atif地万と共に贈入飼科による養鶏が盛んで．卵用のレグ

ホンが約 10万羽 (60-70の養鶏場）が飼育されておる。

3 - 1 - 5 作物別所要水量と蒸発散星

Hofuf Q,asis(1)灌漑計画に採用された蒸発散量は次の通り。

Potential Evafsotranspiration = 2. 4 5 O 皿n/年
Max. • • = 3 U 0皿n/月（夏期）
Min. , • = 9 O皿n/月（冬期）
Evbporation of free Water Surface= 3. 5 O O mm／年
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作物別の必要水昼は次の通りと計画され て おる。

Alfalfa (永年作） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 3, 4 6 0 mm 

Dates (,)  • • • • 湯 ................3, 2 3 0 

Rices (6ヶ月） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ 2, 5 7 0 

Lettuce (1 0月から 2月まで） ．．．．．．． 8 1 0 

B ea.n a ( ,,)  • • • • • • • 6 I O 

Me1On8 (8月から 1月まで） ．．．．．．． 

Barley (1 1月 から 3月ま で） ．．．．．．． 

3-1-6 湘漑及び排水

3-1-6-1 

自然流下による灌漑地域は 14の幹線水路の系統に分割され，それぞれの

1, 1 6 0 

7 1 0 

．
 

． 

水源は個々の Spring,またはまとまった Springe群から用水が供給されてお

るo 零細な Springeや井戸の水雇は．水の利用統制が 1村難であるから．利用

の対象となっていない。

東部 Hofufの主濯桟地或には．夫々 3加／ 8eC の湧水梵がある Khudud 及

び Hagl の 2大 oa8i8がある外 VC, 2 0 Springsの水源があ り．底幅 11 m,  

深さ 5mのコンクリート幹唄水路により，容韮 8万がの遇整用貯水池に濃械

船水で導水され ．この水益の一部分は水凪が不足する北部湖漑地域にも給水

される。合井 34に及ぶ Springsの水が記録計によってリストされておる。

端水路から畑面への湘水は弾力性のあるホースサイホンにより．任意の

地点 で取水される。

各種湘摂水路の延長は次の通り。

Main Canal 

Sub Canal 

lateral Canal 

計

1 5 5 Km 

2 6 5 

I. 1 0 0 

1. 5 2 0 

Main Canal の断面 は．長方形のコンクリート水路で．断面の大きさは区

々であるが．底辺の幅は 3-11m , 高さは 1-2 mのものが多い。

Sub Canalは放物線状の断面をなし．流醤は 300-450加／ Sのもの

が多い。 （但し流位が多い場合は長万形のコンクリート水路）。
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Lateral Canalは流祉 60 - 1 6 0加／ Sの放射線状コンクリート水路か

らたる。

3 - 1 -6 -2 排水

用水の｝は土 壌塩類溶脱用水に振り向けられてふるから．垂直万向

妃没透させるための排水系統が絶対に必要となる。

Lateral drainage Canal は士水路で，灌漑水路に平行して約 15 0 mの

距離をおいて，順次 Subdrainage Canal から Maindrainage Canalに結ば

れ．いづれも素堀りの土水路で．各水路の地表面からの深さは次の通り。

内たその延長を記入した

Lateral drainage Canal 

Sub drainage Canal 

Main draine.ge Canal 

......... 
1. 0~1.5m  (1,000Km) 

1. 5~2. 5, (1  8 0 Km) 

2. 5~3. 5, (1  4 0 Km) 

また．各排水路の流速は 0.3,_ 0. 7 m / sec が一般である。

用水によって流入供給される塩碩の年間総益 は前述の水 汽源の項にお

いて述ぺたように， 実 に 60万tonにも達するもので（塩分柔度＝1.5 0 0 

ppm• 年間湘漑水 絋 ＝約 4 像ton), これだけの塩類が O~B i B 地帯の土壌中

に残溜することになると，生産力は減退し．遂妬は荒廃に帰すること妬なる

から．これらの有害 塩類を安全に地域外に排除することが絶対に必 要である。

そのためには， 15 0 m毎に排水路を設ける程度では，とても塩類を洗淮

溶脱するのに 1吐不十分であり．特に本地区の下陪土 ：ては CaC03を主成分とす

る不透水陀が分布しておるから，排水路の分布密度をさらに密にする必要性

が予想される。

3-1-7 煤芋試淡場 (HofufAgricultural Research Center) 

1 9 5 5年に創設され，当時は晨事部門だけであったが． 19 6 3年に畜産

部門．次いで稲作部門が設けられた。

(a) 西ドイツ．プラウンレジュパイグ大学チーム

西ドイッチームは NiederSaxen 州の BraUilB C hWc ig工科大学． Leichtwe1BB

研究所の灌漑排水及び水賢源部から派遣されておるチームで，気象・灌漑・排水

．
 

． 

• 土壌などの調査観測を行なっておる。

．
 

1 9 6 7年秋より 6ケ年契約 ，給科だけは西ドイツの自弁であるが．旅伐を含
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む一切の施設聾用は Saudi側が負担し．研究報告書を塁水省に提出する o 契約．

研究計画，設営には教授が自ら当る外．年々出張して来て指導ならびに塁水省

との打合せに当っておる。

研究者は当時 3名駐在していたが，家族を同伴し，随時母校の研究者と交代

しておる。

(b) イギリス，ウエルス大学チーム

Wales 大学農学部のチームで，飼科作物・畜産•生物化学の 3 名の研究者が

駐在しており， 19 7 1年より 5ケ年契約で，条件は給与を含めて一切はSaudi

● 政府の負担である o 主な研究項目は次の通り。

． 

a, 飼科作物

Alfalfa, 夏作物 (Rhodesgrass, Forage Sorghum) 

冬作物（大小麦，エンパク，ライムギ）

輸作．（青刈大麦， Alfalfa と大麦の混播）

施肥科の標準

b，畜産

ジャジ一種の飼科試験及び哺乳時の牛乳代替飼科試験

メン羊の飼科消化試験

(C) 台湾稲作チーム

調査当時帰国中（最初は 4名）で，近く帰任するとのことであったが．稲の

品種比較試験を実施しておる。主なる品種名を別記すると次の通り。

1. T C L （台湾） 2. Amberbock (イラク） 3. Basamati 

4. Bangken (以上何れも Indica) 5. T - N - 3 (Japonica) 

6. T R - 8 (フィリッビン） 7. Milfor-ti (以上何れも Indica)

以上の試験に用いた肥科は ha 当り， Nl00Kg, P205 40Kg, Kz゚

4 0 Kgであった。

8 - 3 - 2 Q,atif Agriculture Experimental Farm 

3-2-1 概要

Q.a ti fは Damman の西北万約 40 Km, アラピア満岸に近い古くからの

農業地帯で，本地万現在の耕地面積は約 4,00 0 ha そのうち 2,8 0 0 ha 

は Datesが栽培されておるが， 20年前頃より堀抜井戸が堀られ始め．灌漑
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用水の利用度が過度になったために．地下水量が減少し，現在では新規の削

井は制限されておるとのことである。

井戸の深さは， 3 0 0~500feetで塩分濃度は 2,0 0 0 P P m と割合

た高いから，灌漑と同時匠排水系統が整備されつつあるが， Damman -agri 

間匠は諸所匠排水不良の結果，表地甚水が見られる。

Q,atif agricalture Experiment Farmは， 1 9 6 3年から F A 0 の協

カの下'1C,灌漑排水路，各種構造物，試験用建物及び農業機械類等の整備が

行なわれ， 1 9 6 9年から Saudi Arabia 政府単独で運営が始められた U

試験圃場面積は 8 0 ha, 試験の 重点を Vegetablesとと Poultry（家胄） ． 
化置いて研究が行なわれておるが，職員 8名のうち， 場長を含む 5名はレバ

ノン及びバキスクンの外国人で，当国の専門技術者の不足を如実た物語って

いる。

特に当場長は，養鶏の将来性を重点視し，当面のところ鶏の雛のオス・メ

ス鑑定者の派遺方を日本匠期待しておる。

3-2-2 土壌の性質

若干の差異が採集地点毎匠存するが，代表的と思はれる土壌の状態は次の

通り。

土壌の断面

0 ~1  5 cm 

1 5 

4 0 

6 0 

4 0 

6 0 

8 5 

8 5~1  2 0 

Loamy Sand 

medium Coarse sand 

Loamy 

Loamy sand 

Coarse sand 

即ち，本地方の土壌は Coar8e 8and と Loamy sand との互層からなり ，こ

の Coarse sand は海城沖積土 Origin と推定される。

化学的性質

PH=  7, 2 - 8, 2 (Water Suspension) 有機物＝ 0.3 - 0. 9.'1, 

有効燐酸＝ I6 P Pm  

soil Pro 
CaC03 + caco, = 3 o -4 O '1, in total salt ( file)  

o -5 ocm. 
EC= 41111th O 8 /cm (l Ou) 
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次VCSoil Extrats VCおけ る陽イオンと蔭イオン等の状態は次の通り 。

．
 

陽イオ ン (meg / 1) 蔭 イオン (meg/ l) 

Ca 56-41 
Cl 64-23 

Mg 1 8-1 6 
（備考）

Na 53-20 
PH = 7. 6 -8. 1 

K 1. 1 -0. 7 
EC=  1 4 - 6 

p 1. 3 
SAR=  3. 6 -8 9 

即ち， 賜イオ ン としては， Ca と Na が圧倒的匠多く ， 蔭 イオンたつい て は

Cl のみしか分析されていないが， このことは， CaC互 と NaCl が多い もの

と推定される。 PH は弱アルカリ性を呈 し， 電気伝導度 EC は割合匠高く中庸

程度であるが， S A R は低く • 従って Sod i um Hazard のおそれはない。

次K, Infiltration Ratio （浸入速度）が測定されていたので， その結

果を聞き取ったところ， Soil texture の差たより次の如 く相当な差異が認

められる。

Infiltration Ratio 

Coarse textured Loamy s and .."....- •••• ••—••…· • ー ． ． ．．．．．．．．．．．．． ． ．． ． ． ． ． ．· ·•·•2 0 OH/ hr 

medium textured Coarse sand - Loamy sand ・・・・・-・・・・・・・・・-・・5 0 -6 0 / hr 

medium textured sandy Iaam-Ioam ．．-・-・・ •••••••••• •••••••••••• • •••••••••• • 3 5111震／ hr

． 但し，下陪土の状態は土壌の断面の項で述ぺられているようなものであり ，また， Ca C o3も多く含んでおる層（一種の不透水贋）の存在が予想されるから，

これ らの点匹注意を要する。

3 - 2 - 3 水 質と湘漑排水

灌漑用水の水質の分析結果は次の通りで，塩分濃度は 1,9 0 0 P P m と可成

り高い値を示し，特た、 Na Ca 蔭イオンでは Cl と so, が多く ， また，Heo3 

が存在することが注目される。こ の Heo3 は還元状態下たあり排水花よる酸化

作用の必要性を示すものでは あ るま いか。
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Na 344PPm s o4 451PPm 

K 2 0 Cl 6 2 5 

Ca 1 9 5 He o3 1 9 5 

Mg 7 6 

次vc' 灌漑排水の系統であるが， 調査 時間 の関係上， 詳細は期し得ないが，

Irrigation Canalは 何 れも Concrete Canal で，灌漑用幹支線別の流

屈の碁準を次の通りとしておる。

灌誤水 路 の流量碁準

Main Canal 

Secondary Canal 

Sertiary Canal 

灌漑方法は， Furrow irrigation が主体で， 一部VCFlood irrigation 

が採用されておる．が（脱塩のためと推定される。） Sprinrler Irrigation 

は灌漑用水中匠含まれる塩分匠より， Noduleの部分が腐蝕し機能が低下する

共vc'風速が大なるため採用されていない。

そさい菜培の場合の灌漑は次の通り。

冬期＝ 1- 2回 ／週

夏期＝ 3回 ／週

如 当り 1回の漑水祉キ 8,2 5 0 l （換算値）

灌漑頻度

120-1501/Sec 

60-90 

3 0 

また， 当然のことであるが，土壌及び灌漑用水中匠含まれておる塩類(/)地表

部への蓄積を防止するため，排水系統が整備されており，幹線排水路の深さは

2 - 2. 5 m の素堀り水路で，地下水位を地表下 1m まで匹下げることを目標花

末端排水路を設けるようた指導されて おる。

3 -2 -4 肥料試験

当地方で菜培されておる琉菜の主なるものは L e t t u c e, T om a t o, O n i o n, 

．
 

． 
E g~ Plant , Cauliflower, Cabbage, Corrot, Patato 及び

Pea 等であるが，さら匠家きんとして鶏卵及び鶏肉用の養鶏試験も行なはれて

おる。

当場たおける肥料試験は Lettuce (3年） ， Onion (2年）， Tomato, 
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(2年）等陀ついて行なはれ，肥料の三要素及び鶏糞 Chicken manureを次の

各区化区分して肥効の比較栽培試験を行なっている。

肥料の試験区

．
 

： ＼ 

1 2 3 肥料の種類

- --- - --- ー ニ ー - - ---- --

N (Kg/ ha) 

゜
1 8 0 3 6 0 urea の N

玲 05 (')  

゜
1 8 0 3 6 0 tripple superphoshate 

巧 05
K2 O （・）

゜
9 0 1 8 0 応 S04 の K

manure伽／ha)

゜
2 5 5 0 鵡糞推肥

各種作物の肥料試験のうち， Lettvec の試験成績が代表的なものであるから，

Lettuce の成績を紹介すること匠する。

a N の肥効

b
 

No --> N1 = 6.4加→ 9加／ ha (+ 2.6加／ ha)

(N=O N=  1 8 okr;) 

No→ N2 6 4伽→ 8.5加／ ha (+ 2 I加／ha)

(N=O N=360kg) 

均 05 の肥効

Po→ P1 7 9加→ 82加／ ha (+ 0. 3加）

(P=O P2 05 = 1 8 0kg 

Po→四＝ 7.9加→ 7.7加／ ha (+ 0.2加）

● (P2 05 = 3 6 okr,;) 

C K 2 0 の肥効

Ko → K1 = 8.3如→ 7.4加／ ha (+ 0.9-fnt) 

d Chicken manure の肥効

Mo M1 0.5加 9.0如／ ha (+ 8.5加）

(M=O M=2.5加）

Mo M2 0.5加 14.0加／ ha (+ 1 3.5紐）

(M=o M=50加）

以上の肥効の視われ方は他のそさい類匠ついても同様であって， 何れも
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Chicken mauure の施与区の収輩が非常花優れておるが， K の肥効は認めら

れない。従 って Q,atif Experimental Farm では，そ菜栽培の施肥基準と

して次の方式を勧告しておる。

N = 1 8 0 kr; I ha 

恥 05 = 180  

M = 5 0加／ ha

3 - 2 - 5 防風効果その他

Q,atjf の試験圃場では各地 VC Tamari sk の防風林が見られると共に， 日

本のダンチク類似の草木の茎葉利用匠よる防風垣が諸所に見られたが，これら ● 
は飛砂の移動防止のため防風施設であると共vc, 冬期の保混効果を期待したも

のであると言う。

なお， Damnan - Dabahran 間の国道沿線花は，飛砂たよる道路の埋没を

防止するため'1(, Asphalt分を多量匠含んだ原油を砂丘の表面匹厚さ 2mt程

の被膜を張る程度に撒布しておる部分が諸所匠見かけられたが， これは Dam

man - ・Dahahran 以外の地城匠も見られるとのこである。このことは，交通

道路の面からも Wind Erosion Control が必要となっておることを示 すも

のである。

8 -3 -3 King Faisal Settlement Project Haradh 

今回の調査妬は当然この有名な Project の現地調査を予定していたが，

都合匠より現地を調査することができなかったので，農水省の Faisal Set-

tlament Organization の managing Director である Hani Akkad 

氏より種々聞き取ると共ire,参考資料を入手することが出来たので，以下この

Project VCついて若干の解説を試みること匠する。

3 -3 - I 沿革と目的

本地城は無住，無水の大砂漠 Rub al Khali の北端匠位し， al Hasa 

(Hof if)から南匠約 1 5 o klll, 土漠や礫漠，岩漠の続く避遠の地であるが，

世界最大の Ghawar 油田の南端匹当り， Riyadh - Dahahran の鉄道は丁

度この Haradh を通っておる。

石油会社 A R A M C 0 は地城関発を援助する目的で，農業開発チームを持ち

東部地域一帯で水資源探査を行なったが， この Haradh 駅の南方の Wadi 
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． 

． 

As Sakwaで井戸を堀り豊富な地下広のあることを確めた。

Saudi政府は，この地で農業開況が出来るならば，遊牧民を定着させること

が出来ると判断し，アメリカの Food machinery Corportaon妬調査を依

頼し，同 Cor.poration は農業開発案を 1 9 6 5年匠提案した。これ妬よっ

て Faisal 国王は， この地匠遊牧民定着匠よる農業開発を King Faisal 

Settlement Projectとして正式匠発足させることを命じたこと匠始まるも

のである。

計画の概要は，削井匠よる地下水灌漑匠よって，約 4,0 0 0 haの土地を農地

化し，約 2万人の遊牧生活を続けるこの附近の Beduin のなかから 1,0 0 0 

家族を選定し，一定期間訓練後 1戸当り 4加を畑地灌漑匹より協同組合活動で

経営しょうとするもので，果して遊牧民が住みつくか否かー大社会的な実験場

でもある。

まず， 1 9 6 5年妬農水省匠よって試験及び展示圃場が 4 0 haが経営され，

1 9 6 7年 VCWAKUTIとの間匠塁場経営の契約が結ばれたが，その業績とし

ては Aefalfa が年 1 4回も収穫され，高い収量を上げることが出来たが，

また，大麦や燕麦やその他多くの荒菜類も生育が良好であった。

この開拓地の状況を図示すると，別図の通りである。次頁

3 -3 -2 自然的条件と灌漑要水量及び水質

この地区は別図の如く， 南東約 4 o km, 幅員 1km計 4,0 0 0 haの細長い帯状

の地区で， 4ケ年間試験炭場で栽培した結果，農耕匠適することが明らか匠な

った。 Wadi の両側の境界線附近は Coarse Sand が多いが， Wadiの中

心匠近づく匠従って土壌の粒子は小さくなり，地表から 1m 又はそれ以下のと

ころ匠塩類含羅が多い緻密な部分があることがあるが，一般匠透水性が良く，

浸透速度は 1 O - 4 O mm I hr を示しておる。

気象の状況妬ついて見ると次の通りの乾燥高温地帯匹属し，降雨は不規則且

つ量はまこと匹微量であるので，灌漑用水最の計算たなり得るものでない。

最高日気濫…•••...(+) 5 5℃ (7月～ 8月） 年平均気温 (+) 2 0℃ 

最低日気温……•••(-) 7℃ (1月） 年乎均気温 ．．．．．．．．． （一） 5 07111/1, 
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灌漑用地下水源は， dolomitic Iim_estone よりなる厚さ 30 0 mの Ummt?r

Radhuma 層から得られたもので，その水位は地表下 150-200mVCある。

湘漑用水の分析結果は次の通り。

水温 ＝ 2 9~3  2℃ 

全塩類 ＝ 9 0 0~1, 2 0 0 ppm 

c l = 3 8 Oka/ l1 S 04 2 40klll/ l 

．
 

． 

ca = 1 5 Ob/ 1 1 Na = 1 9 6klll/ 1 

SAR = 3.8 3 

塩類の濃度は約 1,0 0 0 ppmで梢々高いが， S A Rの値が 3.3 8と低いから排

水を良く行なって洗脱すると塩分が除去されるから，濯漑用水として利用し得る。

灌漑用水羅は最大地表灌漑効率を 65，，，＇ Sprinkler 灌漑の場合は最大 72 

，，，と計算し，洗脱用の水緑の 23，，，とすれば，灌漑所要水量の全履は次の通りと

計算される 3

所要灌水量

夏期…… … 1.4 5 sec Iha 

冬期．．．．．．．．． 0.8 9 / s e c Iha 

淮漑頻度．．．．．．．．． 6月VC1回（基準）

3 -3 -3 灌漑及び排水（除塩施設）

1 9 6 7 - 6 8年 Deutsche Schachtbau その他の会社匠依託して Wad

iの両側匠計 5 0の井戸（地下水位は地表下 15 0 - 2 0 0 m) を堀り，井戸 1

眼は 8 0如の灌漑面積を支配し，夫々 7 1 lit/sec の水位を供給するが，夏期

化は全面積の約 60，，，を占める永年作物のみが潮漑の対象花なる。また， 1 5 m 

の安全を見込み地表―F102-138mの深さた水中ボンプが設置され，安全を

期しておる。幹線及び支線の湖漑水路と排水路の計画は別図の通りであるが，若

干の説明をつけること妬する。

a) 淮漑水路（コンクリート開渠）

幹線用水路の公配＝ 0.0 2 - 0. 2，，， （両外側匠位置）

支線用水路の公配＝ 0.0 5 - 0. 3，，， （魚非の骨状化配置）

用水路の間隔＝最大 15 0 m 

畑面への湘水方式＝主匠ホ ースサイネン，一部スプリンクラー
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b) 排水路

幹線排水路＝流輩 4 2が／ 8ec 素堀り

Wadi Sabba 本支流の流城面積キ I,4 o o k、
（本地区のみの流城面積かうのみの流量＝1.2M/ sec) 

勾配＝ 0.6 - 0. 8'1,, 深さは地表下 2.5 m 

洪水時の流速＝1.4m/ sec

支線排水路（支線用水路妬乎行）

間隔＝ 15 0 m, 深さ＝平均 Im, 土壌中及び潮漑用水中の塩分が

地表匠集積しないよう匠排水することが重要。

勾配＝ 0.0 8 - 0. 1'1,,最大流鵞＝ 0.7 m / a e c 

C) 灌漑方式

原則は畦間灌漑．．．．．．．．．3,7 0 0 ha 

試験場匠低圧層利用 15 Oha, I 5.0ha Sprinkler 灌漑 I5 0 

ha 

d) 施設の種類及び量，経費

井戸＝ 5 0, 水中ポンプ＝ 50台

幹線用水路＝ 7 1 k111, 失線用水玲 2 3 6 k111, コンクリート管＝ 20 

k” 

幹線用排水路＝ 4 5 KIll，支線排水路 260km, 橋梁＝ I 2 

補装道路＝ 2o o k111, 塁道＝ 1o o k111, 防風垣＝ 4 4 o k111 
牧柵＝ s8 o k111, ガスクーピン＝ 1ケ所 その他

総所要量経授＝ SR 8 3, 8 0 0万（ 6 2 8, 5 0 0万円）

3 - 3 - 4 運営管理

以上の諸施設は概ね工事が完了したので，本事業の推進機関として農水省内

．
 

． 
VC, • Fa i sal Settlement Q, r g an ig a ti on• が設けられ，その mana gi n g

Director として Hani Akkad氏が任命された。

Hani Akkad氏の見解匠よれば，本農場は直営方式花よる生産第一主義を採

用し，展示圃，試験及び訓練農場を経営するためvc' 次の専門職員を配置する。
Al f al f a の品種試験•••………••• 1名

土壌調査と試験 ......................1名
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農業機械•••……........ . ·•• I名

以上の外，次の 4名の専門家を米，独，伊，英等 より招待する予定で，当時

は交渉中であった。

．
 

． 

1. Farm management 2. So i 1 and Irr i g at i om 3. Farm machine r y 

4. W O r k s h O p H e a d 

8-3-4 Jizan 開発計画地域

Jigan は紅海の南部海岸匠近く， YEMENI  ARAB国との国境匠近

い沿海農業地帝を形成し，煤業基本統計たよれば耕地面積は 1 8, 9 0 0 ha (5 

ち夏作物 18. 6 0 0 ha) と報告されておる。

紅海匠沿って東岸を走っておる Asir 山脈は，標高 2- 3 0 0 mの諸峰を有

し，特匠その南部は多雨地帯に属し， この山地た源を 発 する Wadi Jigan は

割合に流 量 匠恵まれ， この地域匹は前述のようた畑地農業が発達し，古来定着

として知られている。なお，この農業地帯の中心匠人口約 1 5, 0 0 0人の abu 

Ariskの町がある。

そこで， F A 0は Saudi Arabia政府と協議し， ItalconsultVC Wadi 

Jizan の土地及び水資源匠関する調査を 1 9 6 2年匠委託し， Dam の施設等

が行なはれる匠至った。

3-4-1 自然条件（気象，土壌，水）

この地域の背後地の山地は，前カンプリアの楯状地の南端匠当り，片麻岩が

主体となり，諸所匠玄武岩などの火成岩匹覆われておる部分がある。 Wadi -

J拉an の流城では河口から約 4 o k"の地点まで安山岩質の溶岩流が押し出し

て来ており，これから海岸までの間は Wadi Ji竺anの沖積土で， ジルトに富

んだ農耕適地が分布しておる。但し，海岸匠近い低地は海水の影響匹よる塩類

土が分布して農耕匹適せず，また局部匠は移動性砂丘地があって農耕匹は不便

である。

なお，開発の対象となる面積は， Wadi Jizan流城の 4 3, 0 0 0 haで，標

高は 2 0~1  0 0 mの間匠あり ， 約 6 0の部落 VC4 8, 5 0 0人が散在居住し，

その 90 fは営農匠従事している。

気象は熱帯的で Italconsult の 1963-66年間の観測結果は次の通

り。
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気温………月平均気温は 2 4~3  4℃。最高気温は 48℃。

高温な期間は 4月より 9月までの間。

雨最•••…・・・年化よる変動が若しい。即ち

年最高＝ 5 8 5 m, 年最低＝ 1 0 5皿，年乎均雨量 ＝ 2 8 5cm 

但し， Jigan の観測（ 1 9 2 0~1  9 6 7年）匹よる 4ケ

年間の平均年間雨最は 7 7震霰匹過ぎなかった。

湿度．．．．．．…常時高くて 6 0~8  0，，，，最高は 6~ 8月の間で 9 0，，，匹達す

る。

風… • ••... •••特別な強風はないが，常風があり ， 主風の方向は s w及び N E 

で Wind Erosion 妬は注意を要する。

Wadi Jirzan は Asir 山脈匹源を発し，流城面積は 1.6 o o klで，気象 ．
 

的陀次の 3地区匠分けられる。

a 上流部 （標商1,500m以上の山地） •••…年雨籠 3 5 011111! 

b 中流部 ( I 20 Q~1.5 0 omの地城） ．．．・・・年雨量 6 0 0 7/1111 

C ・下流部 ( I 2 0 fil以下の地域） ．．．・・・年雨醤 2 5 0 1ll71L以下

ダム建設地点は河口から約 5 o k111, 標高約 2 0 0 m （河床は 1 3 0 m) の

malaki峡谷で， この上流部が上記 a及び bの両地域（ 1,1 o o kl) で， Ital

Consultant は， この地点で 6年間匠わたり流 輩 を観測して，次の実測結果

を得ている。

最大年間流輩

最少

1 3, 7 0 0万而

2, 3 0 0万が

平均 9, 0 0 0万m' ． 
Wadi Jizan の下流の沖積土たは， Wadi VCより涵養された地下水があり，

飲用及び計 10 0 ha余 の面積匠わたる薩菜畑の灌漑匠利用され，現在の井戸は

10-15m程度の深さである。滞水層は砂礫，砂，微砂，粘土の互層からな

り，厚さは約 40 m あり， Ital cousultast は賦在水 量 を約 2 0億がと推

定し，採水可能塁を約 2 5 0 lit/sec と予想しておる。

土壌は主体が沖積土よりなり，埴壌土から砂士までの範囲匠またがり，調査

対象面積 2 9, 0 0 0 haの 7 0 $は灌漑可能であるが，残余の 3 0，，，は塩類土，

砂丘，河床及び岩石の占める地域で， Hakma 部落の近くまで 玄武岩及び溶岩
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．
 

の押し出しが見られる。

この地域匠ついては， Italconsultant VCより Laud Capability map 

が報告されておる。

3 -4 -2 土地及び水の利用現況と計画

a) 現況

開発の対象地域の塁業は次の 2種の土地た大別される。

a 降雨花よって農業が営まれる土地 (Dry Farming) 

畑の周辺匠裔さ 30~5  o cm余の土堤を築き，他への溢流を防止す

る。

b 灌漑たよって作物が生育する土地

Wadi Jigan の水匠よって湘摂される地域を潮漑の便否特匠灌漑

の頻度妬よって大別すると，次の 5区分の土地匠大別される。

灌漑の頻度代よる土地利用現況の区分

． 

灌漑頻度年／年 灌漑可能面積 ある年の平均
区 分 湘漑面積

1 1 / 1 1 g o oha 1. 9 o oha (1 o o，，，） 

2 . 2 / 3 1, 5 0 0 }, 0 0 0 I (2 / 3) 

3 1 / 2 8 0 0 400• (1/2) 

4 1 / 3 2,4 0 0 800• (1/3) 

5 1 / 5 1, 4 0 0 280• (1/5) 

計 8,000 4,380 

Italcousultの報告花よると，以上の如き考え方によって，開発地域の土地

及び水の利用の現況の全体を次のようた区分しておる。
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土地及び水 の利用

区 分 灌 板 幹燥農業 休 閑 計

Wadi Jigan の水で
4, 3 5 oh.a 1.0 o oha 2. 6 5 oha 8,o o oha 

灌漑される土地

表面水で灌漑される土地 6 5 0 3 5 0 1,000 

井戸水で灌漑される土地 1 0 0 

― 

1 0 0 

乾燥農業田の土地 5,500 2,600 8,100 

末耕作の可能地
一

3,3 0 0 

その他 ．． • - 2,000 

5, 1 0 0 6,5 0 0 6,500 2 2,5 0 0 

b) 計画

Wadi Jizan の流水の現在の利用方法及び効率は不合理且つ低効率で， 現在

のような自然放任の状態では止むを得ないものがある。 従って年間を通じて流

を control して， 常 K constantな且つ安定した農業を展開させるため，

上流VCDamを設けると共花 ， 下流部匠は灌漑水路捐等を設けようとするもので

ある 。

Italconsultの構想により ， 上流 K 7, O O o万が の貯水池 を設けて， 平均

3が／ 80Cの流且が利用されると ， 現在と将来の灌漑面積は次のよう妬対比さ

れ る。

将来と現在の濯漑面積の比較

．
 

． 
水 源 現 在 将来計画

Wadi gizan 4, 3 5 oha 6. 2 5 oha 

表面水 6 5 0 7 5 0 

地下水 1 0 0 4 0 0 

計 5,100 7, 4 0 0 

将来の土地及び水の利用計画は次の通り予定さ れ ておる。
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将来の士地・水の利用計画

．
 

区 計 (ha)
平均年次たおける利用面積

分 ％ 
灌 漑 乾燥農 牧草地

l. 灌 漑

Wadi gizanの水 8,0 0 Oha 3 5.6'1, 6, 2 5 oha 4 5 oha 1, 3 o oha 

地表水 1, 1 0 0 4 9 7 5 0 350 

地下水（井戸） 5 0 0 2.2 400 .·• 1 0 0 

2. 永年乾燥 7,600 3 3.8 5, 1 0 0 2,500 

3. 可耕末墾地⑰女草地） 3,300 1 4 7 3,3 0 0 

4. そ の 他 2.0 0 0 8.8 一

計 2 2.5 0 0 1 10 0.0 7,400 5,5 5 0 7,550 

現況との比較 (+) 2,300 (-) 9 5 0(-I ) 1, 3 5 0 

3 -4 -3 Wadi Jizan Dam と灌漑・ンステム

前述の如き構想匹基いて， 1 9 7 1年 1月匠工期 4年を費して Wadi

Jizan Damは完成し， 目下下流部の灌漑 Systemの設計が進行中である。

貯水量

． 
シルト貯溜用

灌漑用

計

ダムの高さ

最大貯水池

ダムの堤長

コンクリート最

堀削量

貯水面積

流城面積

流出量

建設費

2,0 o o,rtx 1 o 6 

5,100がX1 0 6 

7,lOOtrfX106 

4, 1 6 0 m 

3 5, 7 0 m 

31,600 m 

1 2 7, 0 0 0 m' 

107,000が

1, 4 0 9ha 

1, 1 o o k、
max 5 O成／ 8 e c 

SR 4,200万
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以上のよう沢 Damは完成したが，当地方は近年降雨量が非常に少なく，反面

蒸発量は甚しく多いため，当初の計画通り匠貯水量が満たされていない。

次に灌漑計画であるが， 目下英国の Consultant Sir Wil.Liam Halcrow 

紀より，計画が進んでおり，潮漑水路（エ費の開係上土水路）取入れ堰等が計

画されている。

濯漑方式は Flood irrigation または Furrow irrigationを採用し，

Sprinkler 方式は考えられていない。

排水匠ついては，土壌の性質上，地下浸透が大であるとの前提妬立っておる

ので計画されていないが， このことは用水路の水路 loss が当然過大陀なるお

れがある。

3 -4 -4 営農状況

当地方は Sorghum,Pearl miltetを主とする原始農業である上K, 年匠よ

り豊水 ， 渇水が繰り返されて， 作付面積と収量が安定せず，また小作人が非常

に多く ， 小作料は 1/ 2の物納で， 農村は困窮しておる。

Sorghum は当地方の主要食料作物であり ， 藁稗は家畜の重要な飼料となる。

Peal milletは Sorghumよりも耐乾性が強いから，降雨の多い所では Sor-

ghum少ない地方では Pearl milletが栽培されておるが，収量は 5o o kg 

i haという程度で極めて低い。

灌漑農業匹より，安定した水を利用し得るよう匠なれば，作付計画と収量が

安定するばかりでなく， トマト，マメ ゴマ，その他のそさい類や棉作も可能

となり，水稲作も当然期待される。

． 

一般農家匠は作付栽培の外vc, ラクダ，山羊，メン羊，ロパ等を飼育してお ・
るが， まこと化自家用程度のものに過ぎない。

また，当地方は Wind Erosion が甚しく，部落の周辺花は防風垣が必要で

あり，現在既妬設けられておるが， 無立木の平原で，諸所匠移動中の砂丘もあ

り，さらた道路が飛砂で埋没しておる部分がある。

このことは，貴重な畑の表士を保全するばかりでなく ， 用水路や道路の埋没

花 よる機能障害を防止するためvc,今后大い匠警械を要することである。

即ち灌漑と併用して全面緑化 (Tamsrisk や casuarina 等の植樹灌漑匠

よる飼料作物の導入等）を取り入れる必要がある。
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〔9〕 Abu Dhabiの農事試験場と農業改良普及所及び植林事業

9 - 1 Al-ain 地方の気象と水資源

当地 Al-ain の年間雨量は約 2 5 0 711711で，首都 Adu Dhabi(/)雨量よりもは

るか匠多いので， Al-ain 地方は当国唯一の農業地帯を形成しておる。この地方

匠雨量や地下水が多い理由匹ついては，次の如く判定される。

即ち隣国 Oman 国 mascat地方との国境をなす Wastern Hajar山脈は，標高

1, 2 0 0~  1, 3 0 0 m余を有し，＇地質図匠よれば砂岩，安山岩，玄武岩，輝緑岩

等が分布しており，印度洋や Oman 湾等匠発生した monsoonのの影響を受けてお・るので，とれらの山地帯は割合妬雨鑓が多く， 3 0 0~  4 0 0 711711またはそれ以上

匹達すると言われている。

これらの雨水は伏流水となって平野地方の地下水瀕の供給源となっており，割

合匠良質の地下水となっておる。例えば， Al-ain農事試験場の地下水は PH キ

7. 4, Salt contentキ 4 0 0 ppm で，地表下 7 5 ft VC存在し，飲用水とし

ても良質のものと言える。

近来，この地下水の灌漑利用匠よる需要が増大したので，地下水源の不足が問

題となり，調査当時地下水の賦存状況化関する調査が英国チーム匠よって行なわ

れており， 目下新現の井戸の作成は規制されておる。

なお，首都 Abu Dhabi(/)飲用水は元来当地方の地下水を Pipe VCよって送水

されておったものであるが，現在は Adu Dhabi VC海水の淡水化事業が完成した

ので本地区からの給水は節減されている。

9 -2 Al-ain Agriculture Research Station 

• 1 9 6 9年匠発足し，面積約 80 ha，そのうち 40 ha余は既に薩菜，苗圃及

び植林匠利用され，地表下 7 5 ft(/)地下水を Pump upして全面的匠灌漑されて

おる。

但し専門職員は場長 1名 (mohammed Hasan Ibrahin 氏， ジリア人）のみ

で，他は雇傭労務者匠依存しており，実験室も目下建設中と言った状況である。主

なる関係事項を例記すると次の通り。

a 試験中の Vegetables の種類

Tomatoe, Cabbage, Kil.uliflower, Onion, Lettuce 

Sweet melon 等。
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播種期は秋，収穫期は翌年の 4~5月

病害虫としては，Fusariumや Nematoda の被害が甚しいと言う。

b 増植中の樹種

Casuarino, Eucalyptus, Acacia, Rosebay, Bougai-

n villaea等

目下， Casuarina や Eucalyptus の Plastic PotVCよる育苗が盛ん

尻行なはれ，生産苗は農民匠無償配布中。

c 土壌

近くを流れる Wadiの影響を受けた沖積土で，地表下 1m 5 ocm位の間は ● 
小礫を含む Sandy Loam~Loay Sand で，透水性，通気性は良好，

Hcl化なる発泡大で CaCo3の存在を示し， PH キ 7.4で， Hard Pan は

は在しない。

肥料試験は今後の課涵だが，現妬フランスより商品名 •Humus• という

粒状泥炭質肥料が輸入されている。

d 灌漑

灌水掻は不明であるが， Tomato 作等は 4 日間隔の Furrow Irrigati 

onが行なはれ， Sprinkler 方式は採用されず， Driplex 方式が検討

されておる。

c Demonstration Center 

Al-ainの農業地帯匠は 3ケ所(I(Demonstration が設けられ，農民へ

の営塁技術の改善向上妬努めておる。

その 1つである Al-ain 北方約 1O KIll匠所在する Al-ain Demon.strat-

ion Farm は次の 4名の Expert (I(より Teamが編成されている。

そさい，機械，肥料，植林

肥科の施肥料匠ついて例示すると

N : P : K : T r e c a e l e m e n t = 1 8 : 1 8 : 6 : 1. 5 
2ookg/acre 

Trace elementは BoronMg Mn Fe 

f その他

当地方は家畜が割合少ない関係上， Alfalfa が少ないが，水路の周辺や
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．
 

． 

畦畔陀は豆科牧草の Sespania Agaept eica が作付されている。

9 -3 植林事業 Reafforestration Project 

当国の植林事業に対する開心は極めて高く， Agriculture Reserch Cent 

1rVCおいては苗木の生産を盛んた行ない，農家の希望者匠は無償配布を行って

おる。 Adu Dhabiと Al-ain 間の国道た諸所匠植林地が存し，その面積は

計 6 5 0 ha, 所要経費 15 0 万 D i ~ar を投下し，仏人の技術者匠よって指導

されておる。

植林用樹種．．．．．．．．． Casuarina を主体 VC Eucalyptus を併用，飛砂防止

のため VCLove grass を諸所化植栽

栽植密度…•••...... ha当り 4 0 0本， （5 m X 5 mの Interval)

灌漑方法…・・・ ••• ••• Driplex network VCよる。

漑水量…………… 夏期 3 0 0 - 4 0 0 (max) 1 i t r e / t r e e I w e e k 
冬期 2 0 0 litre/tree/wark 

但し降雨贔及び気温の状況により Control する。

灌漑頻度…………灌水 2日間 (DriplexVCよる）

無漑水 2日間

但し 5日間漑水しないと萎桐する。

灌漑用水源•••…… ・ 深さ 7 0~1  0 0 ftの地下水を Pump up • AgNo3 

Solution VCより白油を生じ，塩類の含量が認められ

る。

植林地の丘陵地の頂上匠給水搭があり，砂分をもfilt

er しておる。

土壌………………植林地は Loany Sand~fine Sand よりなり HclVCよ

る発泡が大で C!l.Co3を相当含むものと推定される。

移動性の砂丘を含む丘陵地で，風紋が多い。

9 -4 Arid Land Research Center 

University of Arizona U, s, A 

Abu Dhabi港より Motor Boat K より約 15分で到着する Saadiyat

島匠は Arizona大学の Environmental Research Laboratory が建

設運営しておる軽鉄骨， Glass fiber （側壁材）， Plastic Polyethylene 
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•U J.t rar i o J. e t Inhibited MOMSAMTO 6 0 2 • - KEHN WORTH, New 

Jerseyー （屋根材）等を主たる材料とする Green house内匠おいて海水淡

水化匠よる薩菜の Sand Culture が行なはれておる。

なお，本研究所は本年 5月の失火匠より Office と Labaratory が全焼

したため匠折角の試験成績その他 Informations を入手することが出来なか

った。

a) 土壌。淡水化羅。温度

本島の土壌は， Ca Co3 の含羞が 9 0 1,妬も及ぷ完全な珊瑚礁 Orig-

in のもので，勿論 He1 VCより発泡するものであるが， Original • 

PH 値は 8.2の弱アルカリ性を示しておるから， 中和剤として KoH So-

J.ution の使用により， PH値を 6.8~7. 0 VC Cont r o J.しておると 言

゜
ち、ク

同施設匹おける海水淡水化の電力（自家発電）花よる Capacsty は

7, 0, 0 0 0 g a l o o n侭及び， Green house 内の 室温は日中 95~  

ioo°F (35~3  8℃），夜間は 8 5 F (2 9 ℃）匠保たれており，
海水利用匠よる Desert Cooler 方式（気化熱放出匠よる冷却）匠よ

る空冷装置も採用されている。

b) 栽培作物の種類と灌漑

栽培作物の主な種類は次の通り。

Tomato,  Eggplant, Cucumber, Lettuce, Spinach, 

Kauliflower, Beaus etc, 

灌漑方式は次の通り。

灌漑の頻度………大型荒菜 (T o ma t o e, Egg p 1 a n t, C u c u m b e r)  

5回／日

小型疏菜 (Le t tu c e, Spin a ch, Ka u 1 i fl o -

we r)  3回／日

灌水量…•••……•••各個体当り毎回 3 0 0~5  0 0宛［

濯水法．．． ． ．．． ．． ． ． ． •••Dr iplex Sprinkler (水圧 3- 5気圧）

肥料農薬••• …•••・・・灌水の際匠随時肥用

c註） 施肥基準その他 Standard Manual は次の資料参照のこと。

（失火のため焼失し，詳細不明）
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•Con t rolled Environmental Vegetable Produc ti on• 

Results of Trials at Puerto Pensco Mexico 1968-1920 

Environmental Research Labratory, University of Ari-

z ona, 

Tuscor, 1972 

Seed Bedの基準断面

l-2ft-,  
＇ 

．
 

12inch 

読菜類の生産蚊……………詳細は不明であるが，説明たよれば，

Beirut等より輪入する読菜類の価格に匹敵

し得るという。

． 

〔1〇〕 Indus乎原の灌漑地域における地下水の上昇と塩分の関係

Pakistan国の Indus乎原は昔から塁業を主とする地域で，その範囲は

1 8世紀までは主として河川から直接氾濫取水される地域匠限られていたので

あるが，次第た河川の氾濫地城から遠く離れた地城までも湘漑用の溢流水路が

堀られるようたなった。

この湘漑水路の初期の段階匠あっては，地下水はまだ相当深いものがあった

が，次第匠時間の経過と共妬灌漑水路匠より水が給供される結果， Water l-

Ogging即ち地下水の上昇や排水不良たより塩類が農耕地の地表面匠梨積析出

する現象が現はれ始め， この停滞水は耕地を荒廃に導くばかりでなく，マラリ

アの蔓延をも招くよう匠なった。 Pakistan ではこの荒廃化の現象を土壌の

肋膜炎と称し，毎年 4万haが耕作不能となっておると言われておる。

当時 Sir Thoe Higham は先見の明匠より．地下水の上昇を記録するため

匠系統立った地下水観測用の井戸を設けること匠し，既設の井戸ばかりでなく

概ね 5哩間隔たなるよう vc' 河川や Pun;'.ab平原を横断する数列（実際は 12 

列）の井戸群を設けたが， これらは P r O V i'l C i.'l, l. Li n 9 S O f W 9 l l 8 州立の

井戸と呼ばれ， Punjabの全域を覆うものである。
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水路を開設する場合匹は， Circle Linesを構成するように若干の新しい井戸

も堀られたもので， これらの井戸の観測は毎年 6月と 10月匠行なはれ，なか仄

は 18 9 5年から観測が始められたものもあり， 6 5年間にわたる地下水の記録

が集録された。

この記録は，地下水の上昇及び塩分の集積化関心を有する関係者化対し，非常

匠貴重な資料を提供するものである。

現に， Pakistan VCは Irrigation により地下水が上昇し，塩類の集積に

より被害又は荒廃を受けた地城が相当な範囲にまたがっておる。

この研究は， Lahore VCある Irrigation Research Institute の Dr

Nazir Ahmad 氏たよって， •A Study of the Rise of Ground-water 

and its Salinity in the Irrigated Areas of Indus Pla i us• とし

て 19 6 3年に発衣された ものであるが，残念ながら Salinityに関する記載

がない。

I 0-1 THAL DOAB の状況について

Thal Doabは Laboreのほぽ西方 30 0 km, Indus とJhelum の両河川に

囲まれ，面積約 12, 0 0 0乎方哩に及ぷ広大な地域で， Indus VC近い約 3,200

平方哩（約 8 2万ha) の土地は Daud Khel 地点の Indus 河から取水した Th・・

d1 cana1によって灌漑されており， Jhelum side の狭い帝状の土地はJhel-

um河と Chenab河が合流する Trimmuから取水する RanypunCanal によって

灌漑されており，その概要は Fig 1に 示す通 りである。

I O - I - I 井戸の水位観測結果

Fig 1及び 2VC示される井戸列 v,w, 憧， IX' X,況の 6系統の多数の井

戸の水位について， Thal Canalによる灌漑される前と，灌漑された後の状況

を地下水等高線図 Fig1及び Fig 2で示し，その水位変化の数値を表示すると

別表の通りである。

．
 

． 
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Fig 2. 
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（表） Thal Canal活動前花おける Thal Doab地方の井戸の地下水位の

年度化 （単位＝ft)

．
 

番号 1 2 3 4 5 6 7 1 8 ， 1 0 1 1 乎均
列 ＇ 
V 0.5 0.4 6 0.4 5 0. 3 5 0.3 5 0.3 8 0.2 8 0.3 3 0.3 3 0.3 5 0.2 0.3 6 

w: 0. 7 0.2 5 0. 1 7 0. 2 2 0.1 1 0.2 8 0.2 9 0.5 1 0.1 0. 2 3 0.1 7 0.2 2 

WI 0.1 2 0.1 5 0.4 4 - 0.1 8 0. I 8 0.0 3 0.2 0.0 2 0.1 3 

k IO.0 1 0.2 0. 2 8 0.1 4 0.0 4 0. 0 9 
偉下）

0.2 0. 7 6 

丸 0.1 3 
一 -

〔註 〕 井戸列の V, W及び憧は I 9 3 5年から 19 4 6年までの観測，

井戸列の k, x及び丸は I9 3 5~I  9 5 4年の観測

（表） Th'1.l Janal の活動後たおける Thal Doal地方の井戸の年上昇

の平均（単位＝ft)

． 

番舌 1 2 3 3 4 5 6 7 8 ， 1 0 乎均
列
V 1.5 0.8 9 1.8 5 1. 6 1.9 1.9 1.9 2.5 2.5 2.7 1. 4 9 1. 8 9 

W 0.3 9 1. I 7 1. 6 I. 9 一 1.9 1.5 1.1 1.0 2.6 1.84 1.74 

Wl 0.8 2 0.8 7 0.6 I l. 2 5 D. 7 5 .0 7 0.9 2 ・・. 0.9 

lX. 0.8 9 1. 3 2.0 8 1.6 1. 7 7 

X 1.1 2 2.1 5 3.1 1 2.9 7 3.1 7 1. 6 8 1.73 
一 一 一

．．． 2.2 7 

双 1. 4 1.6 1.5 2.7 
一 1. 6 7 

〔註〕 井 戸列の V, W, 及び湿は 1 9 4 7年～ 19 6 1年間の灌測，井

戸列 k, x,Xは 19 5 4~5  5から 19 6 1年までの観測

I O - I - 2 水位変化状況の検討

最近 27年間た観測された ThalCa ua1及び Rangpur Canal K よる通

水後の変化の状況を検討すると次の通り。

a) 灌漑前の水位の変化

Yo.v, w, 珊の井戸線の水位は Canal の通水前から僅かではあるが1:

昇しておったもので， llC'X' 及び Xの線の各井戸の水位は僅かた変化（上
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昇または降下）しておるた過ぎず，安定状態匠ある。

このととは，北部地方では， Canal の建設前から水が供給されていた。とと

花なるが，おそらく Khushal から Mianwali VC通ずる鉄道と道路の建設妬

より，塩類原野の下部たある自然の地下排水の流れに変化が起り，又地表面の

流水化対して障害物となり，地下への滲透となったものと推定される。

塩類原野 Sort Range の塩分を含んだ水は下方に移動するもので，一般忙

雨水は軽く，重い塩分を含んだ水を押し下げるもので， この事実は現場で証明

されるもので，上部の地下水は良質であるが，下層の水は塩分を含むも (J)であ

る。 ●

b) 灌漑後の水位の上昇

Canal 妬通水後，全地城を通じて地下水の上昇は可成りのものがあり，幹

線水路や支線水路の近接地域は，特に均ーして上昇しておる。

各線の井戸の平均水位上昇の状況を表示すると次の撮り。

各井戸線の平均水位上昇状況表

井戸線 観測期間 観測年数 1年間の上昇程度

1 9 4 7~6 1 1 5ケ年 1. 9 ft 

1 9 4 7~5 0~6 1 I 4~I 5 1. 7 4 

1 9 5 4~6 1 8 0.9 

1 9 5 4~6 1 7 1.77 

I 7 2.2 7 

＇ 
7 1. 6 7 

平 均 1. 7 1 

場所によっては地表下 10:ft以内にまで水位が上昇し，現在なお上昇中の

ものがある。

従って，乾燥地帯は元来塩類を含んだ土壌が分布しておるものであるから，

排水を考恵せず妬灌漑だけを行なうと，塩類を溶かした水が下層土た移行し，

遂花は地下水位が上昇し， この上昇した地下水は盛んな蒸発の結果地表部に塩

類を集積して，耕地の生産力を低下させるばかりでなく荒廃匠導くこと匠なる。
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例え，降雨量が非常妬少ない場合でも，灌漑を計画する場合化は必ず排水をも

計画して，地下の上昇を極力防止するょうたしなければならない。

] 0 - 2 CHAJ DOAB その他の地城匠ついて

Lahore の西方約 2o o k111K位置し，北西部はJhelum河匠より，南東部

は Chenab 河が境界をなしておる小範囲の土地で， 2 9 0万 acre の耕作可

能な平野部があり， Irrigation System は 1,9 0 0年vc,一部は 19 2 1 

~1  7年妬建設されたものであり，本格的な地下水の観測は 18 9 9年妬始め

られ，井戸の 27 Circle lines が設けられた。

初期の地下水位は，氾濫乎原の 10 - 2 0 ft VC対し，地域の中部匹位する

最も深い地下水位は地表下 7 5 ftを示しておった。従って地下水位の落差は

約 25哩の距離で 5 5~6  5 ft となるから，地下水位の勾配は 2ft I mi 

le となり，他方地面の勾配は1.6ft /mile を示すから，地下水の最深部

への勾配は地表面の一般勾配よりも急であることがわかる。

その状況を図示すると次図の通り。

Fi g 4 
Chas DoAb 

買aterTa 1• COn如•

1.5 00 ． 
取入口 ＼ 取入口

^
9‘ヽ

s^
ァ
．、i
'

'人

＇，’

―

-

', 

つ
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I 0-2-1 地下水位の上昇

Chay Doab 地方の井戸の地下水上昇花関する観測の結果をまとめると次

のようになろう。

(j) Lower Jhelum Canal が活動を始めると同時匠灌漑される地域全

部の地下水は上昇を始めた。

(ii) 初期の段階で，地表下 7 5 ft 4 0 ftの間妬あった深い水面は年間

平均1.7 ftの割合で上昇し，ある場合匠は年 2.0 ft VCも達した。こ

の上昇は浅い井戸よりも深い水面の井戸の方が上昇度が高 くなっておる

が，それは地下水が深いと河からの流水が深い地域花巣積されたものと ． ． 
解釈される。

Qjj) 40-15乃至 20 ftの深さの水面から上昇の状況は，地城全般を

通じ年間1.2 3 ftの割合を示し， これは水面までの深さや障害物の存

在とは関係がない。

iり 地表下 10 ftの水面を有する井戸化おける上昇は僅かに年間 0.1 ft 

に過ぎないものであって地表下 5 ftで安定するものらしい。

N) 地下水位の勾配を調ぺて見ると，高い水面から深い地方化向って水が

流れており， これは土壌の塩分を洗い落し， Deeper Zones 尻集積さ

れるからである。このことは， Chaj Doab の地下水 9の塩分が高く，

doapの中央地方に塩分が集積される理由の一つをなすもので， この塩

分は長年妬亘って菩漬されたものであるr.,

M0 河川た沿った氾濫乎原は常時高い地下水位を保持しておるもので，表

面流れが変更されると数吠の影響を受けている。

参考のためvc, 1 9 5 8年に観測された水位上昇後の地下水位を等高線で区

分して示すと次の通りで， 1 9 0 0年当時の水位と対比すると，水位の上昇

が甚しいことが明らか匠なる。
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-1 イラン国の土地利用

Iran国の土地利用を歴史的 化 見ると次のようにまとめられる。

塁 の諸種の形態のものが， 数千年間行なはれて来たが， 要は人間の食物の採

から生産への歴史的な変化であって， 勿論初期の段階では家畜の飼育に重点

がおかれ， 古代ぺJレジャ文化の時代たは僅か妬小部分の土地が食料作物の生産

化利用された化過ぎなかったであろう。

初期の食科生産の 活 動は河川や湧泉の利用匠直接な関係があったもので， Ke ． rmanshah地方， 湧泉は多くの土地を潮狼したことだろう。Ghnats或は地下水路または地下道は長い間明らかた 雅漑水源た利用された。一

般(I(, 塁業を大いに支配した要因は， 気象や地形及び小麦や大麦が塁民の主食

であったということであろう 。

初期の大部分の染耕は山ろ くや商原の緩傾斜地匹小麦や大麦が最 も確実な 作

物と して 栽培さ れ， その反面， 河 川 の平野地帯はマラリヤやその他 の疾病の た

めた無住地帯であったと思われ，

生産されたであろう 。

若干の平野が灌漑農業たよっ て野菜や果樹が

Iranには正確な現在の土地利用の状況匠関する統計はないが， 推定匹 よれ ば

その状況は次表の通りであろう。 即ち総面積 16 5百万加 のうち 1 1. 5'1,に相
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当する 19百万haが農耕地で，食料や檬維作物の生産た利用され， この面積に

は休 閑地も含まれている。この外に 1 0百万ha(/)土地が草地として利用され，

1 9百万ha(/)土地が山林で，その他の土地は荒廃地である。 但し， この荒廃

地は山林や砂漠を含んでおり ， 営農の可能性はあるもので， 3 1百万haは耕作

や関拓た常た利用する ことが出来るもの と推定され て おる。 然 し残余の 86百

万ha(/)土地は営供の立場から は常妬荒廃地と して 残置されること花なろう。

イ ランに於ける土地利用の推定表

地 目 百 万ha 弔 備 考

1. 可耕地（休閑地と果樹園を含む） 1 9.0 1 1. 5 

A 可耕地 6 6 4.0 

(1) 泄誤作物栽培地 3.0 1.8 

(a) 果樹園及菜園 0. 7 0.4 

（日 他の作物の栽培地 2.3 1. i 

(2) 乾燥農耕地 3.6 2 2 

B 一時的な 休 閑地 1 2.4 7.5 

2. 永年草地及び牧場 1 0.0 6. 1 

3. 山 林 1 9. 0 1 1.5 

4. 未利用地だが生産性のある土地 3 1.0 1 8.8 

5. 荒廃地， 砂漠，山 地 8 6.0 5 2.1 

ロヽ 計 1 6 5. 0 1 0 0. 0 

．
 

． 
I I ~ 2 Sistan Plain Project 

箪者は機会を得て， Iran国の Sistan Plain Project (I)現地を調査す

る こ とが出来たが，本地区は後述するよう 匠極端な乾燥と夏期は高温であるの

で， 乾燥性砂沢地帯であるから ， 若干の問題点を述ぺることにする。

I I -2 - I 位置と気象条件

本地区は Iran国の東南瑞， 北偉 3 I度花位し， Afganistan との国境化

接する地域であるが， Iran国政府とし ては緊急開発 Projectとして この地

区を取り上げ， その重要性が強調され て おる。
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Sistan Projectは上流の Afganistan から流下する Hirmand河の洪水

位を調節して貯水池匹貯溜し，灌漑水源を確保し，炭畜産業を開発しょうとす

るもので，総面積は約 2 1万加， うら第一期計画は 13万加化及びすぺて Sist-

an 王朝が栄えたところと言われる。この Hirmsnd 河の本支流は従前とも本

地方の灌漑用水陀利用されておるものであるが，国際河川の開係上，その禾明i

花は諸種の考慮が払はれなければならない。

ところで，本地区は極端な乾燥条匠あり，年間の雨量は 19 6 4年～ 19 6 8 

年の 5ケ年間の平均は僅か妬 47. 1 111111に過ぎず，他方気温は年平均 2 l. 3℃を． 示し， 5ケ年間の月別乎均最 高気温の最高は 19 6 5年 6月の 4 1. 5℃と極め
て高温を記録しておる。

． 

特(IC'注目すぺきことは，月別降雨醤において 5ケ年間のうち全然降雨のな

い月が 6月から 9月までの 4ヶ月の間(IC'さら(IC5月と 10月も無降雨匠等し

く，多雨の月は僅かに冬期の 2月の 26. 4 111111妬過ぎなく，従って一般の短期作

物は Winter Cropとならざるを得ない。次(IC'これらの状況を表示して見よ

、ス
ク'o

月別乎均雨批と乎均気温（ 19 6 4~1  9 6 8年）

1 2 3 4 5 6 7 8 
， 10 11 12 計•平均

1fl震

雨量 4.4 2 6.4 43 55 0.1 0.0 0.0 0.0・ 0.0 0.2 3.1 3.1 471 

℃ 
気温,9.0 11 1.4 11 7.6 12 2、212 7.8 I 31.6 I 31.8 I 3 2.3 12 7.6 I 2 o. 7 I 1 5.1 I 8 8 I 2 1.3 

観測地は本地区の中心地の Zabel City 

1年のうちで 6ヶ月間は完全な無降雨か，またはそれ匠近い状態にあること

は甚だしい乾燥地帯ということが出来る。

次た風匠ついて見ると，風向は N方向が圧倒的で，風速匠ついては適当な観

測値がない， 冬期の風速は割合た少ないが，無降雨の 6月から 9月の夏期が最

大で諸所匠移動性の砂丘が存し， Wind Erosion Control が全面的に必要

である。

以上のよう vc' 本地方の気象は全く異常なものがあり，特化夏期は無降雨，

高温，強風の悪条件が重なり，蒸発醤も当然大で，砂漠化の傾向は当然若しい

ものがあり，土壌のアルカリ化以前の問題を有し，特陀夏期の Sand Storm 
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による砂丘の形成と漂砂の移動の問題もある。

I 0-2-2 土壌

本地区の土壌は河成，湖成の推積作用と風積作用たよるもので， Soil Tex 

ture としては Hirmand 河や Hirmand Lake の湖成沖積土花は Fine Tex 

ture の Silty Loamや Silty Clay のものが多く，砂漠というより一般

には士漠とも称せられておる程であるが，地区の東南部花は砂丘地帯が分布し

ておる。

然し，土壌生成の originは割合に新しく， 目下生成過程妬あるものが多い

のは，此の土地の自然条件と畑地灌漑等の人工的な施設の影響を受けておる関 ● 
係上，当然のこととも言えよう。然し，何れの土壌も強弱の差はあるがアリカ

リ反応を呈し， HclKよる発泡が大で，局部的に所謂 Black Alkaliの Sol

onet戎；存在するが，全般的に見ると所謂 White Alkaliの Solonchak

(Sa l i n e So i l)が広く分布しており， Solouchak のなかに Solonetyが斑

状に介在しておると言った方が適切であろう。

一部花は砂丘地帯が存し，盛んに移動中であるが， これを如何にするかはこ

の地区の重大問題で，砂丘地帯に限らず，地区全般的に夏期 Sand Stormの

Seasonには，表士の飛散と逆匠その推積が甚しく，今後灌漑排水路その他の

施設を設けた場合忙その機能を保持するためには，予め対策が必要化なろう。

その対策としては，云うまでもなく防風防砂林を水路網にそって全然的に設定

すると共K, 裸地状態にならないような努力が必要になる。たとえば，当地方

に最も適する Alfal"":tは勿論だが， S u d a n g r a s s, Lo v e g r a s s 等によ

る草生被覆が望ましい。

また，本地方の中心都市である Zabol Cityの周辺を始めとして地下水位

が割合妬浅く，土壌断面や井戸の水位を観察すると，調査当時は 7月中。下旬

の乾燥期間であった化も拘わらず，地下水位は地表下 1~2  m程度と浅く，将

来灌漑水が供給されると， (1 0) Pakistan の Indus Plain の灌漑匠

よる地下水位の上昇の項で説明したように，本地方も alkali化の促進，土地

の荒廃が懸念される 3 このことは，灌漑と同時匠排水の必要性を物語るもので

ある。現に古老の言によると，特vcZabol City部は，都市下水の処理が不

完全な関係上， この地下水の上昇が目立っておると言う。また Iran政府発行
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の Soil Potentiality MapVCよると排水が良くないので，土地の生産性が

相当抑制される部分が Zabol Cityを中心陀存在しておる。

a) 土壌の分類とその性質

元来，本地方の如き標高 5 0 0 m 内外の間陸盆地型平地の乾燥地方において

は， Na, Mg, Ca等の塩化物や硫酸花富んで Solonchak を形成するが，場

所によっては炭酸曹達や重炭酸曹達等の曹達コロイドを多祉に含み，強いアル

カリ反応を呈し，下展土が柱状構造を有する Solone t~が局部的に分布してお

るものである。

● その他各種の士壌が存するが， 今回の野外概査の結果たよって土壌を分類

． 

し，その性竹を述ぺること匠する。

b) Solonchak 及び Solone t~ 

両者共匠地下水型の局部土壌で， Solonchak が圧倒的化広 <Solonetz

はこの Solonchak (1)なか匠介在しておる程度であるから， これら両種のアル

カリ土壌の分布を厳密妬区別することは困難である。また，本地方の土壌は腐

植の含品が少ないから， Black alkaliの特長である黒色の alkali Dep-

ositや表土を見ることがなく， White alkali と同様な地表の塩類や土色

を示しておるが，・下屈土化は，明らか花柱状構造を有しておる so1onetz が

存在し， PH 値も 9~1  0或いはそれ以上の強アルカリ反応を呈しておる。一

方， Solonchak は，ほとんど無構造か薄板状構造で， PH 値も弱アルカリ性

で， 8内外のものが多く，場所匠よっては 7.5または 8.5を示すものがある程

度である。土性は Silty Clay または Clayから Fine Sand と云った具合

妬，その範囲が広い。

なお，耕地は大小麦の冬作が多く，休閑地が割合仄存するようである。

c) Saline alluvial Soils 

Sistan河や Parian 河の本支流の沖積氾濫原の平担地た分布する土壌

で， s01ouchak VC属する。 Soil Textrre は河川からの部位によって異な

るが， Si 1 ty clay等の微細なものが多く，排水は本来不良なものが多く，地

下水位は当然浅<, Soil Salinity の影響を受けておるが，反応は中性乃

至弱アルカリ性で，氾淮の被害や排水不良がなければ，小麦，大麦時化は甜菜等

も適当な灌漑施設があれば好結果が期待出来る。
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d) Salt Marsh Soils 

Hirmand Lake の周辺匠位する沼沢地に分布し，本年は 2年連続の旱天の

ため，湖面は一望の限り干潟地の連続となっていた。通常年の沼沢地に該当す

る部分はアツ， ガマ等の植生となり，本来は偏混状態であるが，本年は乾燥し

て固結しておる。 土色は灰色～黄褐色の Silty clay で，奮植を含む o 地

表面に塩類が Deposit しておるが， PH 値は 8以下で， Solon chak K該

当する。

この， Salt marsh Soil の一部は，築堤すること匠よって， Hirmand

Lake の没水を防止しておる部分があるが，この土地は生産性は中傭程度と

推定され，大小麦や薩菜類が栽培されておる

e) Sand dune 砂丘

本地方は前述の通り，夏期の 6月から 9月までの間は完全な無降雨で，毎秒

I O m またはそれ以上の風速の北風が卓越しておるので， N N W→・ S S E の方

向陀，細長い帝状の砂丘が，特匠地区の東南部に分布しておる。

これらの砂丘は不安定な移動性のもので，典型的なバルハン型の地形を 呈す

るものがあり，移動性の速度は閣取りによると年間少なくとも 20 m余 匠及ぷ

と云う。

なお， この砂丘の砂を砂丘の項部と脚部とより採取し，蒸溜水で没積し，東

洋 PH 試験紙たよって PH を測定した結果は次表の通りで，何れも時間の経過

と共侭， PH 値はアルカリ化の傾向を示すが，脚部の砂はアルカリ化の傾向が

特化若しい。このことは砂丘を今後研究する場合た 参考なると判断される。

砂丘の部位花よる PH の変化

．
 

． 
浸水 20時間後 浸水 44時間後 浸水 68時間後 備 考

砂丘の項部 7. 2 7. 2 7. 4 何れも表土

砂丘の脚部 8. 8 9. 2 9. 6 

附近の一般の畑 7. 2 7. 2 

本表たより推定されることは，砂丘の脚部は炭酸曹達等の曹達コロイドを多

花含むのではないかと思はれるが，詳細な分析結果花待たなければならない。
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I I -2 - 3 今後の課題

特陀，土壌及び土地利用の面から見た今後の調査研究の課題を列記すると次

の通り。

a) 土壌の性質に関する調査研究

前述のように，一応本地区の土壌を分類して性質を述ぺたが， 今後詳細な現

地調査を行なって，土壌断面の調査（特に限位，土性，土色，構造，硬度，地下

水位）等を行なうと共vc'代表的な土壌たついては， PH, EC 塩類の種類とその
含量曹達吸収率，有機物，N, P2屯 •k2 o,  Caso,等の成分匠ついて分析する・必要がある。＇この調査分析の結果忙より，土壌の種類とその性質を明らか妬する。

． 

なお，この結果は，今後の土地利用計画濯漑排水計画，作物の選定等の基本資料と

なるものである。

b) 掠奪農業からの脱却と有畜農業の導入確定

現状は自然の力と相侯って，人為的匠も掠奪一方の災業であるから， 灌漑施

設の改善新設は勿論であるが，地力を維持培養するための施肥基準の作成と羊

や乳牛を中心とした有畜嚢業等を確立する必要がある。既住の分析結果妬よる

と，可吸態の巧 05 と恥 0 は相当妬含まれているが，有機物は 1%以下， N 

も 0.1，，，以下となっている。

C) 地下水の上昇防止

乾燥地帯であるから，湘漑が必要であることは勿論であるが，隣国の Paki

stan国 Indus 平原の瀧漑による地下水上昇のため塩類が地表花集積し土壌

の荒廃が問題になっておるように，単に 灌概だけを 計画することなく地下水位

を上昇させないような排水施設を設ける必要がある。ところが，現化本地区匠

も地下水が相当高い所が存するから， その状況を予め調査して，今後の排水計

画の樹立に資せしめる。要は中国東北部の旧演州の例で示 したように，作物の

根群域の範囲を考え，一定限度以上に地下水位を上昇させないことである。

d) 作物の選択と作付体系の確定

先づ，耐旱性耐塩性作物を選定することが第一で，前項 C3〕項匠おいて述

ぺたところである。 当地方の殷業は在来塁業の城を脱していないが，今后農作

業の大規模機械化が予想されるので，地力の維持を考慮した輪作体系の確立が

必要化なる。幸に本地方化は Alfalfa が良く作付されておるが，これは 多年

-79-



生作物であるから，大小麦等の短期作物を中心とした輪作体系をも検討しなけ

ればならない。例えば，大小麦，ひまわり，べ匠ばな，甜菜，そさい，

Persian, clover, Sudangrass や Love grass 等を組み合せた輪作

体系を樹立すぺきである。 Alfalfa を長期の輪作体系匹組み入れることは勿

論である。

e) アルカリ土壌の改良

C 7〕匠おいて既匠述ぺたところであるから省略するが，特に本地区は地形

平担であるから灌漑排水による塩類の洗脱を効果的花するための努力を払うと

共尻， Iranは産油国であるから原油の精製過程匠生産される Sの活用による ● 
アルカリ土壌の改良を検討する必要がある。

f) 風蝕防止と緑化

繰り返して述ぺたよう vc'本地区は特に夏期の風蝕が甚しい。よって，今後

の計画としては，先づ用排水路網匠そって全面的に植樹すると共に宅地や道路

忙沿っても防風林を設け，さらに畑地も極力裸地状態陀なら ないよう VCAlfa-

1faは勿論だが， Sudangrasa や Love grass 等花よる草生被覆が肝要で

ある。

植樹の場合の樹種は今後研究を要するが， Tamarisk, Casuarina, Eu 

caliptusや深根性灌木である Atriplex を下木として考えることも一策で

ある。

Abu Dhabiでは，前に〔 9) 匠おいて述ぺたように灌誤たよる植樹匠懸命

な努力が払われておることも参考となろう。

c註） 上述の課題を解明するため匠は， Zabol CityVC試験研究機関を強

化すると共に， Extention Work を活発匠展開しなければならない。

〔1幻 Ki I i man j a r o山麓の農業とアルカリ士壊

I 2 - I 標高と気象

有名な観光地である Kilimanjaro 山は Kenya と Tanzaniaの国境に位す

る標高 5,8 9 5 m のアフリカ最高の休火山で，南緯 3度から 4度の熱帯地域忙

またがり広範な地域を占めるもので，筆者は Tanzania国側の山麓地方を調査

する機会匠恵まれた。
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熱帯圏匠位するが，山麓は標高の差花よって気象条件は大い匠異なり，標高

3 0 0 m の低地帯から，常時積雪と永河がある山頂の間たは，熱帯から寒帯に

わたる気象条件と植生状況が見られる。

即ち，塁耕地帯の大部分は標高 2,0 0 0 ftから 7,0 0 0 ft の間に分布し

当国第一の集約な農業が営まれており，森林地帯はその上部から 10, 0 0 0 ft 

の標高の間にペルト状をなして分布し，さらに山頂近くなると雑木林地帯で遂

陀は無立木地帯となり，他方標商の低い地帯匠なると乾燥性の灌木 Savama 

となる。

揉高と気温及び降雨祉の関係を気象観測地点の揉高別匹見ると次の通り。

観測地名 標 高 年平均気温 年平均雨祉

Lyamung 4,1 0 0 ft 1 9.0℃ 1,4 5潤1/L

mos hi 2,670 2 3.5 9 8 1 

Same 2,820 2 3 4 6 5 0 

Tanga（印度洋岸） 1 6 0 2 6.4 1,600 

12-2 地質と土壌特化低位部のアルカリ土壌

Kilimanjaro山麓の地質は熔岩の流出によるもので， Basaltや Aude8-

ite 等が広く分布し，塁耕地帯の中心をなす地域はこれらの岩石を母岩として

おり， これらの火成岩の下流部はQ,u art zit es, Crystal in e,  G n e is e 

及び Pelitic Schis.t （泥土岩）等を母材としておるが，火山灰は遠く最・近建設された Nyumba ya Mungu Dam までも分布しておる。

以上のよう K, Basaltや Andesite 等の塩碁性岩からなる地域は Mg'ゃ

Ca の塩基た富み，含位も他の Tanzania の地方よりも梢々多くて地味妬恵

まれ，且つ当地方には賢質優秀なチヤガ族の居住地域で良く開発され，人口桐

密な地域であるが，地形は相当な傾斜を有し，雨砧 も多いから水蝕作用が甚し

く，随所花侵蝕谷が見られるから，土地保全匹注意を要する。

土壌の分析結果を見ると，標翡が高く，雨祉が多くなるに従って酸性反応を

呈するが， Lyamung以下の標高（約 4,0 0 0 ft)となるとほぼ中性となり，

さら匠標高が 2,0 0 0 ft以下の Pangany河の流域となると，雨械も少なく

なり，アルカリ反応を呈する乾燥 Savanna 地帯となる。即ち，標高から見る
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と低位部から標高の高い土地化向かい，順次アルカリ性→叶コ性—→酸性という具

合た反応が変化している。従って，注意しなければならないことは，熱帯圏の

同一山系でも ， 標高に応じて種々な土壌が存することであ・る。

これを土壌の断面から見ると，中流部の農耕地帯は dark brown - dark 

reddish brown の土色で， Saudy Loan - Sandy clay Loanが支配的

で，熔岩の破砕物を含み粒固構造で透水性は良く， PH 値は Lyamany_附近で

6 - 7のほぼ中性であるの化対し，下流部は Silty Clay で粒子が微細妬な

り，にぶいかっ色を呈し，特長的なのは PH が 9- 1 0と強いアルカリ反応を

示し，構造は縦に亀裂が入った柱状構造を有し，典型的な Solonetz type(J) • 

アルカリ土壌である。

I 2 -3 土地の開発•利用

この Pangany河の流域は，既化完成された Nyumba ya Mungu Dam の貯

水を利用して，約 30, 0 0 0 acre を灌漑しょうとする計画がある。この Water

Master Plan は今後に残されており，現在は僅に I6 asre の土地た対する

灌漑栽培の試験が行なわれておるに過ぎない。

F A 0は， この瀧漑予定地を含む 2 3 0, 0 0 0 a c r e の土地に対し，米国の

開拓局方式で土壌の概査を行ない， I 9 5 9年陀その結果が報告され， I : 

I O 0, 0 0 0の map 妬図示されておる。

その結果をまとめると次の通り。

II級地……… 3,0 0 0 a ere 灌漑た適する。

アルカリ土壌匠属しない火山性土壌で，高い生産性が期待さ

れる。

m 級地．．．•••… 1 3, 7 5 0 灌漑の適性の範囲内匠ある。

v級地……… 開発の適性に関 し技術的な検討 が必要。 I0, 0 0 0 acre 

特匠局端な Alkali condition であったり Heavy dey 

や排水不良の問題があり， Alkali土壌の性質や石こう及び

石灰等妬よる土壌改良たついて調査研究を要する。

W級地．．．．．．．．． 97, 0 0 0 acre 永久に不適当なもの

この Water Master Plan ならび妬事業の実施たついて， Tanzaia 政府は

日本政府た対して協力方を切望しておるので，本地区の問題は今后の検討課題

-82-
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となる。

等に注目すぺき事は，現在チャガ族の居住地城は土地が狭く農業開発がその

限界陀対し，戸当り経営面積は平均 3acre 程度で零細規模であり，人口は増

加の傾向をたどり（人口増加率 2.5~3. 0 $),潜在失業者が多数現存してお

る(/)で，既化完成され，発電のみ妬利用されておる Nyuwba ya Munge Dam 

の水を，計画通り匹濯漑塁業に利用発展せしめることにより• チャガ族の密居

地域の煤業構造を改善すれば， •その効果は誠匹大なるものがある。

● あとがき

． 

限られた時間の講演であったので，説明が不充分な点も多いことと思う。

また引用した内容も，極めて一般的なものと，直接策者が調査した地域の状

況を主眼としたので，地城的匠も，また全般的匠もかたよったものとなってお

る。

本来， Alkali土壌(/)分布は相当広範囲にまたがるも(/)で，今回述ぺた地域

(/)外花，北米，南米， ソ連及び濠州近くは中国大陸等たも分布しており ， 従っ

て世界的な規模にまたがるも(/)である。

日本は混澗塁業圏匠入る(/)で， 日本では乾燥塁業の経験はないが，あえてあ

げれば海面干拓地の場合妬，塩類土壌(/)問題が論ぜられる程度である。

最近は石油産出国(/)ことが，種々と重要な問題となっておるが， これらの中

東産油国は何れも乾燥地帯妬該当しておる。

引用した賢料忙ついては，関係者(/)諒解を求めるぺきであるが，時間の関係

上，そのいとまがなかったので，御諒承を切匠御願いする次第である。

-8 3-
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日本青年海外協力隊の今後の課題

日本育年海外協力隊
事務局長伴 正

皆さんの大部分は協力隊の事は知 ってお られると思うが ，知っていない万もあ

るので初めに ，しくみ のあらましを説明する。

● (1) 協力隊事業の現況

． 

この図 1をみると協力隊は，まだ発展途上であり，アジア，ァフリカが主だと

いいながら ，派遣国は非常に限られており ，現在，南太平洋のミニステイト ，西

サモア ，トン ガ等を含めて ，16ケ国へ協力隊員が，行っている。

現在，海外から協力隊を受け入れたいと 言 ってきている国が ，こ のほか紀 10 

余りあるが ，協力隊を派遺する花は ，政府間で正式の協定を結んでから派遣する

という事匠なるので，そちらの方がなかなか手間どって ，派遣国が急速紀ふえる

という事は ，考え られず ，1年VC:,2~3ケ国 づつふえてきている。次頁 参照

第 2表 派遣累計表

これを見ればわかるように，上の方は国別匹出ている。現在までVC1, 5 0 0 

近い人が派遣されており，派遣中の数は約 50 0人である。内訳の所に年度が入

っているが ，協力隊は ，今年で 8年目である。 次頁第 3表参照。

派遣業種 協力隊の派遣業種は，技術協カ一般の派遣業種と同じよう匠

必らずしも，理科系統の人でなくとも良い択だが，現状では ，理科系の人が ，圧

倒的匠多く ，文科系の人は ，非常花少ない。こ の点が，日本の乎和部隊と いう二

ックネ ー ムをもらっているが ，ア メリカの平和部隊とは違う処である。

アメリカの平和部隊は ，依然として ，過半数が ，文科系の人である。 主なもの

vc,学校の先生がある。アメリカ人が英語を教えるのだから，考えてみると，楽

なもので ，そ の点 ，日本の協力隊は ，困 難な仕事をやっているといった方が適当

かと思う 。
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注1．統計には再派遣は含まない。

2. ()内は女性隊貝。

3. ●内は シニア隊員（シニア隊員は現在統計には含まれていない）

第 1図派
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第 4 長を見ると ， 協力隊が非常妬 伸びて きているという •JJ:がわかるが，過去 4

年間は ，横ばいの形をと っ ている 。 現在 ，尿囚をいるいろ検討中だが ，やはり最

初ケネデ イが ，平和部隊を言い出した直後は，世界中で ，平和部隊や ，ポランテ
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アサ ー ビスというものが ，脚光をあびた訳だが ，今定沼期匠入りつつあるという

事だと思う 。 少々新鮮な感党というのがなくなってきた処から ，横ばいの状態匠

なってきたのだと思う 。 ただ ，現在の日本の協力隊は ，pR不足であって ，この

面では ，もっと多 くの人匠協力隊の事を知ってもらわねばいけないと考える。 た

だし ，現在私が考えている事は ，本格的なpR をやるに先だって ，過去 8年間の

協力隊の隊員の体験をもう少し ，分析 し ，彼らのぶつかった課題をしっかりとら

えて ，新しい発足をする事が必要であると思う 。 今までのよう花 ，だれ匠でも ，

訴えかけるとい うのではなく ，最初 から協 力隊 とは ，きび しいものである。 とい

う事を ，むしろき びし い処をかくさないで ，皆匠よ く知ってもらう必要があると

思う。成功例ばかりではなく，失敗例もかなりあるという事を伝えねばならない 3

考えて見ると，何が成功で ，何が失敗なのかという事もわからないぐらいこの

協力隊の仕事というのはある意味が深＜ ，ある意味でカベが厚いのであるという

事等をきちん と組 み立てて ，それからpR していきたいと考えている 3

．
 第 5派遣分野別表（実績と現況）

． 

（注）内綸 ー現況

外は 一実績
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第 6 各国別派遣現況分野表
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タンザニア モロ ッコ
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合パングラデシュ (3名 I

トンカ(l名）は
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圧倒的化多いのが，虚林。水 産 で ，約 半数を 示 している。同じく全隊員を見れ

ば第 6表のよう匹なるが ，国 別花見れ ば国別の差 違が有る。フィリビンの場合は ，

塁林。水産が 4分 の 3以上を 示 している が ，ザンピアをみると農林 ・水 産 の比 率

は俳常匠低いという様花 国 の事情 花より，職種の配分が違う訳である。

第 7女性隊員派遣実績
昭和48年9H 1 H現在

．
 

． 
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衛生検査 I 1 0 1 

看 護 ， 2 3 9 6 29 16 13 

栄養改善 2 8 10 4 6 

福 祉 2 2 0 2 

日本語教育 7 5 16 28 7 21 

数学教育 I 2 3 0 3 

理科教ff 3 3 0 3 

造形美術 2 2 0 2 

調査・研究 1 1 2 l 1 

コンピュークー 1 1 1 
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女性の統計 協力隊では ，女性グル ー プがなかなを活躍している。 日本社

会では ，会社などは「女の子」という言葉があって ，お茶くみ等をやり ，男の服

員が本職只であり ，女の職員は ，はずれているといった様な感じがあるが ，協力

隊の中では ，女性グループもなかなかしっかりしており，不思議な位 ，男女の差

別がない。 O B などでも ，女性がなかなか活躍している。

予算の動き

昭和 4 0年度 7 2, 8 7 0千円 昭和 4 4年度 8 8 8, 9 6 9千円

昭和 4 1年度 1 7 5, 3 1 0千円 昭和 4 5年度 1, l 6 6, 0 9 3千円

昭和 4 2年度 387,780千円 昭和 46年度 1,538,289千円

昭和 43年度 6 7 7, 3 4 8千円 昭和 4 7年度 1,687, 5 4 7千円

昭和 4 8年度 1, 954,961千円

予算の動き —―— 協力隊の規模を金額でとらえると ， 現在大体年間 2 0億円で

あるっ

年令・学歴 大体半分が 4年制の大学を出た人で，残りの半分が ，高校 ，

専門学校 ，短大 ，大学院 ，中学を出た人である 。

日本以外のボランテイア 日本が現在 56 4という数字匠対して ，ペルギ

ー が 60 0 ,オランダが 50 0近くということで ，日本は ，小さなベルギー， ォ

ランダとほぼ同じ規模である。カナダのよう vc'人口が 2千万ちょつとしかない

国でも，日本の 3倍出している。フランス 6,0 0 0 ,西ドイツ 3,5 0 0となって

おり ，日本並の大きい先進国とくらぺると ，1ケク低い訳である。 C.れらの問題匠

ついては ，後でくわし く述ぺる。

応募から派遣まで これが ，協力隊のしくみの骨組みであり ，今年から

協力隊は ，年 2回募某する。

まずどこから事が始まるかというと ，受け入れ国の方で ，どうい う業種の隊員

を、，どういう所で協力し て もらいたいから何名というよう vc'受け入れ国の方か

ら要請がある。 要請というのは ，こちらの方から，さそい水をかける事もあり ，

向こうから呂つてくる事もあるが ，最後匹話しが決まる時は ，受け入れ国の政府

から ，外交ルートで ，日本政府へ正式匠安請が行なわれる。正式要請をまとめる
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時期が後半では ，10月の 1日である。ここでいろいろな国から ，どんな栽 種 で ，

何名の正式要請があったということ ，メ切る 訳である。 これ匠碁づいて募巣を

開始する。 1 0月 15日より 11月 30日までの間匠願困の受け付けを行う。一

次試験が大体 ，1月の中旬匠行なわれる。

第 8学歴別・年令別表 昭和48年 9月1日現在

．
 

． 

年
学 歴

令
人 数

大 ,.,,. 子 高 校 専 門 短 大 大 学 院 中 学

20 39(4) 3(1) 12 21 (2) 2(1) 1 

21 87(5) 14 28 32(2) 10(3) 3 

22 186(26) 98(12) 30(2) 42(5) 15 (7) 1 

23 268(21) 145(11) 51 (2) 46(4) 24(4) 1 1 

24 283(19) 172(11) 47 39(2) 17(6) 7 1 

25 178(16) 98 (6) l 30 35(7) 11 (3) 3 I 

26 136(17) 77 (5) 21 24(6) 10(5) 4(1) 

27 101(11) 63(3) 11 (1) 18(3) 6(3) 2(1) 1 

28 66(11) 31(3) 10 18(4) 6(4) 1 

29 50 (12) 21 (3) 8 13(8) 4(1) 3 1 

30 20(4) 11 (1) 4 3(3) 2 

31 13(3) 6(1) 2 2(1) 2(1) 1 

32 5(2) 3(1) 2(1) 

33 8(2) 4 (1) 2 2(1) 

34 2(2) 1 (1) 1(1) 

35 1 (1) I (I) 

36 5(4) 2(2) 2(2) 1 
上

計 1,448(160) 749(62) 258 (6) 299(52) 107(38) 25(2) 10 

％ 100% 52% 17% 20% 8% 2% 1% 
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第 10各国のボランティア活動状況

全てのデー ターはi.S.V.S(internationalSecretariat for Volunteers Service)による。
1972年 1月現在のもの。

①外国からのポランティアを受けいれている国（及ぴ領土）・人数

1972年 1月1日現在

受 入 国 人数 受 入 国 人数 受 入 国 人数 受 入 団 人数
←―  

（アフリカ） シ ェラレオネ 287 0ィ ン ド 713 ポリ ピア LO 

アルジェリア 211 ソマリ オ 5 インドネシア 117 ,~ 
’‘ マ 2 

アンゴラ I サウス・アフリカ 10 B 本 17 プラジル 582 

ポツワナ 142 セント・ヘレナ 3 韓 国 249 パーミューダー 1 

カメルーン 633 スー ダ ン 30 0ラ オ ス 234 英領ポンジュラス 171 

中央アフリカ 49 スワジランド 134 〇マレーシア 617 チ 1) 123 

チ ヤ ド 134 〇タンザニア 513 〇ネパール 238 コロ ンピア 289 

コンゴ（プ） 15 卜 ゴ 192 バキスタン 17 コスク・ リカ 100 

ダオメー 174 チュニジア 175 〇フィリピン 480 キュー パ 6 

エチオビア 310 ウガンダ 374 シンガポール 15 エクアドル 252 

ガ ポ ン 117 アパー・ウォルタ 172 サ ,, 57 0ェル・サルパドル 84 
ガンピア 85 エ ジプト 11 夕 イ 428 フォークうンド島 3 

ガ ナ 540 〇ザンピア 499 サラワク ， グアテマラ 142 
アイポリ・コスト 421 （中 近 東＞ ヴェトナム 33 ギ ヤ ナ 2 

0ヶ 二 ア 868 アフガニスタン 150 フィ ジ一 121 ポンジュラス 50 

レ ソ 卜 253 ノくーレン 1 4 オーストラリア 3 グ ア ナ 18 

リペリア 278 パングラティシュ 27 ギルJ←ト・エリス 17 メキシコ 34 

マラウイ 194 イ ラ ン 182 ミク ロネ シア 296 ニカラグア 75 

マ ') 31 イスラ エル 19 二 ウ 工 2 モンテスラータ 1 

モリティウス 29 ヨルダン 14 ニュ ージラン ド 1 ノぐ ナ マ 59 

〇モロ ッ コ 245 レ，くノン 12 ニューカレドニア 2 パラグア イ 76 

コ モ ロ 3 イエメ ン 33 ニュー一ヽ プリテス 30 ペ ）レ 376 
1 J ピ ア 1 0ン 1) ア 2 9ぐ・ニューキ・ニア 337 ウルグアイ 1 4 

マダカスカル 102 卜 ）レ コ 25 ソ ロモ ン群島 59 ヴェネヅェラ 238 

ナンセイ・アフリカ 3 （アジア・太平洋＞ 卜 ン ガ 81 パルパドス 271 

ザイール 502 プルネイ 10 西サモア 71 ド ミニカ 71 

ルワンダ 219 セイ ロ ン 26 ウオリス・ 7ツナ 2 ’‘ イ チ 51 

セネガル 171 台 湾 19 （中冑米・カリプ濤＞ トリニダド・トパゴ 27 
‘‘.. .,,. 

セイ・ケ レ` ス II ホン コン 21 アルゼンチン 7 そ の 他

〇印はJOCV受入国 (i.S. V.S lnbex 19 72年版による）

．
 

． 

-9 6 -



②各国が開発途上国（領土）へ派遺中のポランティア数

．
 

． 

派 遺 国 派遺機関 人 数 派 遺 国 派遭機関 人 数

オーストラリア 3 132 イスラエル 2 

オーストリア 4 264 イ 夕 1) 1 3 42 

ペ ）レ ギ 2 8 606 日 本 2 564 

プルガリア 1 リヒテンシュタイン 1 4 

力 ナ ダ 4 1, 5 4 6 ルクセンプルグ 1 11 

コスタ lj 力 2 30 オ ラ ン ダ 1 483 

デンマーク 2 332 ニュージランド 1 108 

フィンラ ンド 1 1 7 ノールウェイ 1 125 

フ ラ ン ス
， 6, 4 41 フィ 1) ビン 1 135 

東 ド イ ツ 1 スエーデン 5 245 

西 ド イ • •ノ 1 4 3, 56 3 ス イ ス 7 510 

アイルラ ンド 2 8 夕 イ ワ ン 1 3 

イ ギ IJ ス 4 1, 913 

ソヴィエト連邦 1 

ア メ 1) 力 1 7 8,433 

国 連 1 52 

計 28 カ 同 25,567 

注 1) 数字はすぺてi.S.V.S資料による 。

2) 各国の派遺人数は、その国の機関が送ってい る人数の合計。

3) H本は1:1本青年海外協力隊及ぴOISCAInternationalです。

4) 国によっては不詳の派遺数があるので合計数はふえる。
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一次試験は， 47の都道府県で，紐記試験が行なわれる。種類として，英語 ，

論文，技術がある。技術試験は，試験問題が何十たも別れる訳で，稲作で応募の

人たは，稲作，野菜で応募の人たは野菜，農産物加工花は，塁産物加工 ，塁業機

械たは，塁業機械というよう vc'それぞれの種類匠よって，試験も何十種類も作
らねばならない訳で，受験者は自分の職種たあった試験を受ける。

二次試験は，面接であるが ，2月下旬た行われ ，発表は 3月 1日である。

海外からの要請をまとめてから ，合格 者が決まるまで ， 5ケ月の期間が必要匹

なる訳で，その後vc,訓練が始まる。訓練は，合格した人が，前期組，後期組匹
分かれて行われる。前期組の訓練所入所は原則として， 4月 1日，後期組が 6月 ・
1日とな っている。訓練期間は全部で 4ヶ月である。 従って前期組でも訓練が終

るのが 7月たなるから現地へ行くのは， 8月の中旬である。相手政府としては，

9月中匠要請を出して，早くて次の年の 8月中旬まで待たなければ，現実匠隊員

は現地た現われない。後期組匠なると， 1 0月の中旬花なるから ，ちょうど 1年

すぎてから現実匠隊員が到着することたなる。このあたりが，協力隊の非常化む

つかしい所で，できる事なら，向こうが欲しいといってきた時vc'翌月匠でも派
遺できれば，相手国も非常匠喜ぷだろうと考える。又一年もたってしまうと相手

国の事情も変ってくる事もある訳である。

クンザニアの農業局長だった人が，人が変ってしまった為vc'前任者は非常に
熱心だったけど，後任者は，それほど熱心でなかったりした例もある。中央政府

でもこのような事が起るが，クンザニアの本人の勤務地である地方のウジヤマ村

た行くと，さらた事情が違っている時がある。

技術協力全般匠ついておこる事だが，クイム。ラグ（時のずれ）という現象で ・
ある。こちらは懸命vc'要請に基づいて人材を確保し，訓練している間匠事情が
変ってしまい，隊員が行く頃たは向こう側は喜んで迎えられる時も勿論多いが ，

冷やかた迎える楊合もある訳である。こういう所が技術協力の非常たむつかしい

処で，協力隊もその例たもれない。

クイム・ラグの問題のほか匠技術協力全般匹ついて，マネージメントのカベと

いうことがある。専門家で行く人でも ，協力隊で行く人でも共匹おこるのだが，

例えばフィリピンの中央政府では ，協力隊匠非常に熱心であって ，ミンダナ

オ島のどこどこへ稲作の協力隊員を入れたいと必死化なっているにもかかわらず

その事を現地た伝えてない事があるのである。現地の了承を受けてないのである。
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これは発展途上国陀 ，ありがちな事で ，政府の中の事務の流れが ，方ぼうで切れ

ているのである。従ってこの事からくるいろいろな障害というのは，技術協力た

たづさわっている人が非常たこまる事なのである。 しかし頭たくると言っても向

こうの国の行政組織というのは発達しておらず ，独立して 2 0年位たつかたたな

いか位なので，向こう化はそれだけの内部のコミニケーションを要請しても ，実

際仄はその通り 匠 動かない事もある訳である。

こういう事から特匹初期の協力隊員は ，ょうやく任地へたどりついたと して も

• 何し匠きたのか・などと言われて ， 非常にジョックを受けた例が あ る。冷水三

斗というか今まで張り切っていた気持が一 挙匠ふきとぷ様な挫折感 ，ゃるせなさ

を味わう事が少なくない。

最近はこのような現象はだいぶ減ってきた様であるが ，時々このような事があ

る。こういう事は，隊員が現地でぶっかる最初の事だが ，こういうショックを 4

つ 5つは受ける訳である。 そういうショック匠耐えなければ ，話匠ならない訳で

協力隊で 4ヶ月間訓練するという事は ，そういう時のジョックた対する抵抗力を

羨うためでもある 。

例えば，そのようなジョックを受けた時匠，言葉がよく出来れば ，そのジョッ

クは三分のーですむだろう。かねて話化聞いていたが ，それがきたのだと考える

事ができ ，いろいろな所匠行って説明をして「中央政府から何か書類がきていな

いか？きているはずだが」などといろいろな人化聞いてみたり ，私の要請はいつ

頃だからその辺の書類をしらべてみてくれというようなこみ入った話ができる訳

である。

現地へ行ってから How are yourと言われてyes などと答えている人が日

本人たは多いのだが How are yourと言われたら f i 118 とか Very well 

Thank yourと言わねばならないの匠 ys s,では意味をなさない。こ のよ

うな調子だったら本当た途方匠くれる訳である。 最初からこんなところでつまず

いていたのでは協力 ど ころではない。 言葉一つ匠しても充分な訓練を経て行くと

いう事は現地でのフラストレイ、ンョン匠耐える抵抗力たなる。

現在語学訓練はどのような事をやっているかというと ，4ヶ月間のうちの最初

の 2ヶ月は半分が語学である 。 後の 2ヶ月間は完全匠語学だけである。 その間は

日本語を使う事を禁止している。 起きている間 ，日本語を使ったらいけないとい
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という事匠なっている。たとえばネパー
ル語を初めて習ったとしても，そのネバ

ール語以外は決して使ったらいけないと
いう事化 なっ ているので，大変 苦労な沢

だが ，実際花現地へ行くと実際ネパール
語だけなのだから，現地の状況を日本で

人為的化作らうという考えである。inte
nsive language training（染中語

学訓練）というのがそれであって，と匠
かく日本語を使わせないというのが，言

葉がうまくなる方法である。このような
乱暴な方法で，後期の諾学訓練は行われ

ている。若い人が多いのできびしくやれば
やる程うまくなる。

現地へ行って挫折緑に耐えるには，この
言語だけでは足りず，異民族の中化と

び込んでいけば，日本で使われている常
識が通用しない訳だから日本の常識は通

用しないのだという事を，実感で持って
いなけれ ばな らない。向こうの人の日本

人からみたら不思議と思われるような行動を
じっとながめていて，•これはどう

いう事なのだろう●と考えながら観察する
目が要る訳である。

そして自分がちょつと行動してみて，そ
の反応をみる，というよう vc'現地の

生活リズムを自分の実感として持つまで
の，いろいろな工夫がいる訳で，それ匠

は，素養がいる。

訓練中の最初の 2カ月の半分は，そのよ
うな異文化の中に飛び込んでい って，

異文化の接点化たって，まず自分が気分
的匠参らない事，そういう中で仕事をす

る事，その為vc'現地匠行く前に素養を培うという意味で必要
な講義をする訳で

ある。読まれた方もあるかもしれないが
，中根千技さんの本などはこうい 5時の

テキストになる。

訓練中匠は開発謂座というのもある。た
とえばフィリビン匠行った場合vc'日

本全体では ，フィリピン妬対してどのよ
うな援助をしているか？協力隊も行って

いるし，コロンボプラン専門家も行っ て
いる。パイロットファーム，賠償のプロ

ジェクトもありp又借．次もあるというよ
う vc'現地で日本の援助がどう展開され

ているのかという事の頭ができていない
と，協力隊活動の位置づけもよく分らず

従って工夫がうまく進まない。こういっ
たいろいろな事があって，訓練中たは，

座学というのが，重視されている訳である
。

他た意志訓練というのがある。これは体
質的に苦痛を与えてそれ匠耐えるとい

う形態をとる訳だが ，そういう種類のも
のが，主として体育という形で行われる。

中匠は，坐禅という形でも行なわれてい
る。しつけの問題も訓練所では重視して

．
 

． 
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行なっている。 しつけという点で ，現在の日本人は非常匹よくない。 今まで

の協)J隊 ：T）人も ，現地妬よくとけ込んで ，立派陀やっている人が多いのだが ，し

つけはよ くできていなかった憾みがある。そうするとバカ陀されるのである。

どういう＇］｝かというと ，日本人というのは ，心情的vc'庶民的なもの匠あこが

れる傾向があって ，支配階級というもの匠対する反発というも 7)がある。 例えば

丸首の丸シャツでサンダルやゴムぞうり等をはいて ，パーティ匠出るなどの事を

やっている。我らは民衆の味方などといって得慈匠なっている訳である。このよ

うな'1iをすると ，民衆もバカ匠するのである。 「あれは ，我々と同じ卑しい身分． の人1甘jた違＾ない ］ 「大したことはないぞ」という様な事匠なってしまう。イギ
リス人が統治がうまいというのは ，いい意味ではなく ，民衆とかけ離れた服装な

どをやって ，威厳を保って，iう市をきかせていたからである。 日本は全く反対で

ある。協力隊でしつけ教育をやかましくやっているのは ，外でバカたされないた

めでもある出る場所侭出たらちゃんとネククイをつけるぺきである。

まだ，ァ ．ンアでも アフリカでも西洋かぷれだから ，その点を考える必要がある 3

英国風(/)紳 ・上の格好を しておれば ，あの人は協い人なのだという下vcなって ，その

偉い人が出んぼし℃人って仕，ドをするとなると ，初めてさすがは日本人は違うという

＇い匹なるのである。とこるが身なりが変な格好だと，E!:lんぼ妬人っても少しも感

、しなど してくれない。逆妬 「我 々と同じ階級の人間なのだろう。」と思って言う

ことをきいてくれなくなるのであん。こういう F匠なったら何匹もならない。だ

から常匠二つの顔を持っていなければならない沢である。

こうい 5,1tがあって ，ポランテアというイメージから日本的匠見れば ，奇奇怪

● ,tlなのだが ，訓練ではテープルマ ー ナーなども教えている。やはり外匠行く時は

外へirく時の用店が必要な沢である。このよう匠いろいろな訓練を行う。途中で

訓練生がパテてくることもあり訓練というものは中々難しい。

現地へ行くと ，まず 1ケ月は仕 TVCならないで ，現地訓練というのが行われる。

この現 地訓練というのは百パー セン トは本格化していないが ，やり方としては次

のようなガ法である。

日本人 1Iil志は全部切 り離してしまって ，友達の所匠ゆ く事もできないも’‘態匠す

る。 トイレ匠行くのも ，た事をする妬も日本語では用をなさないという怜況匠し

て ，現地人の I所へ ，下宿させる。 下宿先というのもいろいろあって ，その地の名

士の所へ泊る巾もあるが ，本当の土の家へ泊る事もある。
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そこでど肝を抜れながら現地へ習熟する訳で ，そのうちいやおうなし匹視地(J)i.f染を

使うこと尻なる訳である。

言葉というものは ，一種の度胸の問坦である。現忠疫胸ができれば ，だんだんうま

くなっていくものである。度胸が出るまでは全然ダメである。これは水泳と 1u]じ‘Jj.で

水を見て水がこわいようではダメで，水匠人 って浮くという自 信がつけば ，あとは上

達して くる。これとー諸である。日本人は外国語から逃げよう逃げようとするからJ--

達しないのである。

専門家の場合も同じで ，せっか く最も関係の深い相手国側の偉い人を招行して ，品古

し合う機会を作っても，日本人 から相手国の客匠話しかける人はあまりいない。f➔ + • 

人同志でかたまって，日本語の世界を つ くつて そこ匠逃避しているような状態てある。

現地では ，何をする匠も日本語では通じない。 下宿方式で ，語学』II線の蚊後の ，し

め く くりする訳である。

それからいよいよ仕事匠とりかかる沢である。協｝J隊では給」J-という概念を排除し

ている。ポランテアサ ー ビスであるから給与は無くて ，現地牛括伐を国が負担rると

いう考えをとっている。大部分の国が月額 17 0 ドルである。日本てもこれ以 I:(J')令

額はもらえるのvc'外国化いて呂・労して協力する隊員匠これだけ Lか出さないという

こ とは ，給与的考えから言えば ，隊且匠対して ，まとと尻失礼な ，人をバカし℃した額

である。なぜこの給与抑制方針というのを ，金科玉条として守っているのかというと，

IヽF口:ir.t，ぉ、金を持っていると ，ついつい使ってしまう。

アジア。アフリカの大部分の民衆というのは，本当花往困の中 VC,I卜．きている訳で，

民衆の中匹とび込めといっても、お金を持っておれば，人間というものは‘沿い者だか

ら初心を忘れて，生活が優雅VCなって民衆と断絶してしまう｀F匠な Oc こういう．n匠 ・
なったら協力隊なんかやめてしまった方がいい成で，民衆指向といら ：Jj.こそが協力隊

の本領なのである。

民衆指向型が失なわれるようなら ． 命取り匠なってしまう，，ゆえvc.rっと給り：1（氏

くおさえている成である 3 しかし、紅外な付．隊jしのほとんどの人が給J)-(/)'Jj. tt Ifわない 3

立派な態度だと思う 。

青年海外協力隊を考える

私のこの論文の前半は，協力隊の、む」知，む味を R本の国内的見地からとらえた物で
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ある。協）J隊には国内的な面と，対外的な技術協力及び人間交流との二つがある

択である。まず技術園）J.人間交流の対外的な面での問閣をとらえていく。

第一協力隊はポランテアであるという考えをとっている。ポランテアという見

出しで，海外妬於けるポランテアはどんな特色があるかという •'JJを初め花万いて

ある。その為匠まず， 日本のポランアテ運動妬ついて考えて見よう。

日本のポランテア運動というものは， 日本守年奉仕協会等がある。これは何か

の報酬を碍るためではな〈無報酬で何か世の中の為匠なりたいと思 5時 K, 自分

の余暇を使っていろいるな奉仕活動をするという事である。だから老人ホ ー ムと

か身院者の 一Jで・供の保脊施設での I荏仕活動や山奥の辺を作 ったりすることが，》即芍

のポランテア活動の対枚 vcなる訳である。 日躍日化行ったり，休暇をとれる最大

限の時間を利用してやるのが日本のポランテアである。昔は，天理教の人などが

迫をはいたり，いるいろあったが現在は公園など化は都の従業員がいて，掃除し

ているし，村逍なら村がちょとその気匠なって作ればいいはずなのである。

ポランテア 1舌J力の分野と，国や地方公共団体の分野というものは，境界線が必

ずしもは っ 点りしていないが， R本国内でのポラソテア活動というのは，国や，

地）j公 共団体の手 (/)打き）1ilき陀くい，非常尻キメの細い仕＇ドで， 手が行き届かな

い19ivc手をのばすというふう匠考えてよいと思、うC とこるが協力隊のJ.品合は，ニ

つの点で違：： r所がある。

第一 (/)，点、は， 会社） 7.：場が終ってからというような中途半端な時間では決して

で食ないという↑ャである。日曜日 vc' フィリピンまで行って働いて帰るなどとい

う弔は，でぎる訳がない。全社の年次休暇を全部使ってやったとしても，それで

は，＇，、：Jい旅｛ ーしを使って行く訳だから合わない訳である c その旅伐をフィリビンのど

こかの村へ寄付したJiが良いという＇ F花なる。協力隊は海外へ行くとすれば，現

在の会社を辞めるか，現在の会社の特別なはからいで，休職してもらうかして，

少な 、＇とも 2年半かかるので，現在の仕事からとの期問は離れねばならない訳で

ある。 これは大少くなふん切りを必要とする。

現在たくさんの人か，協力隊匠志屯しているのだが，いざとなると，現在自分

が勤めている会社をすててしまうか，どうかという用たなる。会社の上 nlK相談

すると， ，パカな•J_トttやめる ＇ というしPvcなったり，親兄弟匠も阿じような｀Fを

臼われる。何も会社をやめて汁6外へ行く必要はないと反対される。日頃莉者同志
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で， 日本社会の現状を憂い合っている人間でも， （友逹でも）すすめることは少

ないのである。そういう人達の反対を振り切って参加する訳だから，大変なれで

ある。行くまで匠，かなりの障害をのり越えて，初めて決、しするといぅ •F 化なる

訳である。これが国内でのポランテア活動とitではなく ， 牧的違いの第一点であ

る。

もう一つのは， Developing Countries (開発途上国）という化は，ポラン

テア活動の場というのは，無限匠ある点である。相手国の政府がなかなか動いて

いないという市を述ぺたが，国，地方公共団体の行政というのは，まだまとも匠

動 いてい ない国がある訳で，国づく りのあらゆる分野，あらゆる段階でポランテ

ア活動の舜台が出来上る択である。従ってそういう怨味で，人類の本当の福祉を

正真正銘考えたら，一般的化すで匠豊か匠なっている日本より，孜困と無知の中

での方が，はるか匠ポランテア活動の場は多い成である。そういう点が協力隊と

国内のボランテア活動との違いである。

しょうれいの地（マラリヤや赤痢のはひ・とっている地）協力隊では央地前進t

．
 義というのをモット ー 化しているフロンテア精神，人のできない様 ；とところへ前

進して行って仕tをするという事を本領匠している。従 っ て，ある 、衣味では， 協

力隊業事というのは，一種の危険 ・ド業な沢である。

むつかしく言えば，そういう所で，たとへば盲腸花なって， H本だったらすぐ

治るのvc' そういう所では命を落す事がある の ではないか？と、iわれ れば，まさ

匠 その通りなのである。現在までは全く，運がいいのかもしれないが，いわゆる

しょうれい匠 かかって命を落した人はいないのであるが可能性としては， 日本だ

ったら助かったの応向こう匠行っていたため匠命を落すという＇ドも充分考えら ● 

れるので， これ は一つの危険な事業と言える。弾がとんでこないだけで｝やはり

危険な事業である。だから，そういう所匠行く場合は，自発的ではなくては， •JJ 

業は成り立たないと己ーう事である。

しかし 今までの処，国内の事情とかしょうれいの地であることが，協力隊匠関

心のある人は多い匠も拘らず実際匠応募して ， 行こうとする人が少ない理由かも

知れない。 ただこういう危険事業である侭も拘らず，現在までの状況をみると ，

次の点で，比較的明るい事が言える。

日本の協力隊且ほど現地匹くいついているグル ー プは，他匠は無いという定評
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がある。先程の中根千枝さんの言葉たよると， 3 0オを越えると少々ちがってく

るが，人間 2 0オ代というのは，いかなるきびしい環境匠も，おどろくほと適応

性を持っているという事である。これは協力隊負が実証した訳である。行く国匹

よって， もちろん違う。マレージア匹行くと， 日本の公務員宿舎より，立派な宿

舎をあてがわれている人達もいるが，本当匠土の家た住み，飲み水，食事等もほ

とんど現地人と同じという人達だっている訳である。インド， ラオス， フィリビ

ンあたりの隊員はほとんど現地民と尖らない生活をしている。ただ栄養失調たな

らない為妬，少々余計匠食ぺている位で，ほとんど変らない。それでいて帰って

きても乎気な顔をしている。やはり若者のおおらかさというか，適応性というも

のであろう。

4 0代の人がそういう所匠行ったとしたら，半年位で逃げ帰ってきて，いか匠

苦しかったかという事を話すだろうけど，帰国隊員の中で，そういう面できつか

ったという人はほと んどいない。これはすばらしい事だと思っている。

PG' 大衆への指向この点も今の処協力隊は成功していると言える。現地並み

の生活 vc' きれい匠入り込んで生活しているし，現地民と非常たよくふれ合って
いる。この点は，基本的花は，そういう生活匠耐え得る体力的な事があるからだ

と思うが，体力だけではできないのであって， これは若者の特殊能力なのかも知

れない。柔軟な考え方が，できるという事だと思う。年をとる匠したがって，異

民族の中匠精神的たとけ混んでゆく事がむつかしくなるようである。若者は実に

よくとけ混んでやっている。

例を上げると，公用，商用でインド在住した人は再度インドに行きたがらない

• (/)が普通である。協力隊の人はそうではないっラオス，ネパー ル等へ行った隊員は，

それらの国が非常た気匹入っている。インドヘ行った隊員は， 2年いたが充分 わ

からない，一生勉強しなくては理解できないというよう vc' 或る意味でインド化

魅せられている。今でもインドグループは帰国してからも，いろいろ勉強会等を

やっているようである。

こういう事は， ィンドの大衆というの匹，実際さわっている日本人がいか化少

ないかという事だと思う 。イント.VC 5年いたとして，上の人とだけつき合ってい

た人と，一般大衆の中 VC2年でも入りこんでいる人との差ができる訳で，見方化

よると， インドの上層階級の人のことしかわからず，別の面のインド人というの

-1 C 5 -



を， ほとんどの日本人がしらず匠いる。どういう 1所を，協力隊員
は知りかけている

という事だと思う 。 そういうよう匠インド人と隊員とが親密匠
なって，空港で泣

き別れをするという例等もある。これが協力隊のいわゆる親善
効果という Tの特

徴だと思う 。

親善花は，いろいろな形がある。総理府派遺の「青年の船」と
か，県の「甘年

の奨」などがある。しかし，たとへばフィリビン匠行ってマニラ
匠船がついて，

その夜はバ ー テイがあうたとしても，行く人が充分匠英語も話
せない状態だから

1 0人 VC1人位の人 しか向こうの人とは充分匠話しができないの
ではあるまいか。

ムー ド親善，特 匠 有色人種のム ー ド親善というのは， 比較的や
りやすい。協力隊

の親善というのは， ムー ド親善をもっと深く堀り下げていると
いう下が言える。

技術協力面

日本人が外へ行く場 合 のクイプ匠もいろいろある。まず④観光客
， というのが

ある。 これは現地の漿色だけを見てくるのである。 （人間を含
めた禁色） ＠派遺

事業というのもある。 バンプー ダンスと佐渡おけさの交換とい
うようなムード親

善。 O2年のつきあいというのもある。⑤戟場， ここからが技術協力たなる訳で

この場合，飲み友達，近所つきあいの調子ではやれない。

現地の臣民匠は，一人一人の生活というものがかかっており ，
日本の隊員が肥

料をつかう こ とを勧めても中々「ウン」とは言わない。 肥料は
クダでくれるなら

よいというかもし れ ないが， 肥科を使う煤菜代は投資という危険
負担が伴う。 ＂ 

さてどうしょ 5'という事化なる(/)である。いろいろな国で， I R R I米匠対す

る低抗が出ているが， I R R I米は，充分な肥料，臣薬を使っ
て，相当の労幼集

約をやればできるだろうが， そういう臣業のやり方というのは，我々の生活(1) • 

．
 

実情たは合わない(1)だというような事がいたる所で言われてい
る。

向こうの人が隊員の言う事を受け入れて，やり方を改善すると
いう事は，大変

な事である。戟場での意識変改という大裟なことが，功を奏し
て始めて隊且の言

う事を受け入れ，受け入れた事が定沼するよう匠なるのである
。一番むつかしい

のはこの意識の変改である。これこそが，山登りで言うと， ロ
ッククライミング

である。この事たついては現在の協力隊がやってきた事やって
いる 'Fが，どの程

度出来ているのかという事は，私自身全く自信がない。という
直は，悲観的な姦

味でばかり言っているのではないが，意識の変改が出来たか，
出来ないかと言う
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事は目で見える部分もあるが，ほとんど見えないからである。

「7 3 0 日の存春」という協力隊の広報映画があるが， これは現地（フィリヒ・

ン）で日本の水産隊員が，見事匠漁業組合を漁村の中化作ったという成功物諾な

のである。ただその時点ではその通りなのだが，彼が去ったあとでは，組合は

うま〈いっていないらしい。 ，ポランテア谷口 I (1)名前は日比親善のジンボルと

してその村匠残っているが，隊負谷口が心血をそそいでやった仕事は，映画の通

り成功したか陀みえたが， 本当妬根づくまで匠は至らなかったようである。 中匠

は隊旦がなたをし匠いったかわからない状態で帰ってきても， 5年後匠行ってみ

ると， ちゃんと定沼している場合もあり得る。こういう下は帰ってきた時点で評

価する市がまちがいなのである。

技術協力匠は， Evaluation という言葉がさかん忙使われる。 Evaluati-

on （効果測定）は大切なことであるが，技術協力全般匠ついて，今やっている

ような安易な効果測定などは本当の効果を見究みることはできないと思う。技術

協力というのは， 5年位の単位で見るような物ではなく蚊低 10年，場合たよっ

ては， 3 0年，半世紀の波長の中でとらえるものだと考えるっそとでそういう意

説を持って，技術協力匠収り組まねば，効果測定も，いいかげんなもの匠なり，

悪い意味の自己満足やあわて者の自己批判化なってしまうだろうと思う。

壁

明治日本は，明治初年すで匠他の助けで意識の変政などしてもらわなくても日

本人自身あくなき探究心を持っていてありとあらゆる知識を吸いつ くすという気概

があった。明治初年匹日本がいか匠往しくても，現在南北問題の根底匠横たわるよう・な問姐は存在しなかったのである。 言いよう匠よっては，技術協力というのは，

技術以前の問題，即ち意識の壁を乗り越えるところが正念場であって， ここを越

すと，峠を越したようなもので，技術協力の目的である技術の定着という所まで

で， あとはスラスラ運ぷよう匠思えるのである。技術協力の，又，南北問題の本

当匠やりがいのあるしかし，苫るしい局面は，技術以前の難所匹ある，実は技術

協力という言葉は問題の核心をそらせるような言葉で，適当ではないと思う。技

術協力の本当匠大事な所は比較的文化的な ， 意識の壁とか，異文化の接点の問題

であって，ある民族がもっている価値感の理解とか，それ匠基づいた生活のリズ

ムの理解などが最も大事匠なってくる。 そういう物を完全匠自分で体得して，そ
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の上で，いろいろなアドバイスをしていく必要がある。

向こうがそれについてくるかどうかはわからないが，今のような向とうのリズ

ム花のった形でいろいろな工夫をするしか，まとも花技術協力をやっていし方法

はない。協力隊の場合は特たそうであると思う。もっともそれ匠対する反論もあ

る訳で， ジョック療法といって向こうをびっくりさせて，そのショックで，むこ

うの人が発奮するかもしれないということを期待する考えもある訳である。協力

隊の場合は特たそうであると思う。

しかし，明治の日本人みたいだったら， これが 10 0弔きくだろうが，現在の

開発途上国(J)一般(J)人々を見た場合vc' それはショック匠ならないつあれげけお . • 
金を投入し， 日本人みたい匠働けば出来るさ ， という考え，又， あんな匠働く(J)

がいい(J)かどうかまず問題だと考える場合が多いであろう。まず価値感の問題匠

なってくる。ジョック療法などというのは，サーカスを見せるようなもので，大

してききめはないであろ乞日本の技術協力の中匠は高嶺の花がずいぷんある(J)

ではないかと思う。玩嶺(J)花でない為匠は，現地に意欲と，技術，烈カ(J)三 つが

備わっていなければいけないと思う。

たとへば， りつばなパイロットファームができたとする， 1加 VC2, 0 0 0 ドル

投入したとしても，それが普及するかどうかという事たなると，仮匠意欲と，技

術があったとしても，そんな汽力がないとしたら，それはもう高嶺の花化なって

しまう。あれだけの金をつかえば出来るさという事たなる。また汽力と技術があ

ったとしても，意欲がなければ，あれだけ働けば出来るさ， という事になってし

まう。だからこの三つのうちの一つが欠けても高嶺の花匠なってしまう択である。

このあたりが，協力隊のよく考えなければならない事で日本全般が反省すぺきこ ・
とでもある。 日本だけではなくどの先進国も反省すぺきことだと思う。日本の技

術協力だけが高嶺の花が多いのでなく， ヨーロッパやアメリカ等匠もある。高嶺

の花というのはいつかは消えてしまう宿命をもっている。

これからの課題は，協力隊がどの程度南北問題の核心部分匹いどんでいけると

いう事， これが最大の課大である。これ匠いどんでいく化は，隊員の質がもっと

もっと高まらねばいけないのである。
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まず言葉の能力が必要である。少々の英語では，異国匠行っての説明は充分花

行う事はできない。 又一種の異文化への理解，異民族の観察等の，文化的な能力

も大い匠必要である。これからの協力隊は今までよりもさらた一歩進みたいと考

えている。

突破口

隊員の全部がこれを達成できるなどとは夢匠も思っていない。 おそらく一割以

下だと思う。 1 0人 VC1人突破口を開くことができたら，協力隊は世界た冠たる

ものだと思う。 1 0人のうちの 9人は，途中で全力投球した匹も拘らず，はっき・りしない状態で帰ってくるのだろうと思う。それを今の一般の日本人妬話したら

パカたされるだろうが， 南北問題はそれ程むつかしい問穎なのだという事なので

ある。日本の一般の考え方は，南北問題を扱う限り全〈見当違いの発想というこ

と匠なると思、う。南北問題の次元からみれば日本という国は全く非常識な事を考

えている国と思う。 1 0分の 1だったら大成功だということは一般日本人たは中

々分り匠くい。

． 

ある国のある地域では，突破口を開くととが未来永劫化不可能なのかも知れな

い。 然帝の気候条件その他の状況を考えると，子供を 8人生んで 5人が死匠そし

て 3人が生き残るというような，我々 VCは見ていられなような事態も， 1 0年や

2 0年で簡単匹は改め得ないのかも知れない。 そういう所もあると思う 。 しかし

そうではなく ， どこかの国のどこかの地域住民が意識の変革をとげ， その内た日

本人が，おいかけられるようたなるという状態が一件でもできれば， これは南北

問題の上でのピッグニュースだと言わなくてはならない。

極端な例ではあるが， 世界たライ病患者が一千万いるとして， そのうちの一人

がライ病がなおったとしたら，大変な手がかりなのである。ライ病が現 匠治った

という一つの m実を手がかりとして，それを徹底的た研究し，その場合た存在し

た諸条件を明かたすれば，そういう条件を作る事妬よって， だんだん治るよう 匠

なってくる訳である。 0と 1の間は全く違う 。 1があれば 10 l'Lのびるという事

があり得る訳である。 そういう意味で， 開発途上国といってもいろいろある訳で，

ある種族というか地城住民匠ついて本当の成功例があれば，その地域は，やりよ

うたよっては， うまくいくのだという事花なる。 だから 10分の 1(/)打率で大成

功という事は決して非常識だとは言えない。きわめて合理的な考えだと思うので
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ある。

私は協力隊先兵論というのを唱えている。南北問題の本当の壁は意識の壁なの

だとした場合， ここた少しづつ突破口が出来始めてくれば， ここた援助の自然的

条件以外vc' 援助が有効匠生きる社会条件が立証される事匠なる。との二つは技

術協力でも，援助全体でも非常仄大事だと思う。今までの援助は，たとえばイラ

ンvc:2千万ドルの借款を出すとか，クンザニアた一千万ドルの借款を出す時，自然

条件は調査団が何回も行くが社会条件というのは，あまり調査できていない。技

術協力の場合でも，たとへばバイロッ トファームをやるとい 5時，何回か日本か

ら 10人近くのメンバーで調査団がでるから，自然条件は良く見れるが，社会条 ・
件即ち（民族）の気笠匠ついては，何年か住んでみない事仄はわからないのであ

る。

協力隊は意識の変革をめざして懸命匠工夫しつつその過程でこのあたりの実情

をよく知ることができる。一定区域の住民の社会条件を調査したのと同じ 屯匠な

る。この条件が整った所では，技術定箔の可能性がきわめて強い沃である。この

条件と自然条件が揃っている場合こそ本格的な 5~1  0憶単位の技術協力のデプ

プロジェットを設囲してもいいし，借款をつけても良いという事花なると思う。

今まで完全V(' 日本の援助の世界から欠けていた社会条件等を解明してゆく上で

協力隊の役割は大きいと思う。

国内問題から見た協力隊

内政面から見た協力隊， 世相と青年， 私自身が戦中派の人間だから，戦中派的

な見方が往々匠してあるかも知れないが，そ うだからといってまちがつていると

は思っていない。麦でも一回ふむし，鉄でもカンカン打つ。人間という者は一定

の困難を与える事匠より強くなるのではないだろうか。全く困難のない所陀，強

い人間は生まれないだろう。人間が成長していく過程で，困難がなかったら，そ

れを作ってでもいいから，それをぶつける事たよって，はじめて人間は，成長し

ていくものだと考える。そういう意味で現在の日本というのは，人間が非常匠成

長したくい世相だと思う。本当匠どうしようかと途方花暮れる事が， だんだん減

っている。

私達の頃は日本も大部分発展していたとは言え｀明日の食事の心配をした親は
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多いと思う。食卓尻食事が並んだ時，ああこれで一食の食事ができるという事は

一つの喜びであった訳である。米粒一つを残してもしかられていたのである。そ

(1)しかり方も，お百性さんが熱い夏匠草をとり，そして作った米なのだ，それを

無駄冗するとは，……••というようなおこられたものである。高いお金を払って

買った米だからという言い方は一度もなかった。その言葉匠は確か匠それなりの

背景もあった訳で，日本人一人が食事をするの匠別の日本人一人が百姓をしていた。

農村人口がらちょうど国民の半分だったのである。と花かく食べられるという事

が喜びだった訳である。ところが今はそのような気持で食事をするという事がな・い。これからの日本というのは感動のない，アクセントのないもの匠なるのでは

ないかと思う。

評論と実践，私自身も最近匠なってやっと，そう思うよう化なったのだが，今

までは人の意見や，人が書いたものを良く読んだり，聞いたりしなくてはいけな

いと思って，わからないのは自分が悪いのだと思っていた。最近は，必ずしもそ

うではなくて，書いた人が悪いのだ，書いた人が自分でもわかってはいないので

はないか，それを自分がわからないのは当り前ではないかと思うよう匠なった。

と匠かく今は，字を書いて生活している人がたくさんいる訳で，少しジャレク

事を書けばすぐ有名陀なる世である。新開の社説を読んでも，それでは一体どう

すればよいのか問い直すとわからなくることが多い。評論が多くなっているので

ある。実践という事が少ないのである。実践を目あて侭考えれば，海外援助の問

題でも， 日本の若干の余力が出て来てから．全く余力なくしてその日の食事匠困

っている人々l'C'何らかの手助けをするという事は，善ではないか， 善ならやっ・たらいいではないか，善をやる事程楽しい事はないではないかというように，比

較的割り切れ易いと思う。

しかし最近では，いろいろな論法で，ひねくり廻す訳である。あれこれ論文を

読んでいると，例えば「平和」という事もわからなくなる。そういう世の中だか

ら実践の中匠とび込むという事は，若者匠とって，非常匠新鮮な行動であると思

う。今までのもやもやとした物を吹きとばして，本当妬自分のものをつかむ匹は，

良い契機だろうと思う。

次匠帰国隊員が言う事だが， 日本では， もう買う物は買ったという感じであっ

て，売買の形で全ての世の中の動きが，成り立ち，働くという事は報酬という事
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とは無関係匠は考えられない。戦争直後くらいまでは，そのような事はなかった。

昭和 2 8年頃，私がアメリカ勤務匠なった時おかしいと感じた事だが，アメリカ

人というのは， 3 0分位働いてすぐそれを金匠計算しているよう匠思う。

今は日本もそのよう匠なりつつある。東南アジアの奥匠行けば行く程，彼らは

働くという事を含めて，行動するという事と金とは，あまり結びつけていないよ

うである。かわいそうだから助けるという事は当り前の事でその時お金の事など

は浮ばない。隊員などが，みかねて．お金をやったりすると，その日の食事匠こ

まっている人でもおこるそうである。侮辱された様な気持匠なるらしい。これな

どは， 日本がかってのアメリカ的社会匠変りつつある。或る意味では精神的匠退 ● 
化しつ つある現象だと思う 。やはりお金と関係 のない善意 匠甚づく（行動）が日

本匠復活しなければいけないと考える。

質 疑 応 答

（笠問） 一割成功すれば良いという話だったが我々は技術協力というのは技術

が定着する事で，技術の定着度，普及度匠よ って評価するという考え方

なのだが，海外匠於いて，定焙するまではなかなか大変だという事がわ

かった訳なのだが•••…•••

（答） 個々のケースでむつかしさが違ってくる。たとえば電気通信（テレコ

ミニケージョン）の分野などは，三代位つづいてゆけば大体根づくので

はないかと思う。少々良い機械をいじるよりも原始的な物をいじった方

がむつかしいという場合もある。ある意味では，進んだ機械の方があつ

かい易い。だから職種匠よって，比較的容易匠新しいものが受け入れら

れることもある。この壁は非常匠厚かったり，比較的薄かったりすると

． 
田＾、しヽノ o

（質問）

（答）

（質問）

農業はどうか？

塁業は一番むつかしい部類だと思う。

派遺実績の所で， 4 0年度 VC4 8名派遺されて 4 7年度匠は 2 1 7名

派遺されており約 4~ 5倍匹なっていて，予算の面では 2 7倍位匠なっ

ているが， これは隊員の質が上ったという 事で，その分をお金で払って
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● 

● 

いるのか？それとも協力隊の事務局花勤める人がふえてきたからなのか

（答）結局事務局経投というのも，国内の公務員の給料ペースアップなどによ

ってい上がってるから，定員をふやさなくても倍は突破している訳である 3

このように事務経伐のコストの上がりというものもあるが．これは比較的少し

の影響しか与えていないc一番影響を与えているのは，隊員支援経伐が， 相

当ついてきてきたという事である。たとえば初期の頃は，携行横材という

のも， とる匠足りなかったのである。ところが現在ではこれが隊負一人た

ついて， 2 0万円（年間）ついており，その他 VCI.700万円別途の環材

の予備代がついている。又現地で，向こうの政府匠お金が足りなくなって

こちらで人夫をやとったりする経費とか，砂利を買う経伐などの現地運営

代（ランニングコスト）も，現在では隊員一人当り，月 25 ドルついてい

る。そういう面で隊員一人匠ついての支援経骰が大部上ったという事が，

一番大きいと思う 。 次た国内事業費が大部のびている。募染伐が前より大

分多くなったという事である。その他花は，今のようなずっと比重の下っ

た細かい増要因がある訳である。

（質問）一割の成功という事尻関連してだが，協力隊としても，その追跡調査が

必要だと思うか？

（答）必要だと思う。今までは，隊員の報告書なども，読みつばなしの状態で

あったと思う。これを，そのまま本陀した匠しても，それだけでは， 充分

でないから，現在は実践例研究という手法で， 1人， 2人から始めて少し

づつ課題， 工夫，解決といったところ匠力点を置いて編さんを始めた。実

践研究の手法をあみだそうとしている最中である。いろいろな形で実践例

の表現が出来る訳だが，まだ定形化していない。おそら（半年か 1年のう

ち匠は，実践例というのは，このようなパクーン化なるのだろうという

事がはつきりすると思う。そのパクーンができると，隊員の報告も大体そ

のバクーン匠そってくるだろうし，あるいは現地の駐在員が，現地からの

実践例という形で，どんどん報告を上げてくるだろうから，そうすると ，

それからが，学術的研究の貴重な文献的素材花なり得るだろう 。 これ も長

期的匠考えている。
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もう一つは帰国隊員の， フォローアップだが， 実は現在住所のはっきり，

把握できているのは 3分の 2前後である。目下いろいろな機会をとらえ

てしらみつぶした先づ住所から調ぺている訳である。帰国後隊員対策と

いう形で我々も臨んでおり，地方尻於ける 0 B組織結成の気運も上って

きている。一人一人がどと化いるかというのをさがすの匠も，県単位の

0 B組織というのは非常匠有意義ではないかと思う。協力隊事業は隊員

が帰国するまでは，事務局がそれに専念しているのだが， むしろ， 帰っ

てからのその人の成長が大事なのではないかと思う。それを完全匠事務

局で仕平としてやってい く訳匠はゆかないが， 日本全体からみれば， 隊

員が帰ってきた時点は， End)ではなくBiginningの終りと考えてお り

いろいるな間接的な方法で， 事務局も努力して， 帰国隊員の中から， こ

れからのオビニオンリ ーダ ーが出 てく るよう化なって欲 しいと思う。

若き日の 2~ 3年の海外体験というのは一生かみしめても味の出る物
だと考えている。事務局の力最を越える問題も多々あるが，考え方とし

ては，そういう風匠考えている。

（質問） End of the Btigisring 隊員から帰ってきたという事は， これか

ら始まるという事か？

（答） 協力隊参加の 2年は隊員妬とって大事な時期であり， ある意味で隊員

の新しい生涯計画の 宮 1章である訳だと思う。その 第 l京（始まりの章）

の終るか，帰国の時点化なる訳で，隊員は，それ から大切な第 2章，第

3章匹進んで行く。こんな気持を現わしたものでなる，私自身は隊員ょ

． 

り少し若い時期化戦争の体験をしている。 （海外で）これは人間として ● 
一種の極限状態匠生きた貴重な体験であった。現在の平和匠対して当時

は戦争であった3 現在の富化対して当時の生活は往困であった。現在な

いものがその時期匠巣中していた訳である。

現在を見る場合私は，常匠現在の反対物との対比匠おいて，物を考え

ている。そうすると， この 73 0日の体験というのは今でもかんで味の

出るものである。言いかえれば物を考える時の養分妬なっているようた

思う 3 これは，協力隊の場合と様相が少しちがうが， 似ている所がある

と思う。物事というのはその色の中匠入ってしまったらその色はわから
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なくなる訳で，協力隊参加というのは， 別の色の中妬入って，自分の色

を見直すという事だと考えるととができる 3 見るだけでなく ， 行動を通

じて味わっている訳だから， この体験というのは，一生為たなると思う。

日本匠帰ったのだからといって，早速匠今までの考えを清算して改めて

日本の現状妬適応する必要はないと隊員匠は進めている。今の日本がおが

しいと思ったら，そのことは安易な妥協をしないでよく煮つめて考えた

ら良いのであって，そういう日本匠完全匠溶け込んでしまったら，何の

為匠向こうへ行ったのかわからないではないかという話をしている。・（質問） ンニア隊員匠ついて？

． 

（答） 帰ってきた隊員が，それからいろいろな道をたどると思うが，企業の

中で働くより，専門家として働きたい人の為(/)も(1)である。 専門家とい

ってもいろいろあって， 0 T C A, 国連の FAO---ECAFEなど

の国際機関もある。国連専門家花なってもいい訳である。ンニア隊員と

いうのは，現在の専門家が持っているいろいるな欠点を考えてみてそう

いう欠点の無い専門家を育てていくため匠考案されたものである。

その一つた言葉がある。 今の専門家の中匠は，いい年をして今さら外

国語はイヤだという人が少くない。又それから始めても，なかなかうま

くならない。いわんや現地語などは， とても歯が立たないのである。帰

国隊員は，現地語は帰国の時点では日常の生活化は事欠かない。 それを

さらた秘め，又現地の地域的社会条件を見る目も備えた地城専門家を育

成していこうという訳である。こういう現地の言葉匠通じ現地の人々の

考え方を理解した専門家こそは，今の技術協力匠最も欠けたクイプの専

門家だろうと思っている。 7月R,相 当きびしいテストを行った。 （外

大卒程度という基準での読み，書き，会話）ラオス語で一人非常匠良い

成績で合格した人がいる。正式合格者は 28名の内 1名であった。後も

う一息という人が 6名いた。 一人は，アフリカのスワヒリ語，一人はヒ

ンデー語， 後は英語である。 1 1月の始め R, もう一度行う。あと一息

という人は準合格という事で条件つき合格者なのである。 代々木の語学

集中訓練課程へ 2ヶ月入って ， それを修了する事を条件匠合格という m

匠した。準合格者の人もかなりの力がある。
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（質問）

（答）

ジニア隊員を終えたら専門家の中でも，だんぜん光ると思う。堂々と F

A 0 でもメコン委員会でも務まると思う。日本人特有の言葉がどうこう

いう事も全然気たならないと思う。

ジニア隊員の派遺期間は？

一応 2年と 言 う事で予算を組んでいるが，その賢格を持っている人は

場合花よっては， 1年という事で行く場合もある。褐合たよっては，調

査で 1~ 2月の短期派遺もある。或は，今までだれも派遺していない国
匠調査をかねて行き，そこで仕事をしてもらうこともある。ジニア隊員

制度は弾力的に運用する考えである。 なかには、ンニア隊只の費格をとっ ● 
たらすぐvc'専門家で行く場合もあるかもしれない。ジニアを経ずたす

ぐ専門家たなってもいい訳である。 大体専門家とジニアの年令の目やす

は， 2 0オ代の後半を、ンニア匠して， 3 0の声をきけば専門家というふ

うに年令的I'(,つなげようかと考えている。

（質問） 2年間の派遺というのは非常妬短かいと思うのだが？

（答） それは我々の最大の悩みである。 2年というのは本 当匠短かすぎるの

である。ところがこれを 3年でやると，応募者の立忠から行くと，会社

ゃ，県庁へ身分を置いたままで行くという事は決定的た不可能ではない

と思う 。こ れを強行する事は，一つの見識ではあるが，協力隊の規模は

3分の 1以下た落さなければならないだろう。そこはまだふみ切れない

所である。現在の所 2 0 %近くが任期延長をしている。現状では仮匠理

想的I'(5年という任期で赴任しても，行った先が社会的化不毛の地であ

れば，途中でやめねばならない事たなる。それよりは 2年という時点で

隊員自身匹協力活動の評価をしてもらい自分の一身上の事情等とのから

み合せで，可能な人は，のばすという事もまんざら悪くはない。又，な

かなかそう 言 っても言う通り化はならないが，続けて協力する 1iffi値があ

ると考える場合花は 2代 3代と交替要員を送ってつなげるということが

現匠行われている。

（質問） 同じ仕事を ？ 

（答） そうである。

（質問） 相手国花は臭村振興とか，その他自分の国を少しでも良くしようとい
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ぅ目的をもった人達がいると思うが，そうい 5人達のグ）レープと何がし

かの練絡とか，協力関係を持っているのか？

（答） まだ意識的匹そういうグ）レープの発見た努めてはいないが，そういう

団体自体が，自分たちの政府をつついて協力隊員を要請してくるという

事はある。インドなどでは，そういうクイプが比較的多い。

（質問） 病院匠勤務していて感じたのだが， 日本人が， 自分達でやっている協

力活動化対する評価と，現地人がする評価とは必らずしも一致してない

と思う。現地側は，全額日 本 側持ちできてくれるのだからあからさま匠

は文句は言わないが， どうせ金を使うならこっちの方をやってもらいた

いというような希望がかなりあると思う。それを日本側では全然感じな

い。それどころかまるでいい事をしていると 宣伝している。協力隊の場

合はそういう事はないと思うが，将来ペトナムの病院などの場合のよう

匠， 日本が相当大規模なプロジェクトで技術協力，経済協力を行う場合

そのような事をもっと考える必要があるのではないかと思うが … …。

（答） その通りである。一つ花は日本人の片 言 ストレスという事からくると

思う。協力隊でも現地の駐在員がとことんまで向こう側の評価をつめて

ぎてきいていないことが少くない一応はどうかをきけばよくやってくれ

るといるとお世辞匠でも相手は 言 うであろう。それだけではいきなり好

評だとのみ込んでしまう幣 害 が現在でもある。これは技術協カ一般匹あ

ることだが調査団まで出して効果測定をやる匠しては，向こう側の反応

のつかみ方が局部的で，ろく匠事情を知らない人がお世辞を言ったのを

そのまま聞いてきたり，思いつきで言 った 悪 口をいか匠も大事な事のよ

うた取り扱う。効果測定匠行く人自身が，技術協力の仕組みや難しさを

理解しないためvc' すれ違ったり，いいかげんな物化なるおそれがある。

だから，現地の評価をきくつもりならば，もっと技術協力のことのわかっ

た人を出してハイレペルの人，現場 の人，周辺の人という風vc' まんぺ

んなく現地の反響をとらへなければ，現地の声は正確たは把握できない

と思う。そこらあたりの現地の把握能力というのか，一般匠日本の調査

団侭は非常匠弱い。

協力隊の場合でも，半額現地生活代を向こう負担させれば，それでは
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要請をとり下げてくるかもしれない。現状では本当のところどの程度隊

員の評価をやってくれている のかわからないケースが少くない。充分評

価してくれている場合もあるが， 実 はきてもいいと位化しか考えていな

い場 合もありそうであ る。協力隊もあまり大きな事を 言 うのは気がひけ

る。要するI'(, もっときちんと現地の反応を把握する必要があると思う

（質問） 現在 17 0 ドルの手当が隊員匹支給されている訳だが， インドあたり

の隊員の中化は，金の使い道た困まるといった声もあった。私が思う仄

は，現地の中た入って，現地の人のレペルで生活する事が，望ましいの ・
ではないかと考える。

ィンドあたりの現地の人の中仄はあれだけの金と賢材を持っておれば

連中にできない事はないと言うような声を，往々妬して聞く。金の使い

道だが， もっと有益匹つかわれるならば， もっとおもしろい仕事が出来

るのではないかと思うのだが？

（答） 実は協力隊が発足する時vc' 無理もなかったのだが， どの国も一律匹

1 5 0 ドルと決めた事が実際大きなまちがいだったと思う。だから月匠

2 0 ドル～ 30 ドルで充分足りるという所もあるし， 1 5 0・ドルでき・り

ぎりの所も少しはあったのである。今度現地生活授は改定したのだが，

特殊な国を除いてすえおきたした， ドルが下ったおかげで，現地通貨の

手取りはほとんど減っている訳で，現地通貨でみれば，減額と同じこと

たなるつインフレの事を考えると誠匠厳しい決定であった。しかしそれ

（質問）

（答）

でも高すぎる国が少し残っている。そんな国でもインフレはあっても物

価は下る事はないだろうから，現在の 17 0 ドルはだんだんきつくなっ

て行くこと匹なるだろう。

いろいるな国の給料匠くらぺて日本はどうなのか？

日本は高い方である。最も有効な金の使い方ということだが， これは

私の方としては各人の良心匹まかせているっ陳分いろいろな方面vc' た

とえば仕事の方花も使っている例も多いようである。昔程そういう例が

多い。最近は任期終了したとき匠旅行を認めているので，あまった金を

帰りの旅行炊た使っていろいろな国を廻ってくる人もいる。

．
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（質問） 前たは東京で，いろいろ選考をやっていたのI'('今度は各県でやるとい

う事のねらいは何なのか？

（答） 一番大きなのは， 日本全国妬この事業を根づかせるという事である。 広

尾 2丁目匠あってもなかなか協力隊というのは知られないが， 4 7都道府

県で試験が毎年 2回あるという事花なると，県内で協力隊というものが知

られてくるし』県庁も関心をもち，時匠よっては帰国隊員の就職問題，局

内活用問題を考えてくれるよう匠ならないとも限らない。

．
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メコン河の総合開発計画

（とくに炭業開発を中心として）

東海漿政局

計画部長武
田 健策

この税は日本染学会「世界の米 、ン ンボジウム第 2回（東南アジアの塁業と水汽

源開発）」 4 3年 1月匠おいて発表したもの匠最近の贅料を加えて ，若干手を入

れたものである。

1 はじめに

東南アジアの裂業といってもその中で圧倒的化大きい地位を占めているのは稲

作であり，この稲作の安定と増大がこの地城の煤業発展 花 直匠つながるという こ

とは広く認識されているところである。東南アジアの稲作はその風土（土地と 水） と

結びついて今日の状態を出現し，これが一而では恵まれた環境といわれ ，また一

方では停滞性を固定させているものといわれている。いわゆるアジア的生産様式

といわゆる問題である。東南アジアの稲作地域の大部分匹おいて ，水はたしかに

アジア的生産様式を規定する大きな因子であったし，現在でもそうである。この

場合の水は単なる雨の乱とかその降り方というのではなく ，土地と水との結びつ

きがどういう形であるのかということが問題である。 しかしこのような塁業環境

としての水はこの地域の人々が過去匠おいてあるいは現在も考えているような固

定的なものではなく ，人間の知思で変えうるのである。現在東南アジア各地匹お

いて多くの水賢源開発計画が企画され ，あるいはその一部は既匹実施されつつあ

る。 このような水資源開発計画は多くの場合 ，水力 ，発竃 ，舟 航 改善 ，かんがい

，洪水調節といった数種の目的をもった多目的開発計画であるが ，こ の中でも濯

漑による塁業開発というこがとく匠大いきい目的となっている場合が多い。 さて

ここでは現在東南アジア地域匠おいて行われていくつかの水贅源開発計画のうち ，

その代表的なものとしてメコン河の開発計画を紹介し，この中における塁業開発

の問題たついて考察することとしたい。 メコン河の開発計画は現在 この地城で行

われている開発計画のうちでも ，その規模が最大のものであるばかりでなく ，関

係する国々はラオス ，カンポディア，ペトナム ，クイと 4 カ国におよび ，その目

的の大きいひとつは灌漑による虔業開発である。 また地域協力 ，国際協力とい
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う点からもユニークな形をとっており，しかも現実たこの計画が沼実に進められ

つつあるという諸点から，他の地城の開発計画をすすめてゆく上たも参考となる

点が多いと考えられるのである。

2 メコンの流れ

メコン河はアジア大陸の屋根といわれるチペット高原たその源を発し，中国（

雲南） ，ビルマ ，ラオス ，クイ ，カンボディア ，ペトナムの各国を経て，ィンド

｀ンナ半島の南端で南、ンナ海匠注ぐ大河である。その流路延長約 4,3 0 0粁，ァジ

アでは賜子江に次ぎ ，世界では第 10位の河である 。 流城面積は約 8 0万平方粁

でわが国の 2倍以上である。 メコン河の流城は上流部妬おいては幅がきわめてせ

まく，中国，ピルマ ，ラオス 3国の国境が接するあたりから下流で次第に流城の

幅が広くなり，開発計画の立場からはこの地点から下流をその対象としている。

この地点から上流は険しい峡谷で開発対象となるような土地がほとんどない。

この下流域は流路約 2,100 k111，面積は全メコン流域の約 7 7'I,を占める 6 1万平方

粁でわが国の約l.6倍たあたり ，ィンドジナ半島の半ば以上を占めている。この

中匠含まれる人口は約 3,0 0 0万人といわれ ，この下流城の謁発はすなわち全メ

コン流城の開発ということができる。上記 3国の境界地点から下流約 8 0 0粁の

バモン地点までの間はやはり峡谷ではあるが ，河川勾配はやや緩やかである。し

かし両岸匹平地は少なく ，本流の河畔たあるルアンプラバン（ラオス王宮の所在

地）と山間盆地の二，三の町以外に集団生活の適地は少ない。バモン地点から約

2 0粁下流の左岸たラオスの首府ピエンチャンの町がある。パモン地点を過ぎる

． 

とこの山河は山岳地帯から広い平地の地帯匠入り，ァンナン山脈尻あたってその ・
流路を南た変え ，カンボデイアの平原を貫流して巨大なメコンデルクを形成しな

がらベ トナムの地域を経て海匹注ぐ ，バモン地点をすぎて間もなくメコン河の南

岸に展開を始める乎地はクイのコラート高原である。この高原は標高 10 0米か

ら 2 0 0米程度で ，ゆるい起伏をもっており全体として東南匠わづか匹傾斜して

いる。この中をナムチーおよびナムムンの両河が流れ ，両河は合流してナムムン

河となってビプンの町 東でメコン匹注いでいる。コラート高原はその北と東を

メコンたよって区切られており ，このあたりまではメコン河はクイとラオスの国

境線を形成している。メコン河の北岸ピエンチャンの周辺匠は支流のナムグム河
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たよって涵養されるピエンチャン平野がひらけている。また ，メコン河の東岸匹

匹はアンナン山脈からいくつかの支流が流入しており，この支流匠沿って若干の

平地がひらけている。さて少 し下って ラオスとカンボデイアの国境附近匹ある コ

ーンの滝を経てカンボデイア匠入ると右岸側たは標商 10 0米あるいはそれ以下

の平地が展開しはじまる。この辺はまだ山地らしい状態がつづいているが ，さら

匠下ってサンボール地点附近からはいわゆるメコン平原となり ，こ の平原の西寄

り匹グランラック（或はトンレンサップ）と呼ばれる大きい湖がある。この湖は乾

季最低水位時の水面禎が約 3千平方粁（琵琶湖の 4.4倍位）が雨季の最底水位時

匹は 3倍の約 1万平粁陀ひろがり，メコン河との間をつないでいる トンレソサップ

河を通じて乾季と雨季とではトンレンサップの流れが逆となり，メコン河の遊水池

としての機能を果している。サンポール地点はメコン河最下流の岩盤が露出した

浅瀬であり ，ここから下 流では上流からの砂 ，ジルトなどを沈積し ，随所た浅瀬

をつくり，コンポンチャムの町の下流附近からはいわゆるメコンデルクを形成し

はじめ，このデルクは河口では 3 0 0粁近い広がりをもっている。

3 メコンの水

メコン流城の気候は年間を通じてモンスーンた支配されている。インド洋の温

暖で混気を含んだ南西季節風は 5月から 10月の間たこの流域た大祉の雨をもた

らし ，いわゆる 雨季の現象を生じさせる。これ化対して 1 1月から 4月までの北

東季節風は ，標高 2千米級のアンナス山脈にさえぎられ ，この流域匹とっては極

めて雨の少い乾季となる。この流城の中でもっとも降雨鑓の多い地帝は ，南西部． の海岸匠近いカルダモス山脈西側の地帯と ，東北部アンナス山脈の西側地帯であ
る。これらの地帯で年雨祉 3千耗から 4千耗あるいはそれ以上のところもある。

これらの山脈匠囲まれた流城内部のコラート高原ゃ，グランラック周辺の平原

地帯いわゆるレインジャドウとなって降雨品が少なく，年平均 1千粍以下の年も

あり，この流域の中ではもっとも雨の少ない地城となっている。

メコン河は南西季節風がこの流城に吹き始める 5月頃から次第匠増水を始め，

8月末から 9月あるいは 10月たかけて最裔水位の時期匠達する。それから 12 

月までの間た気速匠水位が低下し ，ひきつ づいて乾季の間除々匠減水 して 4月末

頃最低水位となる。メコン河本流は年中消えることのないチベット高原の融雪匠
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よって涵養されているので，その流乱は豊富で比較的安定している。すなわち乾

季匠おいてもなお相当の流量があり，カンボデイアのクラチェ匠おける 19 2 4 

年～ 19 6 6年の 4 3カ年の最小流祉の平均値は l,7 6 4が／秒で，このことは

水を利用する側からみれば極めて重要なことである。メコン河に流入する支流河

川のほとんどは乾季花なると極端匠その流依を減じてしまうの匠も拘らず，メコ

ン本流だけはこれだけの流醤をもっているのである。最大流録と最小流砒との比

，す なわち河状係数をみると約 3 5程度であって，わが国の河川のようた最高

3, 0 0 0,小さいものでも 10 0というの匠比ぺれば安定した河とみることがで

きよう。 しかし水位の尖動は乾季と雨季とでは地城たよっては 10米から 1 6米

まである。このような恵まれた水を年間もちつづけているのがただメコン本流の

みであるということが，この地域の開発のおくれている一因でもあろう。すなわ

ちこの流域匠おける年間を通じた極端な水のアンバランスである。雨季花なると

メコン本流や支流で増水が始まり，メコン流城の乎地は都市や主要道路を除いて

洪水氾濫による浸水をつける。こ の洪水氾濫はずっと古い昔からの現象であり，

この流城の経済をこれまで支えて来た米作棗業は主としてこの洪水氾濫を利用し

て行なわれてきたのである。し かし一方においてこの雨季の洪水氾濫は流城住民

の生活を大きく制約している現実も見逃すことはできないであろう 。

一方乾季化なるとメコン本流を除いては各支流とも極端匠その流械を減じ，さ

らには大部分の地域では生活用水の確保匠すら不便を感ずるよう匠なる。こうし

て大体半年どと匠繰返される水の極端な過剰と欠乏，これがずっと以前から現在

までつづいているメコン流城の土地と水の姿である。

4. メコン流域の土地利用と農業の現状

メコ ン河下流域たおける稲作は他の作物た比ぺて比較できないほど大きい経済

的価値をもっている。 これは水田稲作としての土地利用形態が ，こ の地城の土地

と水の条件匠もっとも適しているともいえるであろう。このため水田稲作は他の

土地利用形態と比ぺて生産性も高 く ，比較的安定しているということもできよう。

(1) 土地利用と殿業

この流城は地形区分から見れば，つぎの 5地帯匠分けられる。

メコ ン河下流低地 （メコン平野およびメコンデ）レク ）
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東部山地

コラート高原

北部山地

南部且：地

しかし土地利用という点から大まか匹分けると，山岳丘陵地帯 ，高原地帯 ，メ

コン乎原地帯，メコンデルク地帯と 4地帯匹区分できる。

① 山岳丘陵地帯，この地帯は標高 20 0米以上の山地地帯で，山地はラオスの

北部から南匠下って二つに分れ，東側はアンナン山脈R,西側はドンヒヤエン

● 山脈，カルダモス山脈とつづいている。この地帯は一般た森林で，その間に自

． 

家用の米および畑作物栽培のため匠開墾された狭い耕地が点在している。と く

匹アンナン山脈はいわゆる山岳民族の生活圏となり，焼畑塁業が営まれている。

焼畑作業は山火事や，土壌侵蝕の原因となり易いので ，とくに南ペトナム政府

は独立後山岳民族の定箔化をはかり漸く成功しかけたところ匠現在の動乱が始

まり，彼等は戦火を避けて再び放浪を始め，メコンの水は最近とくにその濁り

をまして来たといわれている。

② 心原地帯，高原は標高 10 0米～ 20 0米の地帯でクイのコラート高原がそ

の代表的なものである。このほかアンナン山脈中たある標高 60 0~1, 0 0 0 

米の科原，例えばラオスのボロペン，ペトナムのコントム，ダルラック ，ダラ

トなどの高原をとく匠高い邸原と呼ぷととがある。この邸い高原の地帯は気候

が冷涼のため ，熱帝匠おけるそ菜塁業，酪染の適地として，またレクリエーショ

ン地として植民地時代から主として統治者たよって開発され始めたが，未開発

の地域が多い。

コラート高原は中世代の砂岩を基盤とする乎原で，土壌は砂土であまり肥沃

ではない。面積は約 17万平方粁あり，耕地はその 16'!J,他はフクバガキ科

の木を中心とする疎林となっている。この中を流れるナチム，ナムムン両河の

本流または支流匹沿った多くの沖積低地が稲作水田として開発されている。こ

の高原は南と西を山脈（標高 50 0米から 60 0米）で囲まれているため，雨

季においても周辺の地城た比ぺて雨量が少ない。この地域とメ・コン河をはさん

で対岸匠はメコン河匠流入する河川妬沿ってラオスた属する沖積地帯があり．

稲作が行なわれている。ラオスのピエンチャン平野は成因的匠はコラ ート 高原
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の一部とみることができ，土壌はやはり砂土である。 このピエンチヤ ン平野を

流れるナムグム河 ，その支流のナムリク河は水品が豊富なので将来の閉発に大

きい期待がもたれている。

③ メコン乎原地帯：これは大体カンポデイアの平原である。メコン河がカンボ

デイア領妬入り，両岸が漸く展け始るのはサンポールの直下流クラチエ附近か

らである。こ のあたりのメコン河の両岸は川た沿った自然堤防を中心として幅

1 ~ 2粁程度が開かれ，各種の畑作物が栽培されている。 またメコン河匠流入

する河川匹沿った沖積地帯では稲作が行なわれている。これ らの耕地の背後は

疎密の程度はあるが大体森林となって いる。 コンポチャム附近にはフランス時 ・
代た開かれた大きいゴム園がいくつか存在し ，肥沃なテJレJレージ ュの地帯を占

めている。ここからゴムは合成ゴムが発達した現在でもなお，その品質と価格

匠おいて優位を誇り ，カンポデイアの輸出品の大きい柱の一つとなっている。

メコン河の右岸化は丘陵地帯を越えて西匠グランラックの湖を囲む盆地があ

り ，一大水田地帯となっている。この地帯は太古の海が次第に埋められた新し

い沖積庖の地帯であり ，陸地総面積は約 7 9 0万haで ，このうち約 4 0万haが

耕地のほかは森林となっている。この地域の稲作の中心地はグランラック北西

部のパクンバン附近で，ここではこの湖匠注ぐ河川から湘板用水を取水してい

る地帯も多い。パクンパン市北方約 40粁のツールサムロンたは日本政府の協力

たよって建設された日本 ・カンボデイア友好農業センクーがあり ，逐次成果を

あげつつあったが戦乱のため放棄された。 またメコン流城でもっとも古い組織

的湘漑施設の残っているのもこのグランラック沿岸である。

④ メコンデルク地帯メコンデルクはカンボデイアのコンボンチャム市の下流力、 ● 
ら始まり ，メコン 河やその支流の運ぶ砂や泥匹よって現在もなお成長をつづけ

ている広大な沖積地帯である。毎年九月から 1 1月にかけてメコンの増水とと

も匹洪水は河岸から溢れこの地域一帯仄ひろがり， 30 0~4  0 0万加 の土地

が没水し ，一面匠沼地のような状態を呈する。 デルクたおけるわづかな地形の

変化匠伴なって湛水の深さや時間も変ってくるので ，この地域匠はそれぞれの

土地と水の特性匹応じた稲作が行なわれている。南西部のマングロープ匠援わ

れた低混海岸地帯や，排水不良のため有害土壌となっているジョンク平原を除

いて大部分のデルク地帝が水田となっ てい る。
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(2) 湘漑と煤業

メコン下流城の耕地面積は 4 カ国全体の 6 0，，，を占め ，その 80，，，が米をつ

くっている。収贔は籾で加 当り1.0~2. 5 トンといった程度で ，わが国の乎

均 5 トン陀比ぺればいか匠低い収祉であるかが分るであろう 。 との地城花栽

培されている稲の品種は非常匠多く ，数十ないし数百といわれている。 これ

からのいわゆる在来種と呼ばれているものでも自然改良されていな い昔のま

まのものではなく ，やはり長い間匹自然淘汰されてえらばれた品種が現在栽

培されている。 稲の種類を大まか匠分けると雨季の稲では普通稲 ，早生稲 ，

晩生稲浮稲などに分類されて ，さら匹雨季の終った直後た植付けら れ る乾季

稲がある。 しかしながらこの流城では雨季匠植付けられる品種の生産の大部分

を占めている。

エカフェの報告匠よると ，稲の栽培匠必要な水の最小品は雨季の 5 カ月間

で 1,5 0 0耗とさ れ ている。 これは月平均 30 0耗である 。 この流城 匠おけ

るこれまでの観測記録匠よると ，グランラック周辺およびコラ ー ト高原の大

部分では雨祉がとの最少必要絨よりも不足することが示されている。さら 匠

この流城(/)他の地域でも雨季中に 3~ 5週間程度の旱魃はしばしば発生して

いる。稲の栽培期間中11:2週間以上の無降雨が続くと，湘摂が行なわれない

場合匠はその収茄は大き く減少するといわれている。現に この流城匠おいて

旱魃たよる被害がかなりの額にのぼっていることが報告されて い る。 一方雨

季の始りは必ずしも一定でなく ， 1カ月から 2カ月程度の俊動はしばしばで

ある。作付の適期を確保し，生長期たおける旱魃被害をさけて生産の安定を

はかるため花は淮漑が必要である。 とうもろこしは一般た雨季の終り た 作付

けされる主要な乾季作物である 。 乾季作物としてはとのほか豆類 ，いも類 ，

さとうきび ，たば こなどが栽培されている。 乾季稲を含めて乾季の作物はす

ペて ，湘漑が行な われ なければその十分な収穫を期待できない。 灌漑を行う

こと匠よって米以外の作物もその生産を拡大させることができ ，と く匠 現在

ほとんど放棄され て いる乾季の土地利用匹よる生産の拡大は大きい利益を期

待できるであろう 。 瀧漑を前提として始めて肥料 ，塁薬などを使った進んだ

塁業技術や高収醤改良品種の導入も可能となっているといっても過言ではな

い で あろう。
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5 メコン河開発計画の構想

メコン河の開発計画は本流 ，支流を含めてメコン河下流城の水汽源の総合開発

を行なうもので ，国籍 ，宗教，政治匠よる差別なく，流城の全人民のため陀 ，水

力貨力 ，溜漑 ，洪水調節 ，排水 ，船航改善 ，流城管理 ，給水その他関連市項の開

発を行なうものである。 （メコン委員会年次報告より）このような開発目的を達

成するにはこの流域の地形や流絨の状態から本流や支流匠多くの貯水池を建設す

すること匠よってまず河川の流益を調整することが必要となってくる。 これら

の貯水池を利用する発龍の出力は ，全体で約 1,7 0 0万KWと見込まれており，こ の

うち早期開発が期待されるのは約半分位とみられている。
● 

この流域の経済発展の逍程を考えると ，開発の最大の効果はまず湘漑を中心と

した袋業開発匹あるといってもよいであろう。こ の流城の産業構造をみると ，農

業はその生産額および就業人口からみて最大の部門となっている。この流城の経

済開発に占める塁業開発の重要性はこのことからも明らかである。湘摂開発の可

能性妬ついて考察すると ，メコ ン河の年間総流出絨平均 4,7 5 0億 9斤のうち現状

ではそのわずか 0.6，，， が泄漑お よび給水匠利用されている妬すぎ ない。

現在のこの流域匠おける耕地面積約 10 0万haのうち ，灌漑されているのは僅

か 21 3, 0 0 0 haで全耕地面積の 3％以下である。メコン河 の流位をうまく調整

して使えば，舟航および発電のための利用を考慮したとしても， 現在の耕地のほ

とんど全部を灌漑することが可能であると推定されるのである。地形上から判断

して ，本流沿いの沖積地帝やデルク地帯は本流から直接取水することとなり ，支

流の地域は大部分を支流から取水することとなろう。しかし水源涵浚力の小さい

支流地域では他の支流城または本流からの水の補給を考えなければならない。

次た舟航 で あるが，もともと メコン河の開発はフランスがラオスまでの舟述の便を

開いて ，さら匠中国までも進出しようとしたこと匹構想の端を発しているといわ

れ，海に直接出口を持たないラオスはメコン河の舟航改善はむしろ悲願ですらあ

る。現在は乾季と雨季との水位差が 1 0米， 大きい所では 16米化も 達するので ，

河口から 3 2 2粁上流のプノンペンまでは乾季花 は 2千ト ン，雨季では 4千トン

~ 5千トンの航洋船が通じているものの，プノンペンから上流 2 1 5粁のクラチェ

までは乾季 匠は 2百トン程度の船が限度である。 さらに上流となるとサンポー ル

スクントレンなど匠ある浅瀬が舟航を阻害し ，さらた 上 流のコ ー ンの滝は舟運を
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完全匠阻害している。ダム群の建設匠よって低水祉が増加すれば，ダム化設けら

れるロックと相まって相当大型の船舶も上流までそ航できるよう匠なる。現在交

通が不便なためほとんど開発されていない奥地も，このような舟航の改善とさら

匠はこれと関連した内陸道路網の建設妬よって，開発が急速匠進んでゆくものと

思われる。

また下流部匠あるグランラックという大きい湖は，トレンサップ河花よってメ

コン河匠通じており ，メコンの増水期化はメコンの水が逆流してこの湖匠入り ，

乾季花なってメコンの水位が下り始めるととも匠湖からメコン河匠流出する。こ

● の間湖の水面積は約 3倍陀なり，約 3 6 0億成の水を貯める。この湖の出口陀水

門を設置し ，湖の水位を調整して ，湖周辺の洪水被害の軽減ならび匹潮漑，湖(1)

漁獲高の増大，下流デルク地帝の塩害防止や土地利用の拡大および灌漑などの開

発匠役立たせるという計画があり ，水 調査が進められている。

． 

開発プロジェクトの数は本流 5 支流 6 1で，こ の中本流計画匠ついては 3地

区のフィージピリテイ調査が終了し，具体的な箔工匠ついての検討がはじめられ

ようとしている。また支流計画匠ついては日本政府匠よって踏査された 34(1)主

要支流の計画が逐次実現されつつある。すなわち，すで化完成運営中のものが 1

2プロジェクト，工事中のものが 2'調査中のものが 8,その他といった状況で

ある。 (1 9 7 2 末現在）

6 開発のあゆみと国際的な協力

エカフェ事務局が第 7回総会の要請匠基いて，メコン河開発のための最初の現

地調査を行なったのは 19 5 1年のことであ った。メコン計画は 19 5 7年の第

1 3回エカフエ総会の勧告匠甚いて沿岸 4カ国政府によって設立されたメコン河

下流域調査調整委員会（俗称メコン委員会）の指揮の下に進められている。メコ

ン委員会は 4カ国政府の全権代表で構成されているが，事務局は主としてエカフ

エが援助してい る。

メコン閉発の大きい特徴のひとつは ，メコン委員会を推進母体として国際的な

協力のもと化調査が進められ，また建設が進められていることである。メコン河

沿岸 4カ国は民族的匠も，政治的匠もそれぞれ異っている。しかしながらこれら

の国々は ，大河メコンの開発匠よって経済的・社会的な進歩をとげたいと熱望し
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ており ，この共通意識陀おいて強く結ばれている。 このためたは政治的 ，
外交的

な摩擦が時匠存在するたも拘らず，メコン委員会の活動妬関する限り，互
い匠協

力しあって来ているのである。 またエカフェを始め国連各桟関，先進諸国
，さら

たは閑発途上国といわれている国々までも ，それぞれの能力匹応じて計画
の当初

から援助 ，協力して来ている。関係者はこれをメコン精神と呼んでいるが
，こ の

ような活動が国連の旗印のもとた進められているという事実は注目すぺき
である

1 9 7 2年末匠おける援助国等は， 25カ国政府 ，］ 2国連機関などである
。

7 メコン計画に おける農業開発の諸問題

メコン委員会はこの流城の開発匠占める農業開発の韮要性匠注目し，数年
前か

ら舟実かつ真剣なアプローチを開始している。こ の地城の虚業開発は湘漑
の導入

がもっとも重要なものであるが ，こ れ匠は相当の投賢を必要とする。よっ
て灌漑

計画はその立案時に見積る便益が現実匹得られるというしっかりとした保
証をも

った上で行われねばならない。そこで灌漑計画の実施匠先立ち，そこに適
用され

るぺき最適かつ現実的な営塁技術を明らかたする必要がある。このため尻
メコン

委員会 ，沿岸 4 カ国政府は F A 0 の援助の下匠灌漑臣業，総合的な地城農
業計画

等匠ついて目的を明確匠取り組んで来た。 この最初の試みとしてとり上げ
られた

ものが実験展示場であってこれは一地区あたり 10~100血の規模をもつも (1)
である，

(1) 実験展示農場

この計画のもっとも主要な部分は将来の灌漑予定地内匠灌狭戻業の実験・

展示塁場を設置するととである。こ の目的たは二つあり ，その一つは計画
の

可行性調査のための基礎的なデークを得るととすなわち湘漑塁業の実施匠
よ

ってどういう営塁を行えばどの程度の便益が期待できるかということを実
際

た確めることであり ，その二は灌漑の便益を最大匠亭受するためた必要な
あ

らゆる知識を農民陀与えることである。とく花後者は泄桟 匠習熟してい

ないこの流域の農民匠対し ，濯漑およびこの上匠導入される新しい農業技
術

を知らせその効果を認識させ ，灌漑を中心とした塁業開発匠対するモチペ
ー

ションを起させる意味で韮要なものである。こ の計画匠従って 19 6 5年か

ら逐次始められ，現在次の 7地城で塁場が運営されている。

クメ ー ル（バナン ，プレクトノット ，ツー ルサムロン ，プレクリ ー プ）
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クイ （カラシン）

ペトナム（エアクマット）

ラオス（ピエンチャン平野）

つづいて 19 7 0年頃からアジア開発銀行の援助匠よって上述の実験展示

塁場よ りはやや規模の大きい 30 0~8  0 0加 のバイロット・プロジェク ト

が 2カ所（ラオスおよびク イそれぞれ 1カ所） 運営が開始された。

つづいて ，このような実験展示塁場ないしバイロッ ト ・プロジェクト段階

の近代煤法をより広い ，地城的な規模匠拡大し ，臣業開発の成果をより早

く ，しかも確実た発現するため匠も ，5,0 0 0~ 1 0, 0 0 0加 の規模をもっ

たパイオニアプロジェクトというものを実施してゆこうという気運が高まっ

てきた。

このパイオニアプロジ ェクト匠対しては ，国連開発計画 (U• N 。 D• p.) お

よび世銀が積極的な協力を行なうとととなり ，日本を始めとする先進諸国も

またこれた協力することとなった。

現在考えられているパイオニアプロジェクトの数は 1 5地区 （クメ ー ル 4

地区，ラオス 3地区 ，クイ 3地 区 ，ベトナム 5地区）である。

(2) その他

以上実験展示塁場の計 画ヽまか，地域 実験展示 センクー，総合的な農村計画の

試み ，淮漑計画立案のためとく匠パモン地城匠ついての農業費科収集の支援計

画 ，森林開発 ，淡水漁業開発の問題などが委員会匠よって計画され実行されて

いる。

潮漑開発の困難さ （純土木技術的ということでなくプロジェクト開発という

意味匠おいて）は ，同じ水贅源閑発の中で ，水力発犠の場合と比ぺてみると よ

く分ると思う。発電の場合は比較的限られた数の訓練された技術者がいればそ

の利用，効果の発現を可能ならしめることが確実である。これ匠反しこの流城

の灌漑晨業の場合たは数千 ，数万 ，数千万人の煤民達が新しい技術と作物を学ば

ねばならないし ，さら匠灌漑 ，排水といった水のコントロールを行なって塁業

生産を経済的匠効果あるものとしなければならないのである。このため化は結

局農民個々の意慾をふるいおこさせることが必要なのであり ，要は農民匠対す

る教育や普及というと と匠お ちつくであろう。しかし教育 ・普及といった こ と
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は云ものは簡単でも実際となると中々 •その効果をあげるのはむつかしいととであ

る。
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開発途上国匠おける農業技術普及論

海外農業開発財団 中 田 正

ここでは日本の国の「農業技術協力」という乙とを「棗業技術普及」という言葉匹お

きかえてみたい。そしてここ匠述べる諸項目は農業技術普及を考える褐合の Check

Listの試案だと考えてもらってもよいし，また海外匠おける農業技術普及の Eva-

luation(/)リストだと考えてもらっても 差支えない。そういう意味で項目を羅列し，

それた簡単な説明を加えてみた。

まず最初V('ここ匹述べょうとする技術普及というものの定義をしておきたい。 「技

術普及とは，ある特定の技術を農民が導入するようn::'意図的た農民匹働きかけ ，農民

を動機づける活動である。」一応そうした定義のもと匠私の話を進めることたする。

I 農民のMotivationの原則

l) 普及手段の組合せによる動機づけ

Motivationというのは 1 動機づけ I という意味である。ある地域vc'ある稲の品

種を導入したいというとき，農民たち匠その品種を採用させるため妬染民を動機づける

ことが必要である。ところが動機づけたはいろんな方法がある。この動機づけの原則匹

ついてはじめに述ぺてみたい。

ここ匠引用する考えかたはアメリカで 19 4 9年匠ケルツー・ハーン共若の「協同普

及事業」からとったものである。 この本は普及事業の原典ともいわれ，日本でも早 く翻

訳出販された。

まず（図 1) たついてみると，普及の方法を大きく 4つ化分け，さらたその各々を細

分している（細部匹ついては若干改変を加えた。）

(1) Mass media •・・・ ラジオ，テレビ，新聞，雑誌，報告書，廻状，展示

ポスクー

(2) Group 

(3) Community 

(4) Man to Man 

一般集会，演示会，講習会，研究会，指導者訓練

隣から隣へ，間接の影響

演示，塁場や家庭訪問，事務所来訪，通信，電話
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戸変）

マスメディア匹よって一般大衆へ動きか

ける方法はマスコンミュニケージョン，ま

っち，ラ ・ジオやテレピは電波メディアであ

り，新聞 ，雑誌などは活字メディアである。

マスメデイアだけで技術を導入した農家の

％は 37. 4'1,となっている。

これを調ぺた方法であるが，普及する対

象嚢家が 2.0 0 0戸あったとすると，その

1 0％匹あたる 20 0戸を抽出し，これた対

してクエスチヨネヤーを出し，新技術導入塁

家の％を出したものである。

次たグJレープにたいして動きかける普及方

法化ついて考えてみたい。 マスメデイアとグ

ループ活動との両方法を合せたものたよって動機づけられたという塁家が 63. 4，，，である。

グループ活動だけたよって動かされた塁家は 26，，，ということになる。 グループ活動とい

うのは ，グル ープを対象とする集会，講習会 ，研究会というような時I'('普及員や指導負

がその会合に出てグループ匹動きかけるものである。あるいはグループの研究テ ーマ匠取

りあげさせて，グノレ ープ活動の中で討議させたり，実践させたりするものである。

次I'(, Communityにおける隣から隣への情報伝達匠よって動いた塁家が 19. 1'1,で

ある。これは農民た対しては間接的な働きかけで，たとへば一つの部落の中で，一つの農

家が，ある品種を採用したばあい ，それをみた隣 ，またその隣の位家が次々と採用すると

いうよう匠，地域社会で口からロヘ，隣から隣へその技術が伝わっていくのを Com-

munity I'(おける技術の伝達と考えてよい。

それから最後I'('直接個人から個人へ， Man to Man というよう匹個人的な接触匹

よって技術普及が行われるばあいである。たとへば農場や家庭訪問，普及事務所への晨民

の来訪，通信や電話などたよる農民との個人接触などがこれである。この個人接触は，ど

んなにマスコミが発達しても，普及事業匹は欠くぺからざるものである。これが無くなれ

ば普及事業も無くなるといってよいほどのものである。いってみれば，普及事業は人間へ

の接近 ，広い意味で，「普及は教育である」と 言われる理由もここたある。

．
 

． 
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いずれたしても ，こうしたパ ーソナルコンミュニケージョンの諸方法やマスコミのあれ

ゃこれやが重なって，その地城のほとんどの染家が新しい技術を採用するということ匠な

るわけである。

この原則は，たとへば私が一冊の本を買うばあい匹もあてはまる。ある本が出販された

ことが新聞の広告欄た出る。私は最初のインフォ,,.-ジョンを新聞から得たわけだが， 「

ほしい本だな」という気持は起るが，まだ買う気匠はなっていない。ところがある日 ，友

人からその本たついて聞き，私の気持は少し動かされる， さら匹その本のことがグ）レープ

の会合で話題となり，私の動機付けがかな り進む3 ところがその後私は町の本屋へ行き，

● その本の実物を見ていよいよ買うという 行動を起すこと花なる。そこで私の動機づけが

． 

1 0 0％匠達したわけである。

l) 新聞で見， 2) 友達から聞き， 3) グループの話題となり， 4) 

実物を見る，という 4つの動機付けが韮なって，私を「本を買う」という行動へ追い

こむわけである3 1つや 2つの方法だけでは動機づけは十分ではなかった，とおもう。

このようた晋及たはいろいろの手段，方法があるが，これらが幾つか重なって動機づけ

ができると考えてよい。ということは一つの方法だけでは動機づけが十分でない，という

意味でもある3

ここ妬一つの実験例がある。

普及手段の数

1 ~ 2 

3 ~ 4 

5 ~ 7 

ある改良事項を実施した劣

4 5 % 

6 4 % 

9 5 % 

これは Dr, Gul].ap (ICよるものだが，普及手段の数を多くする匠したがって

motivotionが大きくなることを示 している。技術普及妬は 1つの手段だけでは効果が

不十分でなく，あの手この手を組み合せて使うことが必要であるということを示している。

2.)情報の少ない社会における普及

（図 2) たは情報化社会と情報の少ない社会匠おける普及方法のちがいを示した。 日本

のような情報の多い社会 ，あるいは情報過多の社会では農業技術もマスメディアたよって

知らされることが多く，塁民の motivation もマスメデアによって動かされる度合が
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第 2 図 大きい。これ匠反して開発途上国などで

は活字メデアである印刷物が少な く， か

100 つ印刷物が出ても文字の読める人が限ら
100 100 

90 れてくるっ電波メデイアは効果的である
man to man 
80 が，農村にはテレビはないし，ラ、ジオの

70 Corrrmuni ty にコミ 普及もまだ不十分である3 したがってマ

60 
ススメデイア花よる動機づけはあまり期

50 group 
待できない。その代り，ミニコミや個人

40 
対個人のロコミの役割が重くなってくる。

30 mass media ミニコミ

20 
とくに地域社会たおける間接的な波及効

1 0 ミニコミ 果が期待できるし，個人匹対する説得が

゜
マスコミ 効果をあげ るようである3

情 情
一般論としては，情報化社会では活字報 報

化 の
メディアなどを通しての間接経験が効果社 少

会 な
的であり，情報の少い社会の農民の場合い

社
は，見る ，聞く，触れるといった五官を会

通しての直接経験がより効果的である ，ということが言い得るのではないだろうか3

このよう匠考えてくると ，日本でやっている普及方法をそのま充開発途上国へ持ってい

っても当 てはまらないし ，また役陀立たないといえる3 その意味で普及方法の選択が大切

で ，どんなやり方た重点をおくかが問題である。また各種の普及方法の組み合せ匠も留意

しなければなちない。

さればといつて日本ではマスコミが効果があるといっても ，普及事業はマスコミだけでは

成り立たない。普及事業は人間を抜き 匹 して考えられない。 したがって人対人の活動はど

んな国でも普及事業の心棒たな らねばならない。とく た開発途J:国たおいては ，マスコミ

が期待さ れ ないだけ，それだけ人対人のロコミやミニコミたよるパーソナル ，コンミユニ

ケージョンの重みが増すと考えて よい。

a)普及には時間がかか る

ここた技術普及匠は時間がかかるという一例をあげてみたい。（図 3)は草のサイレ ージ

の普及度を示す グラフである3
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第 3 図
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最初の 6年間ぐらいは農家の反応は低く，普及した塁家は 10，，，匹も達していない。 し

かしその後は順調匹普及して， 9年目に 4 7. 6，，，になっていら技術の種類匹よっては普

及の速いものもあるし，本例のようたゆっくりしたものもある。この例のような屯合は ，

3年や 5年のプロジェクト期間だとすれば，その期間内だけを考えれば完全に失敗た属す

るものである。そんな意味からも技術協力のエバリュエージョンはむつかしいものである

といえる。また塁業の技術協力は少くとも 10年以上の年月がほしい理由でもある。 現在

(T)ような 2年（背年協力隊）や 3年 ，長くて 5年程度では ，普及のための手がかりを作っ

た段階で終ること匹なる。 「これから」という時匠終っているのがこれまでの技術協力で

あったようた思、う。

II 日本の農業技術協力の種類． 1) Demonstration Farm インドの稲作技術協力はかって 8カ所の日印デモンストレーション ・ファ ームで行なわ

れた。 1カ所VC4人の専門家が派遺され ，約 5年間続けられた。インドに日本式稲作が最

初匹導入され始めたのは 19 5 2年の頃である。その後日本式の稲作法を採用すればどれ

だけ収祉があるか ，と匠かくやって見ること ，一方インド人匠も実物で理解させようとい

うのがデモンストレージ ョン 。ファームのねらいであった。こ うした試みはインドの稲作

匹大きい刺激を与えそれは，それなりた大きい成果をあげた。

2) Extension Center 

「日本の稲作技術は よく わかった ，た しかにイン ドでも採用できる」 とい うこと で ，8
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カ所(/)デモンストレー｀ンョン。ファ ームのうちの 4カ所が Extension Center なる

名のもとた衣がえして継続された， Extension Center は Center で技術の応用

試験的なものもやるが ，ィンドの普及組織を使って技術を地城農民匠普及することた主力

がおかれた。そのためたは普及員の訓練も必要だし ，塁村地城匹試作圃や展示圃をつくる

ことも必要である。また日本の専門家がインドの普及員とー諸匹なって地域農村を巡回指

導することも大切なことである3

これらの色もな普及活動を行なうことが日•印普及センクーだといってよい。そして

稲作技術の改良が塁村で進み ，米の増産が結果として得られることがこの協力のねらいだ

と考えマ よい。

．
 

3) Training Center 

マレ ージアの稲作機械化訓練センク ーはその名のとおり Training Center である

農業謂習所 (3年制）の生徒の訓練，普及員の訓練 ，中核農民の訓練などが主たる協力内

容である3 こうした訓練は大なれ小なれ，ほとんどの協カプロジェクトで実施されている。

インドの Extension Centerでも普及員の訓練VC9 0，，，以上の力を注いでい るところ

さえあり ，実質的匹は訓練センク ーだと 言ってよいところがある。

4) Pilot Farm 

ラオスのクゴ地区パイロットファ ームはナムグム川沿いの 1,0 0 0 ha(1)水田開発匹対す

るPilot Farmである。 新しい水田地帯でどんな農業経営をやるか ，水稲たついて ，野

菜たついて ，畜産匹ついて新しい塁業経営を試み ，入植農家を指導することが目的である。

インドネツアのク、ジムのプロジェクトもクゴンと同じようなペイロットファ ームで ，か

んがい施設の完成後，地城農業をどのように進めるぺきか匠ついてのパイロットである。

． 
5) Community Development 

総合的な地域開発としてはスリランカのデワフワ。プロジ ェクト などは日本としては最

初のケ ース である。 3 0 0か 4o oha程度の小部落をとらえ，稲作，畑作，農機具，水利

，農民の組織 ，生活改善，社会教育 ，嚢産加工・など ，晨業の生産 ，流通 ，農民の生活，教

育までを考えての村づ くり匠協力するものである。．

インドの中部デカン高原にあるダンダカラニアのプロジェクトも同様の性格だし，フィ

-1 3 8 -



リピンのミンドロやレイテのプロジェクトもこれ匠近い。最近インドネシアでは Tan-

i Makmur （クニマム ーJレ）という言葉が流行しているが， 「塁村振興」という意味で

西ジャワのチヘアの協力やランポンの協力もクニマム ーJレと呼んでいる。

6) 青年協力隊

青年協力隊匹おける技術協力は塁村の中へとびこんでの普及事業が多い。実際にデモン

ストレーション・フムーアを作ったり ，農家を巡回訪問するといった活動が多く ，そのも

のずばりが普及事業であるといってよい。 しかも 1人で，一匹狼の形で ，がむしゃらの体

● 当りで技術普及をやっている。その意味では前述のチ ーム仄よるもの ，とは普及活動の性

． 

格を異匹するといってよい。

専門家チ ーム匠よる技術普及のばあいはセンク ー的な拠点をもつことを前提たするも(1)

が多く ，時匠はその場四閉じこもるものさえできてくる3それに比ぺて協力隊は ，場よりも

人対人 (man to man) の活動匠重点がおかれる。その意味では非常匠機動的な普及

活動だといえよう。できればこの両方を組合わせるとよい。インドのコポリのプロジェク

トはその例で，専門家チ ームはどちらかといえばセンク ー匹主力をかけ ，協力隊員は地城

匠おける技術普及た走りまわっている。

センク ー的拠点匠は日本の機材がそろえられるので ，地城農業とは隔離された別世界化

なることが多い。そのことが技術普及をさまたげている。 それに比し ，協力隊員の無手勝

流，つまり相手の塁具で ，相手のやり方で技術改良をやろうという試みの方が技術の定着

率が大きいと言えるかもしれない。 日本の技術協力は，ここらの点をもっと検討してみる

必要があろう

以上日本の農業技術協力と くた技術普及を目的としているものを列記したが ，このよう

匹はつきりと割り切れる性格のものは少く，どちらかといえばいろいろの内容がダプった

り，幾つかの性格が組合わさっているものが多いのが実情である。

皿 生産の構造 と普及の構造

l) 生産の構造

（図 4) の左を見よ。
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第 4 図
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人間が，その労働をもって自然匠対して働きかける。自然とは土や植物や動物などである。

しかも用具，農具などをもって自然に働きかける。そこ匹農業の生産というものが生れる。

これが生産の構造である。

次匠普及の構造であるが，普及たおいては普及員とか技術者という主体が農民という客

体た働きかける。その時技術という媒体をもって農民匠働きかける。その農民は自然た対

し，農具や技術を以て働きかけ，農業生産をあげている農民である。普及主体が農民客体

に働きかける方法，手段を普及方法とよぷ。この主体，客体，媒体，普及方法の組合わせ

匹よって普及活動や普及事業が生れる。これが普及の構造である。

以下匠普及を構成する主体，客体，媒体，普及方法たついて，とく匠海外匠おけるばあ

ぃ匹ついて述ぺてみたい。

IV 主体

普及の主体というばあい，相手国の普及員とか農業技術者と，日本から派遺された専門

家あるいは専門家チームが考えられる。
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l) 相手国の普及組織と勤務体制

相手国の農林行政組織，普及組織，公務員の勤務体制などについて十分理解しておかな

いと技術協力自体がうま くかみ合わなくなる。

一例を勤務時間匠とってみる。イ ンドのマハラジュトラ州で ，同州の普及負匹協力して

技術普及を行うものとするっそのばあい日本の専門家の食事の時間は朝食は 7時 ，中食は

1 2時，夕食は 6~7時ごろである。ところがインド人の食事は ，朝起きるとまずモ ーニ

ング ・テイー ，朝食は 9.3 0~1 0時，午後 3時匠ティ一，夕食は夜 8時頃である。この州

では食事は朝と夕との 2回である。

● 日本の専門家とインドの専門家とが・ジ ープで嚢村地域の巡回指導匠ま わるとすれば，こ

． 

の2人の生活時間 ，す なわち勤務時間をどのよう匠調節するか，それだけでもかな り難問

である。•ジ ー プで出発する時間がまず 1 1時匠なろう。 すると ，すぐ日本人の昼食たぶつ

かる。昼介を済ませて出発するとすれば，早くても午後 1時ということたなる。一事が万

事 ，両者の協力調節はたいへんむつかしい。

2) 現地普及員の灯と絨

質匠ついては学歴がどの程度であるかをまず知る必要があり，次た普及員の現職訓練が

どうなっているかを検討しなければならない。学歴匹ついては，例えばインドンネアでは

現出舒及負の約 80％は塁業中学卒 ，約 20％が塁業高校卒とみてよい。小学校から数え

ると中学卒は 9年生卒， 品校卒は 12年生卒である。 ピルマの場合は村段階の普及員は農

業高校卒 ，すなわち 10年生卒である（図 7参照）。

塁栗技術というのは開発途上国といえども日進月歩であるから ，絶えず普及員の現職訓

練を行わないと農民から取り残される3 そうした訓練が計画的匹行われているかどうか匠

ついても調ぺてみる必要がある。

ちなみに日本の普及員の質は今のところ短大（ 14年生卒）程度が圧倒的た多いが，近

年普及負の汽格試験が 4年制大学卒となっている。だから近い将来， 16年生卒レペルの

普及員が一般の常識匠なるはずである。

次匹普及員の屈匹ついてであるが ，例 をインドネツアにとると，普及員の密度の多い地

帯で，耕地 3,o o o have普及員 1人，少ないところで 5,0 0 0 ha VC 1人，あるいは 1万ha

vc: 1人といったところさえある。これでは，どんなた普及員の汽が優秀であっても普及活

動はできない。ちなみ匠日本では普及員 1人で ，平均して耕地 55 0 haをカバ ーす る。そ
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のうえオートバイとか自動車などの機動力を各人がもっている，だから塁家や塁村の巡

回指導匹も ，いつでもとびだせるわけである3 日本では農協の営農指導員が全国匹約 14, 

0 0 0人いるが ，この技術者を入れると ，1人で 30 0加 ぐらいをカパ ーすること匹なる

かもしれない。

とたかく， 1人あたり 3,0 0 0加 とか 5,0 0 0加 で ，しかも自転車しか無いのでは普及

活動なんかできるはずがない。 いきおい ，デスクワ ークだけの普及員匠なってしまう。し

たがってその国の普及員の祉がどの程度であるかを知ることがきわめて大切である。

3) 日本の専門家の種類

農業の専門家といっ て も背年協力隊などの若い人はJunior Expert である3 この

たびJuniorを終えた人達を対象と して Seniorの制度ができたが ，Senior を経

て 1人前の専門家が生れるわけである。国連などでも Field Expert と Consu-

ltantとの区別がある。

専門家の種類は区分のしかたたよって異ると思、うが ，例えば ，Operator,Demons t-

rator, Instructor,Extension Worker,Extension Specialist, 

Researcher,Servayer,Planner,Consultant,Farm Manager,など，いろ

いろあるようである。私自身はどれ匹属するか ，プロ・ジュクトの中の個々のポストはどれ

を要求しているか ，匹ついて見当をつける必要があろう。上匠も述ぺたいろいろの種類の

ものが重っているばあいも多い。 たとえば Extension Workerであり ，かつRes-

earcherであるとかいうような場合である 3

4) 専 門 家の現 地 適応 性

海外で農業協力を行う個々の専門家の適性匠ついて考えてみると，現地適応性の強い人

と弱い人とがある。海外へ出る ことを大変な こと だと考える人と ，いとも気楽匹考える人

とがある。それはキャリア ーたよっても異るもののようである。

海外生活で大事なのは食事であるが ，現地の食事は何んでも食ぺるという雑食性の人と ，

どうしてもノドが通らない人とがある3 後者は海外へ出る適性匹欠ける人だというほかな

い。

次匹大切なのが言葉である。 さし当って英語と 現地語とが考えられるが ，どの言葉が必

要かとい うことは ，その人のボスト匠よっても違ってくる。
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プロジェクトリーダー格の人匠は英語がとく匠必要だし ，現地人と直接接する人には現

地語が必要である。いずれたしても普及の仕事は対人関係の仕事が多いから言葉は絶対に

必要であるといえる。海外の専門家としては「技術が 50劣，言葉が 50 $」だという人

さえあるが ，もっともな意見であると思う。

尋門家の中匹は人との協調性の少ない人がいる。スポーツ ，とく匠チ ームたよるスポ ー

ツをやった人は概して協調性の訓練がなされているようだ。

サッカーとかバスケットボーJレとかやった人はチ ームワ ークの中で人間関係の訓練をうけ

てきたので協調性が高いと言えそうだ。それ匹比して絵の趣味とか音楽趣味の人などは概

して協調性匹欠けている人が多いよう匠思われる3 時たま ，人間ぎらいといった人がいる

が，このような人は始めから海外技術者としては失格である。

． 

5) 専門家チームの人間関係

海外専門家の人間関係花は 2つの面がある。 1つは日本人同志の人間関係，他は日本人

と相手国人との間の人間関係である。後者尻ついては次の項で述ぺたい。

日本の専門家の間の人間関係は日本人だけの閉鎖社会をつくるばあいが多い。英語や現

地語が不十分だとい 9関係もあって，相手国の人とあまり交わらない。いきおい日本人の

間だけの交際匠なる。ことた日本人の住宅が近接している楊合は朝，昼，晩と顔を合わす

ことたなる。一寸した感情の行きちがいでもあると家族ぐるみの人間関係の緊張がつづく。

それが仕事の面匠まで影響すること匠なる。そのことがチ — ム全員の人間関係たまで波及

する。こうした閉ざされた社会の人間関係のもつれがプロジェクトの命とり匠なることさ

えある。こうした人間関係をときほぐす匹はどうすればよいか ，専門家チームとしては常

匹心しておかねばならないことである。

今一つの問題は，これらのプロジェクト。チームは ，そのため匹寄せ集められた技術者

匠よるグ）レ ープであることである。寄せ集められたところで，始めて顔を合わす場合が多

ぃ。これではチ ーム。ワ ークにトラプルの起るのは当然といえるかもしれないコ団長たし

ても，寄せ集めグループの匹わか団長ではみんなの気心もわからず ，チームを統括して行

＜匠はたいへん骨が折れる。チ ームの派遣母体がはっきりしていて ，人間的な連りが以前

からあったというチームは人間関係が安定している。その後の人の交替もその母体から出

してもらえる。ところが多くの農業チ ームは寄せ集めのたわか作りのグル ープである。

さら匠いけないこと化は，日本のプロジ ェクトチ ームは国内匠おけると同様た年功序列
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型の、ンステムである。 年長者が団長たなり ，給与は学歴や年功できめられる。 団長たは役

所を引退したような人がなる船合が多く，どちらかと言えば消極的，事なかれ主義で，英

諸や現地膀もうま く話せない人が多い。

出てくるようである。

そして若い人の活動匠プレーキをかける忠面さえ

チームの人間関係の一例を示すと

第

（図 5) のよう匠なる。
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 aは団長が最年長で ，一定間隔の年令で団員が配置される。 団長の命令は年を追つて下

達される。 こうしたチ ームは平穏でトラプルが少ないようである。 ところが年令が接近し

たり，格付けが接近したりすると，問題が起りやすい。

bは専門家各個が相互匠乎等な形で話しあい，役割を分担するが，各自は団長の直接指

示や命令で動く。

Cは各自が自主的でかつ乎等である。 仕事は各人，すなわち専門家スクッフの討議匠よ

って進められる。 ここでは団長といった性格の者はなく，チ ームリ ーダー的な者が意見を ． 
まとめ ，チームの機能がフル匹発揮できるよう匠する。 いってみれば団長桟能よりも専門

家機能の方が優先する形である。

かもしれない。

団長は Coordinating manager と考えてよいの

6) 日本人対相手側の人間関係

日本人のもつ独特のカルチャ ーと相手国のカルチャーとがなじめない場合，相互に拒絶

反応を示すものである。 この拒絶は大きいショックであるが ，これがいわゆる「カルチャ

ー・ツ ョック」 と言われるものである。
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このカルチャー・ッョックははじめて外国へ行った時がいちばんつよく，そのジョック

の度合いは ，その時の年令が高いほど強いものである。

これはどこの国の文化との間匠もあるものであるが，島国で，しかも外国の文化と隔離

されて育った日本人たとっては特別た強いようである。 しかしそのカルヤヤー・ジョック

の程度は人匠よって相違があり，また何回も外国へ行った経験のある人にはジョ ック は次

第匠弱くなるものである。もちろん人尻よっては異質の文化と妥協 ・し やすい人とした

くい人とがある。日本人たはどちらかといえば後者が多いといえよう。これでは異文化へ

の適応ができず，また異文化を摂取することもむつかしくなる。

● と匹かく日本人と相手国人との人間関係は人匠とっては絶望的な場合さえある。そんな

． 

場合たは派遺されてきた任務も果せないこと匠なる。

先だって，あるプロジェクトチ ームの報告会た出席したが，かなり高令の団長の報告は

仕事のことより，その国へ行き ，その国で生活したことのジョックたついての話に終始し

た。もちろんその方は始めての外国生活であったが，技術協力以前の問題で眼をまわした

ようである。

注 カルチャーショック妬ついては中根千枝若「適応の条件」 （講談社現代新書）をぜ

ひ読んでいただきたい。

v客体
普及の客体は相手国の棗民であるが ，塁民をとり巻く社会的背漿はどうなっているか ，

塁民自体の教育レペル ，さら匹文化的 ，技術的レペルはどの程度か ，技術普及をはばむよ

うな慣行や宗教的信条や迷信はないだろうかなどを知ることが大切である。また農民のグ

Jレ ープや組織化はどのようたなっているか匠ついて理解することが普及を進めるための前

提となるものである。

l) 相手国の社会体制

（図 6) "1::3つの社会体制を画いてみたい
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専制社会
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第 6 図

民主社会
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：亨：
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カ ースト社会

口
専制社会匠おける問題解決のしかたは，リ ーダーの個人思考匹よって問題解決案をつく

り，メンバ ー匠命令する。メンパ ーは命令匹服従すること妬よって問題を解決する。この

社会ではメ ン バ — 相互に討議したり ， 命令者を批判することは禁物である。

民主社会では各個人は自由で ，かつ平等である。問題解決匠あたっては ，各人が直接参

加し ，討議（共同思考）すること匠よって問題を解決する。

カースト社会はインド匹見られる特殊な社会であり，プラ ーマンを頂点とし ，アンクッ

チャプルを底辺とする。村匹おいては散髪屋 ，洗濯屋，自動車運転手 ，農民などカースト

匠よって区分され ，別カ ースト間では結婚も交際も禁じられる。こうした社会では情報伝

達も同ーカースト間だけで行われる。横の連なりはあるが縦の連がり匹欠ける。こうした

特殊社会たおける普及は他の社会のものとは異るはずである。

いま 3つのクイプの社会を述ぺたが ，ある国のある地方の社会ということ花なると，単

純た割り切れない社会が多い。 これら対象となる社会をまず十分に理解することが普及の

前提となる ことは言までもない3

．
 

2) 農民の 教 育レペル

農民の教育レペルは文化レペルであり ，技術レベルでもある。それは新しい塁業技術を

理解し ，消化し ，吸収する能力でもある。

開発途上国で問題匹なるのは ，その国の文盲率である。 （表 1) は世界の各地域匹おけ

る文盲率を示したものであり ， （表 2) はアジア各国匹おける文盲率である。どこの国で

でも女子は男子よりも文盲率が高い。 （表 3)はアジア各国の初等教育期間と就学率を示

したものである。

開発途上国の教育で問題となるのは（表 4) のよう匠 ，小学校の途中で落伍する者が多

いという ことである。

． 
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第 1表 1 9 5 0年前後の世界文盲人口ならびに文盲率

地 城
成人文盲人口

成人文盲率
(1 5オ以」3

単位 (10 0万）

全 世 界 6 9 0~7 2 0 4 3~4 5，，， 

アフリカ 9 8~1 0 4 8 0~8 5 

北ア フ リ 力 3 4~  3 6 8 5~9 0 

熱帯および南アフリカ 6 4~  6 8 8 0~8 5 

アメリカ 4 5~  4 7 2 0~2 1 

北 米 4 ~ 5 3 ~ 4 

中 米 1 2~  1 3 4 0~4 2 

南 米 2 8~  2 9 4 2~4 4 

ア ジ ア 5 1 0~5 4 0 6 0~6 5 

南西アジア 2 8~3 0 7 5~8 0 

南・中央アジア 2 3 0~2 4 0 8 0~8 5 

東南アジア 6 8~  7 2 6 5~7 0 

東アジア 1 8 0~2 0 0 4 5~5 0 

ヨーロッパ 2 2~2 5 7 ~ 9 

北西ヨーロッパ 1 ~ 2 1 ~ 2 

中央ヨーロッパ 2 ~ 3 2 ~ 3 

南ヨーロッパ 1 9~2 0 2 0~2 1 

オセアニア 1 1 0~1 1 

ソ 連 邦 6 ~1  1 5 ~I  0 

UNESCO, World Leiteracy at Mid-Century, 

Paris, 1957,P, 15 
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第 2表 文盲人口のうちわけ (1 5オ以上）

国 名 調査年次 全 体 男 子 女 子

＊アフガニスクン 1 9 6 5年 9 5.0$ 

ピ Jレ マ 1 9 5 4 4 2.3 1 6.6，，， 6 6.2$ 

＊カンボ・ジア 1 9 6 2 5 9.0 3 0.1 8 7.3 

＊セイロン 1 9 6 3 2 4 9 1 4.6 3 6 3 

台 湾 1 9 5 6 4 2 3 

インド (6オ以上） 1 9 6 1 7 6 3 6 6.1 8 7.2 

＊インドネ・ンア 1 9 6 1 5 7.1 4 2.8 7 0 4 

＊イ ン ド 1 9 6 6 7 7 0 6 6.9 8 7.6 

韓 国 1 9 6 2 1 0.9 5.2 1 6 3 

ラ 才 ス 1 9 5 0 8 0~8 5 

マレーシア（旧マラヤ） 1 9 5 7 5 3.0 3 4.1 7 3.5 

ネパ — ル 1 9 5 4 9 4.9 9 0.0 9 9.4 

パキスクン 1 9 6 1 8 0.0 6 9.0 9 2 0 

フィリビン 1 9 6 0 2 8.1 2 5 8 3 0.5 

ク イ 1 9 6 0 3 2.3 2 0. 7 4 3 9 

．
 

Ministry of Education, Japan, Eduction in Asia, 1964, 

P.16 ただし＊印のものは ，国際統計要覧 19 7 1 （総理府）匠より 最近年次

のもの匹代えた。 ． 
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第 3表 初等教育期間と就学率

．
 

国 名 調査年次 初特教育期間 就 子,..,_ 率

アフガニスクン 1 9 6 7年 6カ年 2 11, 

ピ Jレ マ 1 9 6 6 5 8 5 

カンポジア 1 9 6 7 6 5 0 

セ イロ ン 1 9 6 1 5 -1 4オ 7 5 

イ ラ ン 不明 5ケ年 7 4 

イ ン ド 1 9 6 8 4 -5カ年 7 8 

ラ オ ス 1 9 6 7 6 -1 1オ 3 9 

マレ— ヅ了 ｛日マラヤ） 1 9 6 4 6 9 0 

フィリピン 1 9 6 7 6 8 0 

第 4表

世界教育印典 4 7年 帝国地方行政学会

各国の初等教育進級率

． 

国 名 1 2 3 4 5 6学年

ピ ノレ マ 1 9 5 9年 1 0 0 3 3 2 6 1 9 

イ ラ ン’ 1 9 5 8 1 0 0 9 2 8 7 8 3 

ク イ 1 9 5 9 1 0 0 6 8 6 1 5 3 

イ ン ド 1 9 5 6 1 0 0 6 3 4 7 3 7 2 9 

パキスクン 1 9 5 6 1 0 0 4 6 3 3 2 6 2 5 

シンガボ ーノレ 1 9 5 8 1 0 0 9 4 90 8 5 7 9 

アフガニスクン 1 9 5 5 1 0 0 8 0 6 9 5 7 5 0 

セイロン 1 9 5 6 1 0 0 7 6 6 9 6 4 5 7 5 1 

台 湾 1 9 5 7 1 0 0 9 5 94 9 2 9 2 8 8 

韓 国 l 9 5 7 1 0 0 9 5 9 3 8 9 8 7 8 1 

ラ オ ス 1 9 5 6 1 0 0 4 5 2 3 1 6 1 3 

旧マラヤ 1 9 5 7 1 0 0 8 6 8 0 7 7 6 6 6 3 

フィリピン 1 9 5 5 1 0 0 8 4 7 6 6 9 5 5 4 3 

日 本 1 9 5 7 1 0 0 1 0 0 1 0 0 9 9 9 9 9 9 

Ministry of Education, Japan,Eduction in Asia,1 9 6 41'(よ

る。 ただし ，ラオス 3学年 ，アフガニスクン 4学年の数字は ，数字的におかしい

ので省いた。
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落伍して学校へ来なくなる理由は，表向き vcは，（1) 家が貧しい，（2) 農業が忙しい，

つまり手が足りぬ ，ということである。 学校の教育匹興味がないということも一理由で

あろう。それ匹も増して親が教育匠理解がない，ということが最大の理由だとおもう兵

れから試験で落第して原級匠とどまるというのが，学校匠よってもちがうが，平均して

2 0，，，ぐらいであろう（ピJレマの場合）。

（表 4) でピJレマのところを見てほしい。ビルマでは小学校は 4年までであるが， 1年

匹入学した生徒を 10 0人とすれば， 2年生匠なると 33人と急匠減り， 3年生では

2 6人， 4年生を終えて卒業する時は 19人匠なってしまう。 ピルマの場合は 1年生か

ら2年生花なる時の脱落がとく匠多い。

私はビルマの田舎で行き会うたくさんの子供たちにたづねてみた，「なぜ学校へ行か

ないのか」と。子供の答の多くは「学校へ行っていたが， 牛飼いや田んぽの仕事が忙

しいので学校を止めた」という返事がかえってきた。

このよう匠途中で脱落することを教育浪授 (Wastage of education) といっ

ている。貧しい国でありながら，教育貨の無駄使いをしているではないか，ということ

である。教育浪費は国によっては差はあるが， OO発途上国匠はどこの国匹も見られる共

通現象で，教育上きわめて大きい問題であること匹は間違いない。

（図 7) 匹ピJレマの教育組織を示してみた，小学校は 4年であるが，途中で脱落する

者が多い。私が見当つけたところでは一般塁民は小学 4年終了で約 30，，，，遅れた農民

すなわち小学校の途中で脱落した者が約 30，，，，進歩的農民（中学校卒）が 15％以下

指導的農民（高校卒）が 5％以下とみてよい。 ビルマの場合若い塁民の一般教育レペJレ

はだいたい 4年生卒と考えてよいと思う。

開発途上国ではピルマよりも若干高いレペルの国もあるし，ビルマよりはるかに低い

国もある。

例えばアフガニスクンなどは後発の開発途上国で（図 8) 匹見られるよう R,小学校

(6年）または Vill.age achool (3年）の就学率は男子で 15'h,女子で 2,,,

である。これは 19 6 3年，私が同国匠いた時の状況であった。農村の女性はほとんど

読み書き出来ないし，男子でも若い世代で小学の 2へ 3年ぐらいが平均学歴であろう。

農民の子弟で中学まで進む者は絶無と考えてよいくらいだ。

-1 5 0 -
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第 7図 ビルマの農民のレペルと晋及員のレペル
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第 8図 アフガニスクンの教育 （後発開発途上国）
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4) 社会の慣行

技術普及をはばむもの花は種々の迷信や社会の慣行があることは，日本でもかって経験

ずみのものである。開発途上国ではほとんどが農業国で，塁耕文化なるものが社会を支配

している。それがまた農業近代化のさまたげ匠なっているわけである。

インドネツアの稲刈り慣行であるアニアニ制度はインドネツアの塁村社会で生まれ，広

く定沼している慣行である。もし， 「こんな慣行は不合理だ」といっ て，稲刈りの機械化

を進めるとすれば大変なこと匹なる。アニアニの慣行がある故(I('多くの土地なき家族も

穴ぺて行けるのである。いわば生活保証制度ともいうぺき慣行である。だから，稲刈りの

機械化た対しては村を挙げての反対が起るはずである。しょせん稲刈りの機械化はインド

．
 

． 
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ネ・ンアでは出来ない相談だということ匠なる。

こうした慣行はどこの国にも存在すると考えてよい。われわれは，まずそうしたものを

学ぶことから始めなければならない。

5) 農民のグルービ、ノグ

相手国の対象地城匠おける農民の組織がどんな状態であるかを知ることは大切な こと で

ある。グループの中たは大きく分けて Informal Groupと Formal Associat-

ion とがある。

● （図 9) に，左端VC Imformal の極，右端VC Formal の極をとってみる。 どこ

の社会でも ，いつの時代でも ，だぺり仲間のような Informal group が必ず存在す

る。 しかしこのグループはその場かぎりで消える仲間である。 しかしだぺり仲間の人間関

係は自由で乎等な，開かれた集りである。

第 9図

問題解決グル ープ
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われわれは人間関係たおいても安定をもとめるものである。 Informa]. groupがや

や安定し ，メンバーも定まり ，話題もほぼ定まったものが問題解決グル ープと呼んでいる

ものである。青少年の 4Hクラプや塁事研究会や生活改善グル ープなど， Voluntary 

group がそれた属する。こうしたグル ープは安定したとはいぇ，まだ Inform-

a1 性を残しており，自主性をもち ，若々しく ，発らつとしている。

これた反し農協などは事業が主体で，メンバーも固定している。こうした組織には成文

化した定款があり，法人的な性格をもっている。これは Formal な組織であるといえ

る。こうした Formal な組織は安定してはいるが，時匹は固定し，停滞し，老化し，

マンネリズ ム匠な るおそれがあ る。 ● 
法人化はしていないが申し合わせ組織で ， Formal なものもある。生産集団や協同

経営など匠は申し合わせのものが多い。しかし何れたしても Formal なものに近いと

いえる。

だぺり仲間と問題解決グループをインフォ ーマ・ルな組織とし ，法人組織または申し合わ

せの事業組織をフォーマルな組織としてみよう。一般に Informal な組織は For-

mal な方向へ移動する傾向がある。しかし Informal グループがその Inform-

al性を失って Formal 化するたしたがって ，その若さや活力を失うものである。

いずれの社会でも，その社会が活力を失って停滞すると，必ずインフォ ーマルなグルー

プが生まれて活力を取りもどす作用を始めるものである。これは社会自体の若がえり機能

とでもいえるものである。

理屈はそれくらい匹して，と匠かく普及事業が臣民匠働きかける場合 ， Informal 

groupや Formal Assosiation VC働きかけることが能率的でもある。そのため

普及事業は普及の対象となるグル ープを育成することから手始める。 まず Informal 

groupを育成しながら，そのグループ陀働きかけるわけである。

こうしたグループの育成はその社会の事情花よって難易のあることは当然である。一般

に民主化の進んだ社会では民主的なグル ープが出来やすい地盤があるといえる。その社会

の状態花よって，そこにできる組織の性格も変ってくるものである。

グ）レ ープの育成たは，村の中でリ ーダージップを持った者をさがし，その人を核として，

まず Infornal group を作ることが常道である。農協のような Formal な組織

を作る褐合でも，まず少人数のグル ー プをつくり ， それを •Formal な組織に変えてゆく

ことが望ましいやり方ではなかろうかと思う。
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VI 媒体

l) 技術の変革性

農業技術はどこの国のどの地方でも ，その地方た長い間根づいた技術がある。その技術

は程度が低くても高くても，それなり匠一つの体型をなしている。その体型はその土地の

現境や条件の中で作りあげられたものであるから，その意味では合理的なものである。

技術改良というものは ，今までの技術体型をこわさないで，その一部を改良するものと

技術体型全体をこわして， 新しい技術体型を作りあげなければならないものとがある。

例を稲作技術匹とってみょう。

品種•栽培管理。施肥。病虫害防除。水利・機械化

など技術の種類にもいろいろある。栽培管理の改善などは従来の技術体型をこわさないで

も出来る。種の塩水選，条植ぇ，浅うえなどは今までの体型のままで新技術が導入できる

例である。ところが水利とか機械化となると栽培体型を変えなければならないし，あるい

は変えざるを得ない。稲の高収紐品種を入れる場合もそれ匠関連して水利 ，肥料，塁薬な

どの問題が直接からんでくる。

従来からあった技術体型の変革を必要とする掲合は ，新しい技術にたいして ，その社会

や臣民から相当な低抗があるはずである。技術体型というものは長い間の経験の積み重ね

で組殿だてられたものであるから，これをくずして新しい技術体型を創りあげることは容

易なことではない。 したがって，導入技術の種類たよっては長期の抵抗があるものと党悟

してかからねばならない。その場合行政的な圧力を必要とする場合もありうる。

． 2) Technological Impact これまでの塁業技術協力においては，高度の技術をもっていつても，相手側裂民の技術

レベルが低ければ，なかなか高い技術を消化し，吸収することができない。そこで現地塁

民の技術レベルを高める ことに努力することが先決である ，と言われてきた。相手の技術

レペルが商まる匠したがって，技術の受け入れ能力も高まるものだ，と考えられる。

ところが，ここ数年来 ，緑の革命 (Green Revolution) の進展匠ともない，高収

品種の導入は農民の技術レベルを問題にする余裕がなかった。ところが ，高収祉品種そ

のものが集約的な農業技術を要求するもので，水利の必要 ，肥料の増施 ，防除の必要など

一連の栽培体型の変革を必要とするものであった。

そこで，塁民の技術レベルは少々低くても差支えない。思い切って高収祉品種を導入せ
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ょ。そうすれば品種導入が強い刺激化なって，水利，施肥，防除など一連の技術改良を

行わざるを得ないところへ農民を追いこんでゆく，というのである。ジョック療法とでも

言うぺきであろうか，そのことを Technological Imp ac tとよんでいる。高収~-•

のエネルギーをもった種子を入れること匠よって，技術体型全体を変えるところへ塁民を

追いこみ，それ花よって Green Revolutionが進展すると言うわけである。

3) 普及のための資材。器材

教育でいえば教具，教材である。これは教育や普及を効率的匠行うため匠は大切な手段

である。とくに視聴覚器材などが広く利用される必要がある。ところが開発途上国ではそ ● 
うした器材が不十分であるし，またそれを利用するため花はいろいろの溢路が待ちうけて

いる。

たとえば農民たちの集り匠おいてスライドを使って説明することは，きわめて効果的で

ある。 しかしスライドそのものが手に入らない。いきおい自作スライドを使うことになる。

自作スライドはいちばん効果的であるが，指導用のスライドは自ら作らねばならない。そ

こまではよいとして，さて農・村地帯でスライドを使おうとしても電気が来ていない。スラ

イド使用が良いことだとわかっていても，なかなかそれが使えないのが実情である。

いずれ匠しても普及賣材や器材を使うこととそれを自ら作ることが一仕事となることは

言 うまでもない。

VIl 普及方法

I) Mot i v a t i onの諸方法

これについては，すでl'C1 l'Cおいて述ぺた。

2) Democratic Program と Mus t -do Pr o gr a m 

民主主義の社会では普及活動も Democratic Program I'(よってやるぺきだし，

専制主義の社会では当然 Must - do Programを用いるべきだということが一般匹

言える。

一般に開発途上国では農民の教育程度が低いことは前匹述ぺたが ，農民 自ら具体的な問

題を解決するという能力に欠けている。そのうえ民主的手段である討議（デイスカッジョ

ン）匠よって，自由な話しあいで問題を解決するという能力に欠けている。 したがって，
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いきおい普及活動たあたっても ，ある程度の圧力をかけないと技術の導入がむつかしい。

「これ匹ついて考えてどらん」とか「話しあってごらん」というよりは ， 「こうすれば，

こうなるから ，こうしなさい」という方が受ける方も安定した気持で受けとれるのではな

いかとおもう 。

Group DiacuaaionVCよって問題を解決する花は各個人が自分の意見をもち，相互

花思考の協力をしなければならない。 だから個人の主体制ということが前提花なる。こ う

したととは文盲の多い ，教育程度の低い社会ではきわめて困難な こと花属する。

Democratic Program では普及員は塁民や臣民グル ープの助言者 (adviser)

• (1)立場にたち，問題解決は塁民自身が行うこととなる。これ匠たいし Must - do 

Progam では普及負は行政官あるいは監督者 (Superviser) の立場匹立つ。行政

というもの匠はいつも圧力がかかりその圧力を合理化するのが法律とか政令通達とかい

うものである。

3) 実物主義

•Farmers of the Wo rld • という本が E•Brunner 他編若で出された(/)は

古い。その日本訳は「世界の農民」として昭和 24年匠出版された。 これは世界の各地域

での農民と，その教育，普及匠ついて述ぺてある。この本を一読して感ずることは ，世界

のどこの国でも，進んだ国でも遅れた国でも ，染民というのはたいへん保守的なもので，

講義を聞いたり理屈を述ぺられただけでは動かない。 しかし ，その塁民は実際を見せられ

ると始めて納得し ，心動き ，行動た移るものである。塁民教育や普及の第一原理は「農民

た実物を見せる」という ことである ，と述ぺている。・配民匠実物を見せる ことを Demonstration と言うが ，これ匠は Method 

demonstration （演示）と Result demonstration （展示） とがある。 演

示は ，ある技術のやり方を塁民た対し ，実際匠やりながら説明を加える方法で ，たとえば

接木のしかたとか ，トラククー花よる耕し方などを実際にやってみせ ，できれば農民匹も

やらせてみせる方法である。 展示は結果を見せること ，たとえば在来の品種と新品種を並

ペて作って比較させるとか ，肥料のやり方を変えて稲を作り，肥料の効果を道行 く人に見

て もらぅ ，といったものである。

こうした Demonstration が塁民の直接経験た うったえるので ，普及方法と して

は最も効果的である ことは言うまでもない。
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昭和 46年，アジア生産性会議 (Ap o)主催で「稲の高収量品種普及のための

Demonstration Farm の作り方」というセミナ ーが東京で開かれ，アジアの数力国

の普及事業担当官が参加した。

国たよっては Demonstrtion Plotといったり， Model Farm と呼んだり ，ぃ

ろいるだが ，要は農民匠実物を見せることがねらいである。 日本の技術協力でも Demon 

stration に主力をおくものが多いのは当然のことといえる。ただ Demonstration

のやり方たついてはもっと研究する必要がある。前述のインドの Demonstration F-

arn: では日本の専門家チームが稲作のデモンストレージョンを行った。ところがインド

ネジアの西、ジャワ食糧増産協力では染家の水田で，塁民のグループが Demonstration • 

を担当している。 しかも上陪の農家でなく，中位または下位の農家匠も担当させている。

普及効果としては後者の方が大きいことは言うまでもない。 「なんだ ，隣りの彼がやった

のだから俺匠もできないはずはない」ということで新技術が隣から隣へ伝って波及してい

くわけである。

4) 普及・教育の 3方法

（図 10) l'L示したものは東大名誉教授の海後宗臣若「教育学原理」から拝借したもの

であるが，教育花おける 3つの方法を示している。

第 10図

陶 冶 教 化 形 成

② 
① 

廿 M

R 
R ⑧| 

R R R 

「陶治」の形では ，教師(T)と生徒（団とが教室で向いあい ，教具 ，教材などの媒体(M)を媒介

として教育作用が行われるものである3 学校とか研修施設などにはこの形が多い。

「教化」とは生徒と媒体だけで教師はその場たは居ない。 読-Ill,ラジオ ，テレビなどが

これた 属する。本の若者はある意図をもって本を占いているので ，読書匠よって教育的作

用が行われるが，若者（教師）自身はこの場た姿を現わさない。図呑館や映画館などもこの

形である。

「形成」では教師も媒体もなく ，生徒だけがいる。生徒相互の人間関係匠よってお互い
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が形成される。グル ープ ，寄宿舎，家庭などはこの形である。グル ープ育成などはこの

形匠ねらいをおくものと考えてよい。

普及は広い意味での教育であるから ，この 3方法は普及活動匠も共通する。

教育技術者とか普及技術者とは，この 3つの方法，すなわち陶冶，教化，形成を自由に

組み合せて使いこなせることのできる人のことである。

普及の中でも施設をつ くり農民や農業存少年を梨めて渠合教育する場合は陶冶，ラ ・ジオ

テレビの利用，読3などは教化，グループ育成などは形成匹属する。これら 3方法の位置

づけ ，および組み合せを考えなければならない。

．
 

5) 逆カリキュラム

普及活動の中たは農民た対する技術研修(training),普及員の現戟研修など研修 ，

訓練と名のつくものが多い。普及員の研修匠しても Pre- service Trainingと

In-service Trainig とがある。前者は現瞭たなる前の教育や訓練で，後者は現

職者の訓練といっているものである。

現戟訓練 （奥民の訓練も同様）匠おけるカリキュラム は学校教育のカリキ ュラムとはか

なり違うものである。そのカリキュラムは実習匹おけるカリキュラムとよくたている。い

って見れば学校の教科カリキュラムの逆を行くもので逆カリキュラムと呼んでおきたい。

（図 11) '1C教科カリキュラムと実習カリキュラムの違いを示した。

第 1l図

教科カリキュラム 知識の系列を追って進める

‘‘ヽ ペーパ ーテスト'‘’． 
実習カリキュラム（逆カリキュラム） 現象（実際）が先行する

．‘ヽ 実物テス トク／―

現職教育のカリキュラムは後者に近い。教科カリキュラムでは知識の系列に従ってカリキ

ュラムが配列される3 そして知識が理解されたかどうか匹ついて時々ベーパーテスト匹よ

るエバリュエーションが行われる。

実習カリキュラムでは現象 ，実習が先行する。そして多くの現象や実際経験を整理して

大系化し，知識化することが後から行われる。現象や経験がいくら多くあっても，それら
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が体系化され ，知識化されないかぎり ，応用力が出て来ないものである。実習におけるエ

バリュエ ージョンは頭の中での理解ではない。 したがって実物テストや技能，技術テスト

の方法がふさわしい。

私たちのほとんどが長い学校教育を受けてきたので，訓練カリキュラムを組む時 ，うつ

かりすると，学校式のカリキュラム匠なりやすい。それでは現眼者訓練妬は不向きである

ので ，ここで注意をひくためK:,このことを述ぺた次第である。

6) 普及の戦略と戦術

塁業技術協力の場合国と国との協定は ，言ってみれば普及戦略とでもいうぺきものでぁ ● 
ろう。その国の政策匹したがつて技術普及の協定ができたわけである。

そこで技術協カチ ームが派遺され ，具体的な協力が進められる。 したがつて，その段階

では普及戦術を必要とする。 それは普及計画といえ るものである。

日本では全国のどの普及所でも毎年普及計画がたてられ ，その普及計画にしたがって年

間の普及活動が展開されている。 それは単匠普及事業だけでなく，固や県の塁林行政をふ

まえながら ，多くの機関と協議し，同時た地域の塁業者や農業組織の意見を入れて普及計

画がたてられる。

私は塁業技術普及の現場における戦術 ，すなわち技術普及計画がどのよう匠して樹立さ

れているかを問題と したい。 というのは ，日本の技術協力のやり方が，同じ国で ，同じよ

うな目的をもっているものが幾つかあるばあ い全たく異っている事がある。 これは

筋の通った考え方が ，戦略としても戦術としても固っていないためだろうと思われるから

である。

あとがき

以上た述ぺたことは ，日本の塁業技術協力（技術普及）匠おける私の試論である。 未熟

なものとは思うが ，あえて世匹問いたい。私はこの試論を元匠して少しづつ肉づけを行い

たいと思うので ，そのためた皆さん方のご協力を切匠お願いしたい。
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